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お買い上げし、ただき、ありがとうござし、ます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使し K ださい。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保管してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不審な箇所などがありました6、お早めにお買い上げ店、または最寄りの株式会社 
マランツコンシューマーマーケティング各営業所にお問い合わせください。 


付属品の確認 


下記の付属品がそろっていることを確認してください。 


リモコン （RC 200 1) 1台 


リモコン （RC 101) 1台 


マイク1個 


取扱説明書(本書）1冊 
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AM ループアンテナ 1 個 
FM アンテナ 1 本 
電源ケーブル 1 本 


単4形アルカリ電池 (RC 2001用）4本 


単4形乾電池 (RC 101 用）2本 




AV8003 NETWORK 取扱説明書1冊 



保証書(外箱に貼り付け）1部 
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電源プラグをコン 
セントから抜く 


万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使 
用すると火災 • 感電の原因となります。すぐに機器本体の電源スイッ 
チを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出 
なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

万一、内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。 
そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 

万一、機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
し、。そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 


0記号は禁止の行為であることを告けるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

籲記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く） 
が描かれています。 

△記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注意） 
が描かれています。 


安全上のご注意 


ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくお使いください。お読みになつ 
たあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 


絵表示について 


この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危 
害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解 
してから本文をお読みください。 


A 

A 


敬生 

自口 

注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負 
う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想 
定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


そ 

の 

他 
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電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依 
頼ください。そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 

製品に同梱している電源コードのみ使用してください。製品に同梱し 
ていない電源コードを使用しないでください。 


困ったときは 


®€a 

システムセットアップ 


各部の名称基本接続基本操作 


応用接続 


応用操作 
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A m この機器を設置する場合は、壁から 20cm 以上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は少し離して置い 
てください。ラックなどに入れる時は、機器の天面から 20cm 以上、 
背面から 10cm 以上のすきまをあけてください。内部に熱がこもり火 
災の原因となります。 


wL- • 万一、この機器を落したり、キャビネットを破損した場合は、機器本 
体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店 
にご連絡ください。そのまま麵すると火災 • 感電の原因となります。 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


水場での使用禁止 


• 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場 
所では使用しないでください。火災 • 感電の原因となります。 


S 


接触禁止 


• 付属の電池はリモコンの動作確認用です。充電しないでください。電 
池の破裂、液もれにより、火災、けがの原因となります。 

• 表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の電圧で使用しないでく 
ださい。火災 • 感電の原因となります。 

• この機器を使用できるのは日本国内のみです。電源周波数は 50Hz 地 
域または 60Hz 地域でご使用できます。船舶などの直流 (DC ) 電源に 
は接続しないでください。火災の原因となります。 

• この機器の開□部をふさがないでください。開□部をふさぐと内部に 
熱がこもり、火災の原因となります。この機器には、内部の温度上昇 
を防ぐため、ケースの上部や底部などに開□部があります。次のよう 
な使い方はしないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。 

この機器を押し入れ、専用のラック以外の本箱など風通しの悪い狭い 
所に押し込む。 

テープルクロスをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。 
• この機器の上にろうそく等の炎が発生しているものを置かないでくだ 
さい。火災の原因になります。 

• この機器の開□部などから内部に金属類や燃えやすいものなどを差し 
込んだり、落し込んだりしないでください。火災•感電の原因となり 
ます。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

• この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入っ 
た容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入っ 
た場合火災 • 感電の原因となります。 

• エアコンの下に置かないでください。エアコンから水滴が滴下した場 
合、汚損 • 故障 • 火災 • 感電の原因となります。 

• 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならな 
いようにしてください。コードに傷がついて、火災•感電の原因とな 
ります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまうことがあります。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、 
弓Iっ張ったり、加熱したりしないでください。コードが破損して、火災- 
感電の原因となります。 


• 雷が鳴り出したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因 
となります。 
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塾生 

目 口 

• この機器に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災 • 

) 感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 

縫ください。 

AtmA 離この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。 

1 H j 内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点検- 

V J\/ 整備 • 修理は販売店にご依頼ください。 

分^ h ♦ この機器を改造しないで<ださい。火災•感電の原因となります。 


厂ハ 

A 

注意 

V ノ 

• オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指定 
のコードを使用してください。指定以外のコードを使用したり、コ_ 
ドを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。 

• 電源を入れる前には、音量（ボリューム）を最小にしてください。突 
然大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。また、 
テレビ等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみになる前にも、 
音量（ボリューム）を最小にしてください。 

• 電池をリモコン内に揷入する場合、極性表示プラス十とマイナスーの向 
A きに注意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液も 

/|\ れにより、火災、けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 

/ • \ • 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありますので、指定以 

外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混 
ぜたり、種類の違ラ電池を混ぜたりして使用しないでください。電池 
の破裂、液もれにより、火災 • けがや周囲を汚損する原因となること 
があります。 

• ご不要になった電池を廃棄する場合は、テープなどで絶縁し、各地の 
地方自治団体の指示（条例）に従って火気のない場所に処分してくだ 
さい。 

• 電池はお子様や幼児の手の届かない場所に保管してください。誤って 
飲み込んでしまった場合は、ただちに医師の診断を受けて下さい。 

• 電源のスイッチを切っても電源からは完全に遮断されていません。 
万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置き、すぐ 
に電源コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用ください。 

% 旅行などで長期間、この機器をご使用にならない時は安全のため必ず 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行って 

電 阳-/ ■ラグを- 1 、ノ 

セ'ン'卜から抜く • 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから 
行ってください。コードが傷つき、火災 • 感電の原因となることがあ 
ります。 

• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるよラな場所に置かない 
でください。火災 • 感電の原因となることがあります。 

• ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所や振動のある所に置か 
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 

/Ov ます 

IX 1 • この機器または電池が入ったリモコンを次のような異常に温度が高く 
V ^ なる場所に放置しないでください。キャビネットや部品に悪い影響を 

^ 与え、火災の原因となることがあります。 

窓を閉めきった自動車の中 
直射日光が当たる場所 
火や暖房器具など熱を発生する機器の近く 
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高音注意 


• 湿気やぼこりの多い場所に置かないでください。火災•感電の原因と 
なることがあります。 

• この機器の上に重いものや外枠からはみ出るような大きなものを置か 
ないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原 
因となることがあります。 

• 電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶け 
て、火災•感電の原因となることがあります。 

• 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コー 
ドが傷つき、火災•感電の原因となることがあります。必ずプラグを持っ 
て抜いてください。 

• 電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、 ヘアー ピンなど 
と一緒に携帯、保管しないでください。電池のプラス+端子とマイナ 
スー端子の間がシヨートし、電池の破裂、液もれにより、火災、けが 
の原因となることがあります。 

• 電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。 
電池の破裂、液もれにより、火災、けがの原因となることがあります。 

• 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、 
火災の原因となることがあります。 


癱この機器の上に物を置かないでください。この機器の上には通気孔が 
あります。通気孔をふさぐと中に熱がこもり、火災の原因となること 
があります。 

癱この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しない 
でください。倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。 

癱この機器に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様 
にはご注意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となる 
ことがあります。 

• 5年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。 
機器の内部にぼこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故 
障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に 
行うと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店などにご 
相談ください。 

• 長期間使用しない時は、電池をリモコンから取り出しておいてくださ 
し、電池から液がもれて火災、けが、周囲を汚損する原因となること 
があります。電池が液もれしている場合は、ただちに電池を処分して 
ください。この際、液が皮膚や衣服に付着すると火傷するおそれがあ 
りますので、取扱いには十分ご注意ください。誤って液が付着してし 
まった場合は、ただちに水道水で洗浄し医師の診断を受けてください。 
ケース内に付着した液をよく拭き取ってから新しい電池を入れてくだ 
さい。 


• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな 
ることがあります。 


秦使用中および使用直後は、操作部、後面接続端子部以外は高温になっ 
ているので手を触れないでください。やけどの恐れがあり、危険です。 
特に上面など高溫部には触れないでください。 


A •フロントパネルのドアとフロントパネルの間に指を挟まないように注 
意してください。 

指の怪我に注意 


AV 080311 F1 
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本機の主な特長 


本機には、以下のような最新のデジタル • サラウン 
ド-サウンド.デコーディング.テクノロジーが搭 
載されています。詳細は、「サラウンドモード」 （79 
ページ)を参照ください。 

• Dolby True HD 

• Dolby Digital Plus 

• Dolby Digital、Dolby Digital EX 

• DTS-HD (Master Audio , Hi-Resolution Audio ) 

• DTS'DTS ES、DTS Neo :6 、DTS 96/24 

• MPEG -2 AAC 

• Dolby Pro-Logic lx 

• Circle Surround I 

• THX SURROUND EX 

• THX Ultra 2. 

• Neural Surround 

Audyssey MultEQ® 才一トセットアップシステム 

付属の Audyssey 社製高性能マイクを使い、視聴エ 
リア内の6ヶ所の視聴位置でスピーカーの特性とリ 
スニングルームの特性を測定したデータを、高性能 
DSP にて分析、演算処理を行いリスニングルーム全 
体を複数のリスナーに対し、最適な視聴環境になる 
ように周波数特性を補正するオートセットアップ機 
能を搭載しました。 

THX Ultra2 対応 

映画館の音響効果を庭に提供する 「THX ULTRA 2 J 
に対応しました。 


HDMI 端子の搭載 

最新の Ve 「1.3 a に対応したシリコンイメージ社製 
HDMI 用 1 C の搭載により、映像面では Deep Color 
や x . v . Color 規格の映像の伝送に対応し、音声面では 
Bli>ray Disc や HD DVD で採用されている 「Dolby 
True HD」、「DTS HD」「Dolby Digital Plus 」 に対応 
しています。 

ビデオコンバーター搭載 

フルデジタル処理による映像信号のアップコンパー 
ター（コンポジット— S - ビデオ/コンポーネント 
/ HDMI 、 S - ビデオ—コンポーネント/ HDMI 、 コン 
ポーネント— HDMI ) とダウンコンパーター（コン 
ポーネント— S - ビデオ/コンポジット、 S - ビデオ 
-コンポジット）を設けました。 

ANALOG DEVICES 社製のビデオデコーダー 1 C を 
使用して、画質の劣化を最小限に抑えた変換を行い 
ます。 

I/P コンバーター機能 

ビデオ回路に高性能 I/P (インターレース/プ□グ 
レッシブ）コンパーターを搭載しました。 

本機に入力される 480 i のコンポジット、 S - ビデオ、 
コンポーネントビデオ信号を高速で正確な I / P 変換 
を行い、コンポーネントの映像出力端子へ高品質で 
スムーズな 480 p 映像を出力します。 

広帯域コンポーネントビデオセレクター 

コンポーネントビデオ信号に対して入力を4系統、 
出力を2系統設けました。ハイビジョン信号等の広 
帯域 （ 1 00 MHz (- 3 dB )) な映像信号に対応します。 

DC トリガー出力 

電動スクリーンや電動力ーテンなど、 12 V (ボルト） 
DC トリガーで動作する機器の操作が2系統まで行 
えます。 
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RS-232C コントロール端子搭載 

クレストロン等を利用したカスタムインス I ルに 
対応します。 

マルチゾーンシステム 

マルチゾーン用の出力として映像 • 音声出力端子を 
装備しました。 

IR エミッタ出力 &IR レシーバー入力端子 

本機に接続した IR レシーパーで受信したリモコンか 
らの信号を IR エミッターから再送信出力すること 
が可能です。 

他の AV 機器まで含めたコント□—ルが可能です。 

ビデオスケーラー搭載 

高級 DVD / SACD プレーヤーでも採用されている 
高精度 lObit スケーラー 1 C を搭載することにより、 
アナログビデオ端子に入力された 480 i /480 p 信号 
を1080 i 、 更に108 Op へアップスケーリングして 
HDMI へ出力することが可能です。 

ネットワークプレーヤー機能 

ネットワーク接続した機器に保存した音楽 • 写真 • 
動画ファイルの再生が可能です。また 、 Windows 
Media DRM 、 DTCP - IP に対応しています。 

バランスプリアウト出力端子 • 

バランス CD/CDR 入力端子搭載 

より高音質での信号伝送のために XLR 端子を用い 
たパランス出力を採用し、 MM 8003との間をパラ 
ンス接続が可能です。 H 0 T (+) と COLD (-) が平行に 
走っているため、外来ノイズに強い構造です。また、 
RCA 端子によるアンバランス出力も装備し接続の 
柔軟性も確保しています。 

弊社 Super Audio CD プレーヤーとのバランス接続 
が可能な XLR 入力端子も装備しました。 


その他の特徴 


• 32 bit 最新 DSP を搭載 

•192 kHz /24 bit DA コンパータを全チャンネルに 
採用 

•192 kHz /24 bit AD コンパータをアナログ入力用 
(—採用 

• 音楽再生時に映像出力を停止させる、ビデオオフ 
モ ー ド 

• MP 3 や A AC 等の非可逆圧縮によって失われた音 
域成分を補ラ M-DAX 機能 

• 7.1 チャンネルダイレクト外部入力端子を有効活 
用できる AUX 入力 

• L/R 2チヤンネルスピーカーでもサラウンド効果 
を楽しめるパーチャルサラウンド機能 

• TV 信号入力で電源を〇 N /0 FF する TV 才一トパ 
ワー機能 

• 各種設定を TV 画面にて行える〇 SD メニューシ 
ステム 

• プログラマプル&ラーニング機能付き LCD リモ 
コン 

( RC 2001付属） 

• マルチゾーンからの操作が可能なラーニングリモ 
コン ( RC 101 付属） 

• 環境に配慮したスタンパイ消費電力低減モード 

• フロントパネルに力ーソルボタンを搭載 

•へッドフォンで優れた頭外定位感を実現するドル 
ビーへツドフォンを搭載 

• 電源供給能力に優れたシールド付大型卜□イダル 
トランス搭載 

• CD プレーヤーや DVD プレーヤーとのデジタル接 
続で HDCD ソフトが再生できる HDCD デコーダー 
を搭載 






ご使用の前に 


次のような場所には置かない 

本機を末永くご使用いただくために、次のような場 
所には置かないでください。 

• 直射日光が当たる所 
• 暖房器具なと熱を発生する機器に近い所 
• 湿気の多い所や風通しの悪い所 
• ほこりの多い所 
• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安定な所 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を妨げる所 


放熱のため、本機を壁や他の機器等から離して設 
置してください。 



上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

通気孔をふさぐと事故や故障の原因になります。 


伸用中 • 伸用直後に上面や後面などの高温部 

には触れない 

使用中と使用直後は、操作部以外は高温になってい 
るので手を触れないでください。やけどのおそれが 
あり危険です。特に上面や後面などの高温部には 
触れないでください。 


ご使用いただく電源電圧 • 周波数 


• 電源電圧は、交流 100 V をご使用ください。 

• 電源周波数は、 50 Hz 地域または 60 Hz 地域でご 
使用できます。 


電源コードの取扱い 

• 濡れた手で触れないでください。 

• 電源コードは、かならずプラグを持って抜いてく 
ださい。 

コードを強くひっぱったり、折曲げたりしますと、 
コードがいたみ、感電や火災の原因になります。 

• お出かけ前には、かならずプラグを抜く習慣をつ 
けましよラ。 

• 製品に同梱している電源コードは、同梱されてい 
る製品のみ使用できます。同梱している製品以外 
には、この電源コードを使用することができませ 
ん〇 



フロントパネルドアの内部にあるボタンで操作した 
い場合、パネルの下側を押してパネルドアを開けて 
ください。ボタンを使用しない時は、パネルドアを 
閉めておいてください。 


A ご注意 

• パネルドアとパネルの間に指を挟まないよ 
うに注意してください。 


リモコンの使用について 

リモコンに乾雷池を入れる 

付属のリモコン RC 2001 と RC 101 を最初にご使用 
になる前に、乾電池を入れてください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用です。 

7. リモコン背面の電池カバーを矢印方向に押し 
ながら外します。 


2 . 新しい単四乾電池 （ RC 2001 ではアルカリ電池 
4本、 RC 1 01では乾電池2本）を、極性表示 （㊉ 
:プラスと ㊀ ：マイナス）に注意し、表示通り 
に正しく装着します。 


3. 電池カバーを以下のように元に戻します。 


雷池の交換時期について 

通常の使用状態では、アルカリ乾電池の場合、 
RC 200 1は約3ヶ月、 RC 101は約4ヶ月もちます。 
RC 2001 は電池が消耗した場合、表示部の電池マー 
ウが L 〇 W になります。 LOW マークが表示されても 
リモコンの使用はできますが、早めに電池を交換し 
てください。 

電池を交換したら時計を合わせてください。 

(69 ページ参照） 

• RC 2001と RC 101 には不揮発性メモリーを使用 
しているので、電池を抜いても学習したコードや 
マクロプ□グラムは消滅しません。 


乾雷池の取扱いについて 

乾電池を誤って使用すると、液もれや破裂、腐食など 

の原因となることがあります。 

以下の注意をよく読んでご使用ください。 

• 長期間 （1 ヶ月以上）リモコンを使用しない時は、•许 
電池を取り出しておいてください。 

• 古い乾電池と新しい乾電池を一緒に使用しないで 
ください。 

• 乾電池のプラス十とマイナスーの向きを機器の表 
示通り正しく入れてください。 

• 乾電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものが 続 
あります。種類の違う乾電池を混ぜて使用しな 
いでください。 

• 液もれを起こした時は、ケース内に付いた液をよ甚 
く拭き取ってから新しい電池を入れてください。 

• 不要になった電池を廃棄する場合は、お住まいの 
地方自治体の指示（条例）に従って処理してくだ 
さい 

• 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場 
所や火の近くなど異常に温度が高くなる場所に電 
池を放置しないでください。 

火災の原因となることがあります。 


リモコンの動作節囫 

リモコンによる本体の操作可能範囲は下図のとおり 
です。 



• リモコンの受光部に直射日光やインパーター蛍光 
灯などの強い光を当てないでください。リモコ 
ンが操作できない場合があります。 

• リモコンを操作すると、赤外線で操作する他の機 
器を誤動作させることがありますのでご注意くだ 
さい。 

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物があると 
操作できません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタン 
が押し続けられた状態になり、電池が消耗してし 
まうことがあります。 
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各部の名称 


フロントパネル 



① POWER ON/STANDBY ボタン 
STAN DBY (スタンバイ）表示 
インジケーター 

電源の入/切(待機状態)を切り替えます。ボタンを 
押すと電源が入ります。もラー度押すと、待機状態 
( STANDBY モード）になり STANDBY インジケー 
ターが 点灯します。 

② INPUT SELECTOR (入カファン 

クシヨン切り替え）つまみ 
(音声/映像） 

入カソース機器を選択するときに使います。 

(17 ぺージ参照） 

③ SURROUND MODE 

(サラウンドモード)切り替えボタン 

このボタンを押すと、サラウンドモードが切り替わ 
ります。 （51 ぺージ参照） 

④ AUTO (オートサラウンド)ボタン 

このボタンを押すと、オートサラウンドモードにな 
ります。このモードを選択すると、本機は入力信号 
に対応するサラウンドモードを自動的に選択しま 
す。 （51 ページ参照） 


⑤ PURE DIRECT (ピュアダイレクト） 
ホタン • インジケーター 

このボタンを押すと、ソースダイレクトになり、表示 
部に 「SOURCE DIRECT 」 と表示されます。 

もう一度押すとピュアダイレクトになり 、 「PURE 
DIRECT 」 と表示され PURE DIRECT インジケーター 
が点灯します。 2秒後、表示部が消えます。ソース 
ダイレクト/ピュアダイレクトモードでは 、I ンコ 
ント□—ル回路とバス • マネージメント機能がバイ 
パスされます。 （81 ページ参照） 

ご注意 

• ソースダイレクト/ピュアダイレクトモー 
ドにすると、サラウンドモードは自動的に 
AUTO に切り替わります。 

• 各スピーカーのサイズは自動的に以下のよ 
うに設定されます。 

フロントスピーカー= LARGE 
センタースピーカー= LARGE 
サラウンドスピーカー =LARGE 
サラウンドバックスピーカー =LARGE 
サブ ウーファー= YES 

• この設定はソースダイレクト/ピュアダイレ 
クトが機能しているときの一時的な処理な 
ので SPEAKER SETUP MENU には反映され 
ません。 


基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは その他 
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⑥ ZONE (ゾーン）ボタン 

このポタンを押すと、マルチゾーン機能の設定がで 
きます。 「 MULTI 」 インジケーターが表示部に点灯し 
ます。 （57 ページ参照） 

⑦ ZONE SPEAKER 

(ゾーンスピーカー)ホタン 

このボタンを押すと、ゾーン • スピーカー機能の設定 
ができます。 「 MULTI 」 インジケーターが表示部に点 
灯します。 （57 ページ参照） 

⑧ MENU (メニュー）ボタン 

このボタンを押すと、〇 SD メニューシステムが起動 
します。 

⑨ EXIT (イクジット）ボタン 

このボタンを押すと、〇 SD メニューシステムを終了 
します。 

⑩ BAND (バンド）ボタン 

このボタンを押すと、チューナーの FM と AM が切り 
替わります。 

⑪ T-MODE (チューナー.モード） 
ボタン 

このボタンを押すと 、 FM パンドを選択中に、オート- 
ステレオ • モードまたはモノ • モードが選択できま 
す0 

オート•ステレオ•モードのときは 「 AUTO 」 イン 
ジケーターが点灯します。 （19 ページ参照） 

⑫リモコン受光部 

リモコンの赤外線信号を受信します。 

⑬ MEMORY (メモリー）ボタン 

このボタンを押すと、チューナーに周波数をプリ 
セットする、または放送局名を入力することができ 
ます。 （55 ぺージ参照） 

⑭ CLEAR (クリア）ボタン 

このボタンを押すと、放送局メモリ設定、あるいはプ 
リセット.スキャンをキャンセルすることができま 
す。 （56 ページ参照） 

⑮ VOLUME (音量調節)つまみ 

全体的な音量を調整します。このつまみを右に回す 
と音量が大きくなります。 


⑯ DISPLAY (ディスプレイ）ボタン 

このボタンを押すと、表示部のディスプレイモード 
を切り替えることができます。 （50 ページ参照） 

⑫ M-DAX ボタン 

このボタンを押すと、 M - DAX 処理の有無を選択でき 
ます。 （51 ページ参照） 

® TOP ボタン 

このポタンを押すと， OSD メニューシステムのトッ 
プ画面にもどります。 （32 ページ参照） 

本機がネットワークモードのときは，ネットワーク 
のトップメニュー画面にもどります。 

⑲カーソル ボタン （◄/►/▲/▼) 
/ENTER ボタン 

このボタンを押すと、〇 SD メニューシステム 、 AM / 
FM チューナーおよぴネットワークが操作できます。 

⑳ 7.1 CH INPUT ポタン 

このボタンを押すと，マルチチャンネル入力 (7.1 CH 
IN 端子)が選択できます。 

㉑ MIC (マイク）ジャック 

付属のマイクを使用して、スピーカーの特性を自動 
的に測定することができます。 

㉒ THX ボタン 

このボタンを押すと、サラウンドモードが THX モー 
ドになります。 

㉓ PHONES 端子 

(へッドフォン端子） 

ヘッドフォン用の接続端子です。この端子にヘッド 
フォンを接続すると、スピーカーからの音声は自動 
的に無音になります。 （51 ページ参照） 
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(1) DISP (ディスプレイ OFF ) 表示 

表示部が消灯（ディスプレイオフ）状態のときに点灯 
します。 （50 ページ参照） 

(2) SLEEP (スリープタイマー）表示 

スリープタイマー機能を使用しているときに点灯し 
ます。 （50 ページ参照） 

(3) MULTI (ゾーン)表示部 

マルチゾーン機能またはゾーンスピーカー機能が動 
作している場合に点灯します。 （57 ページ参照） 

(4) AUTO SURROUND (オート • 

サラウンドモード)表示 

AUTO SURROUND (オートサラウンド）モードが選 
択されているときに点灯します。 

(5) TUNER (チューナー)モード表示 

AUTO 

チューナーがオートステレオモードのときに点灯 
します。 

TUNED 

放送を受信しているときに点灯します。 

ST ( ステレオ） 

FM 放送をステレオで受信しているときに点灯 
します。 

(6) DTS - ES デコードモード表示 

DTS-ES デコード動作モード （ Discrete -6.1 か 
Matrix -6. 1 ) を表示します。 


(7) V - OFF (ビデオオフ）表示 

ビデオオフ機能が動作している場合に点灯します。 
(53 ぺージ参照） 

⑻ NIGHT (ナイトモード)表示 

NIGHT モードを機能させた場合に点灯します。 

(51 ぺージ参照） 

(9) PEAK (ピーク）表示 

アナログ入力を選択時、入力信号が過大レペルの場 
合点灯します。この場合、アツテネーシヨン機能を 
働かせて入カレベルを下げてください。 

(52 ぺージ参照） 

(1〇) EQ 表示 

Audyssey の EQ モード選択時に点灯します。 

(11) ATT (アツ テネー シヨン) 表示 

アツテネーシヨン機能が働いているときに点灯しま 
す。 （52 ページ参照） 

(12) DIGITAL (デジタル)入力表示 

デジタル入カソースが選ばれているときに点灯しま 
す。 

(13) ANALOG (アナログ)入力表示 

アナログ入カソースが選ばれているときに点灯しま 
す。 


(14) デジタル信号フォーマット 


表示 


デ:^タル入力を選択している場合に、入力されてい 
る信号のフォーマツトを点灯表示します。 

ロロ DIGITAL :ドルビーデジタル信号が入力さ 
れている場合に点灯します。 

EX: ドルビーデジタル EX 信号が入力 
されている場合に点灯します。 

ロロ SURROUND: 入力信号がドルビーデジタル信 
号で、かつサラウンド処理をされ 
ている場合に点灯します。 

dts : dts 信号が入力されている場合に 
点灯します。 

ES : dts - ES 処理が施された dts 信号 
が入力されている場合に点灯し 
ます。 


96/24 : dtS-96/24 処理が施された dts 
信号が入力されている場合に点 
灯します。 

PCM : PCM 信号が入力されている場合 
に点灯します。 

AAC : MPEG 2- AAC 信号が入力され 
ている場合に点灯します。 


(18) 選択入力、サラウンドモード 
表示部 

選択した入カファンクションや、サラウンドモード 
等を表示します。 

(19) DIRECT (ダイレクト）表示 

SOURCE DIRECT (ソースダイレクト）または、 
PURE DIRECT (ピュアダイレクト）または 7.1 CH 
INPUT 機能を使用しているときに点灯します。 

(20) M - DAX インジケーター 

M - DAX が動作している場合に点灯します。 

(21) PURE DIRECT 

( ピュア ダイレクト）インジ ゲーター 

ピュアダイレクトモードを選択したときに点灯しま 
す。 


(15) HDMI ィンジケーター 

本機が HDMI 接続されているときに点灯します。 


(16) プログラムチャンネル表示 

デジタル入力信号を再生時、入力信号の記録チャン 

ネル数を表示します。 

5. 1 Ch 信号入力時は L 、 C 、 R 、 SL 、 SR 、 LFE が点灯し 

ます。 

2 ch 信号が入力された場合は L 、 R が点灯します。 

詳細は、79ページの「使用するサラウンドモードと 

入力信号について」をご覧ください。 

ご注意 

•本機が Dolby True HD をデコードしている 
とき、使用中のスピーカーのチヤンネル数に 
応じて入力信号のステータスが表示されま 
す。し(：、尺、5し3尺、5\¥の5.1(：11のスピーカー 
システムを使用している場合、 7.1ch の信号 
が入力されたときでも、 “S” インジケーター 
は点灯しません。 


(17) HDCD 表示 

デジタル入力で HDCD 信号が入力されたときに点灯 
します。 














































































































® HOME ボタン 

このボタンで HOME モードを選択します。 

制御する機器を選択するには、 H 〇 ME モードを選択 
した後、各機器のモードを選択してください。 

a LIGHT (ライト）ボタン 

このボタンを押すと、ボタンおよび LCD のバックラ 
イトを点灯させます。 

® カーソル、 ENTER ボタン 

本機や DVD 等の力ーソルコント□—ルをするとき 
に使います。 

[9] プログラマブルハードボタン 

選択した機器のダイレクト操作ができます。 


リモコン RC 2001 


付属のリモコンはユニバーサルリモ_卜 • コント 
口ーラーです。 POWER (電源）ボタン、数字ボタン、 
操作ボタンは様々な AV 機器に使用できます。 


3 ) 

2 ) 
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□ POWER ON OFF ボタン 

本機の電源を ON / OFF するときに使います。 

囹ソース ON / OFF ボタン 

DVD プレーヤー等のソース機器の電源を ON/OFF 
するときに使います。 

本機の電源を ON / OFF するときにも使います。 

囹 LCD ディスプレイ 

各ソース名やモード名などのメッセージがこの表示 
部に表示されます。 

E プログラマブルソフトボタン 

リモコンモードの切り替え、または、選択した機器の 
ダイレクト操作ができます。 

囹</>(ページ切り替え）ボタン 

HOME モードおよび機器モードでページを切り替え 
る際に使用します。 
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システム- fe ットアップ応用操作 
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困ったときは その他 


応用接続 
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LCD ディスプレイ ( RC 2001) 
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@モード表示エリア 

HOME : 

HOME モードの場合に表示されます。 

機器名： 

現在選択されている機器モード名を表示します。 
このエリアは常に反転して表示されます。 

⑬コマンド表示エリア 

HOME : 

機器モード名を表示します。 

機器モード： 

機器毎に操作できるコマンド名を表示します。 

© 電池インジケータ 

電池残量を表示します。 

⑬サブ情報エリア 

通常操作： 

個々のモードに設定されたページ番号が表示されま 
す。 

IR コマンド送信時： 

個々のボタンに設定されたコマンド名が反転して表 
示されます。 


IR コマンドを送信しない操作（ジャンプ操作など）： 

通常、ボタンに設定された操作名が表示されます。 
(反転した表示ではありません） 



























































































(ネットワークモード ( AUX 2) 選択時） 

SOURCE ON ボタン 

出力解像度を切り替えます。 

SOURCE OFF ボタン 

前の画面に戻ります0 

[3] SOURCE (ソース)/数字ボタン 
SOURCE (ソース）ボタン 

RC 101 は12種類のソース機器の操作を行うことが 
できます。各ソースボタンを押すと、リモコンはそ 
れぞれのソース機器を操作するモードに切り替わり 
ます。本機の入カソースを切り替えるためには選択 
したいソースのボタンを2秒以内に2回押します(ダ 
プルクリック）。 



ご注意 

• AUX 2ボタンを押すと、ネットワークに切り替 
わります。 

• T 2 ボタンは本機では使用しません。 

(ゾーン A / B / C モード選択時） 

ゾーンまたはゾーンスピーカーの入カソースの切り 
替えをするときに使います。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンの入カソースの切り替えをするときに 
使います。 

数字ボタン 

リモコンコードのプリセ'ソト設定を行うときのみに 
使います。 

E VOL (ボリューム）ボタン 

(ゾーン A / B / C モード選択時） 

ゾーンまたはゾーンスピーカーの音量を調節すると 
きに使います。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンの音量を調節するときに使います。 


リモコン （ RC 101) 


• 付属リモコン RC 101 はマルチゾーン用のリモコ 
ンです。このリモコンを使ってマルチゾーンに設 
置した IR レシーバーやマランツ製品の赤外線受 
光部を通して本機を操作することができます。 

• RC 101 をメインゾーン用の簡易リモコンとして 
ご使用することもできます。その場合は、25ペー 
ジをご覧ください。 
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H POWER ON OFF ボタン 

(ゾーン A / B / C モード選択時） 

ゾーン、またはゾーンスピーカー機能をオン/オフす 
るときに使います。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンで本機の電源をオン/オフするとき(こ 
使います。 

囹 SOURCE ON OFF ボタン 

DVD プレイヤーなどの各ソース機器の電源をオン 
/オフするときに使います。 


{I®® 


a® 



0 0 


EfES 


囹 MUTE (ミュート）ボタン 

(ゾーン A/B/C モード選択時） 

ゾーンまたはゾーンスピーカーの音声をミュート 
(消音)するときに使います。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンのミュート（消音）をするときに使いま 
す。 

[6] ► /A /▼(カーソル)/ 

ENTER ボタン 

ソース機器のカーソル操作を行うときに使います。 

(チューナーモード ( T 1) 選択時） 

PRESET + /PRESET ーボタン 

プリセ'ソトされた局を選択するときに使います。 

TUNE ▲/TUNE ▼ボタン 

周波数を調整するときに使います 

0 SLEEP ボタン 

(ゾーン A/B/C モード選択時） 

ゾーンのスリープタイマーを設定するときに使いま 
す。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンのスリープタイマーを設定するときに 
使います。 

® CONTROL ボタン 

ソース機器の再生、停止、一時停止、トラックの移 
動、早送り、巻き戻しをする時に使います 

(チューナーモード ( T 1) 選択時） 

P . SCAN ボタン 

プリセットされた局のスキャンを開始するときに使 
います。 

CLEAR ボタン 

プリセットされた局のスキャンを停止するときに使 
います。 

囹 A / B / C / D ボタン 

(チューナーモード ( T 1) 選択時） 

チューナーのパンド ( AM / FM ) を切り替えるときに 
使います。 

(チューナー以外のソース選択時） 

学習機能で学習させたキーを割り当てることができ 
ます。 


园 SET ボタン 

学習モード、プリセツトモード、またはクローンモー 
ドの設定時に使います。 

回 ZONE (ゾーン）ボタン 

リモコンを使用するゾーン（部屋）を設定するときに 
使います。 

• ゾーン A :ゾーン A 
• ゾーン B :ソーン B 

• ゾーン C :本機ではこのゾーンは使用しません。 

■ ゾーン D : メインゾーン 

M DISC +/ T.MODE 

(チューナーモード ( T 1) 選択時） 

FM パンド選択時に才ートステレオモードとモノ 
モードの切り替えを行います。 

( CD / DVD / CDR モード選択時） 

CD / DVD / CDR チェンジャー使用時にディスウの交 
換を行います。 

画 INFO ボタン 

(ゾーン A / B / C モード選択時） 

選択されているゾーンの現在の設定をゾーンの TV 
画面上に表示します。 

(ゾーン D モード選択時） 

メインゾーンの現在の設定をメインゾーンの TV 画 
面上に表示します。 

M MENU / INPUT ボタン 

( DVD モード選択時） 

DVD ディスクメニューを呼び出します。 

( TV モード選択時） 

TV のビデオ入力を切り替えます。 

51 CH A /▼ボタン 

( TV / DSS モード選択時） 

チャンネルを変えるときに使います。 

_ SEND (送信)表示 

リモコンから信号が送信されているときに点灯•点 
滅します。 

M LEARN (学習)表示 

リモコンが学習モードのとき点灯.点滅します。 

圆赤外線送信部と受光部 

この部分からリモコン信号が送受信されます。 



















































リアパネル 



❿❿❿❿❾〇 〇 


〇 FM アンテナ端子 (75 Q ) 

付属の FM アンテナを接続します。 

電波の弱い地域は市販の FM アンテナをご使用くだ 
さい。 

AM アンテナ端子および 
アース 端子 

付属の AM ループアンテナを接続します。受信状態 
が最良になる位置にループアンテナを置いてくださ 
い。 

❷コンポーネントビデオ入出力端子 

DVD プレーヤーまたはその他の機器にコンポーネ 
ントビデオ端子が装備されている場合は、本機のコ 
ンポーネントビデオ端子 （ Y 、 Cb/Pb, Cr/Pr) と接続 
してください。 

コンポーネントビデオ入カコネクタ ー4 系統と、ディ 
スプレイ機器用にコンポーネントビデオ出カコネク 
ターが 2系統あります。 

また、モニターアウト2端子はゾーンアウトにも兼 
用されています。 


❸ゾーン用出力端子 

(ビデオ&オーディオ A / B ) 

ゾーン（別室）側の TV のビデオ信号入力端子、アン 
プ等のアナログオーディオ信号入力端子へ接続し 
ます。 （30 ぺージ参照） 

❹モニター用映像出力端子（ビデオ 
信号出力、 S-Video 信号出力） 

テレビやプロジェクターのビデオ入力端子や s ビデ 
才入力端子に接続します。本機は、ビデオ出力端子 
と s ビデオ出力端子を各1系統装備しています。 

(14 ぺージ参照） 

❺ UNBALANCED (アンバランス） 
プリアウト端子 
( L , R , SL , SR , SBL , SBR , C ) 

L (フロント左 ）、 R (フロント右 ）、 C (センター )、 SL 
(サラウンド左） 、 SR (サラウンド右）、 SBL (サラウン 
ドパック左 ）、 SBR (サラウンドパック右）の端子と 
MM 8003などのパワーアンプのアンパランス入力 
端子と接続します。 



基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは その他 
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❻ BALANCED (バランス） 

プリアウト端子 

( L , R , SL , SR , SBL , SBR , C ) 

L (フロント左 ）， R (フロント右 ）， C (センター ）、 SL 
(サラウンド左） 、 SR (サラウンド右）、 SBL (サラウン 
ドパック左 ）、 SBR (サラウンドパック右）の端子と 
MM 8003などのパワーアンプのパランス入力端子 
と接続します。 

❼ NETWORK 端子 

ルータ、八プ等のネットワーク機器と接続します。 
接続されているネットワーク機器にある音楽、写真， 
動画ファイルを本機で再生することができます。 

❽ サブウーファー用出力端子 

アンプ内蔵のサプウーファーまたはサプウーファー 
用パワーアンプの入力端子に接続します。 

❾ SPEAKER C スイッチ 

サラウンドバック端子をサラウンドパックまたは 
ゾーンスピーカーとして使用するときは 「 OFF 」 に、 
SPEAKER C として使用するときは 「 ON 」 にします。 
(28 ページ参照） 

❿ RS 232 C 端子 

将来に向けてソフトウエアのアップグレードや外部 
コントロールシステムの接続用に使用します。 

® AC ケーブル接続端子 

付属の電源コードを接続し、家庭用交流10 0 V 
(50/60 HZ ) のコンセントに電源プラグを差し込み 
ます。 


万一の事故防止のため、本機から AC ケー 
ブルが外せる配置にしてください。 


© 入力切替スイッチ 

CD/CDR IN 端子の BALANCED と UNBALANCED 
を切り替えます。 

ご注意 

• 入力切替の設定は必ず電源を入れる前に 
行ってください。電源を入れた状態で切り 
替えると、故障の原因になります。 

•本機の入力と入力切替スイッチの設定が異 
なっている場合本機から音声は出力されま 
せん。 

© BALANCED (バランス） 
CD/CDR 入力端子 

スーパーオーディオ CD プレイヤーなどのバランス 
出力端子と接続します。 

ご注意 

• BALANCED 端子と UNBALANCED 端子を 

同時に接続しないで下さい。 

© 7.1 ch 音声入力端子 
(AUX 音声入力端子） 

DVD オーディオプレーヤー、スーパーオーディオ 
CD マルチチャンネル • プレ_ヤー、またはマルチ 
チャンネル出力のある機器を接続し、 5. Ich または 
7.1 ch 出力の音声を再生することができます。 

❿ EMITTER 出力端子 

IR RECEIVER IN に入力された信号がこの端子から 
出力されます。 

EMITTER を接続することにより、外部機器をコン 
卜□—ルすることができます。 

❿ IR RECEIVER IN 端子 

外部 IR レシーバーと接続します。 

® FLASHER IN 

(フラッシャー入力)端子 

この端子は、キーパツドなどを用いて各部屋から機 
器をコント□—ルする際に使用します。 

❿ DC トリガー出力端子 

この端子は他の機器を制御するための DC トリガー 
信号を出します。（スクリーン、電源等） 

〇 SD メニューシステムでこれらの端子を作動させる 
条件を設定できます。 （31 ページ参照） 

ご注意 

• この 出力電圧は ステータスコントロール 用で 
す。機器の駆動用としては使用できません。 










































































































❿ゾーンシステム用 

コン ト ロール 入出力端子 

IN : ゾーン • リモートコント□—ル機器に 
接続します。 

OUT :ゾーン接続時、リモートコント□—ル 
( RC -5) 端子が装備されたマランツ機 
器と接続します。 

© リモートコントロール入出力端子 

リモートコント□—ル ( RC -5) 端子が装備されたマ 
ランツ機器と接続します。 

0オーディオ信号用端子 

( TV , DVD , VCR 1, DSS / VCR 2, 
TAPE , CD / CDR ) 

アナログ音声端子には 6 系統の音声入力端子と4系 
統の音声出力端子があります。 

© デジタル入力端子1 一6、出力 
端子(光入出力&同軸入出力） 

デジタル入力端子には、同軸入力端子が3系統、光入 
力端子が3系統あります。 

デジタル入力端子は CD 、 DVD 、 デジタルチューナー 
などのデジタルソース機器と接続します。 

デジタル出力端子には、同軸出力端子が1系統、光出 
力端子が1系統あります。 

デジタル出力端子は MD レコーダー、 CD レコー 
ダー、 DAT デッキ等の機器に接続することができ 
ます。 

® 映像信号用端子 

( TV , DVD , VCR 1, DSS / VCR 2) 

映像端子には入力端子が4系統、出力端子が2系統 
あります。それぞれ、ビデオおよび S - ビデオ用の端 
子があります。 

ビデオデッキ、 DVD プレーヤー、その他の映像機器 
を映像入力 ( IN ) 端子に接続します。 

録画に使用するときは映像出力 ( OUT ) 端子へ接続 
します。 

© HDMI 入出力端子 

HDMI 入力端子が4系統と HDMI 出力端子が2系統 
あります。 


基本接続 


スピーカーの 配置 


本機における理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフロント L / R 、 センター、サラウンド L / R 、 サラウンドパック L / R 、 サブウーファーの合計8チヤンネル 
です。 

サラ ウンド再生に最低限必要なスピーカーシステムはフロント L / R 、 サラウンド L / R ですが、この場合ドルビーデジタル EX や DTS - ES の再生はできません。 

本機では使用するスピーカーの数や位置、また低音域の出力特性にあわせて設定をおこないます。 

(37 ぺージ参照） 


配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどによつ 
て違いますが、ここでは各スピーカーの基本的配置 
例と配置のポイントを説明します。 




フロント L / R スピーカー 

リスニングポジシヨンがら見て L と R のスピーカー 
が45度〜60度の角度を持つように設置すること 
を推奨します。 


スピーカー 配置の高さ 

フロントスピーカー （ L 、 R 、 センター） 

3つのフロント スピーカー の中 • 高域用 ユニットは 
できる限り同じ高さに揃えます。 


センタースピーカー 

フロント L / R スピーカーと前面を揃えるか、または 
少しだけ後方にずらして設置します。 

サラウンド L/R スピーカー 

サラ ウン ド 再生に必要な スピーカー です。 リス ニン 
グポジションの真横または少しだけ後方にずらした 
壁際に設置します。 スピーカー 前面の中心が、部屋 
の中心を向くようにします。 

サラウンドバック L/R スピーカー 

7.1 ch サラウンド再生に必要なスピーカーです。リ 
スニングポジションの後の壁際に設置します。 
スピーカー前面の中心が、部屋の中心を向くよラに 
します。 



ご注意 

スピーカーをテレビの近くに置く場合、フロン 
卜 L / R およびセンタースピーカーは防磁型のス 
ピーカーをご使用ください。 


サブウーファー 

低音の効果を最大限に得るために利用することをお 
勧めします。サブウーファーは低音域のみを扱ラた 
め、部屋の中であれば位置はそれほど重要ではあり 
ません。 


サラウンド L / R 、 サラウンドバックスピーカー 

場所が許す限り、リスナーより70センチから1メー 
トル程上方に設置します。この位置で設置すること 
により、音源定位を際立たせず、より包み込むよラな 
サラウンド感を実現します。 



の 
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MM 8003との接続(バランス) 


L (フロント左） 、 R (フロント右）、(:(センター) 、 SL (サラウンド左） 、 SR (サラウンド右） 、 SBL (サラウンドパッ 
ク左） 、 SBR (サラウンドパック右)の端子と MM 8003などのパワーアンプのバランス入力端子と接続します。 


サブウーファーの培続 

本機の SW (サブゥーファー用音声出力)端子を使ってパワード(パワーアンプ内蔵)サブゥーファーと接続し 
ます。 



各部の名称 



基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは その他 
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MM 8003との接続（アンバランス） 

L (フロント左） 、 R (フロント右） 、 C (センター) 、 SL (サラウンド左） 、 SR (サラウンド右） 、 SBL (サラウンドパッ 
ク左 ）、 SBR (サラウンドパック右）の端子と MM 8003などのパワーアンプのアンパランス入力端子と接続し 
ます。 

サブウーファーの接続 

本機の SW (サブウーファー用音声出力)端子を使ってパワード(パワーアンプ内蔵)サブウーファーと接続し 
ます。 


AV 8003 





































































































































































































































































































バランス端子について 

本機では BALANCED 端子に、プロフェッショナル 
用として広<採用されている 、 XLR コネクターを使 
用しています。その特長は以下のとおりです。 

• 3ピン構造のため、音楽信号を平衡信号で伝送で 
き、外来ノイズの影響が少ない 
• 看脱ロック機構のため、コネクター部のぐらつき 
が少なく、信頼性が高い 

XLR コネクターの接続方法は、プロフェッショナル 
用としてタイプが二通リあります。 


1. ヨー□ッハ 。 ^式(② PIN=HOT ® PIN = COLD ) 



2. USA 方式(② PIN=COLD ® PIN = HOT ) 



本機では、1.のヨー□ッハ 。 ^式を採用しています。 

本機と、 USA 方式を採用しているパワーアンプやプ 
レイヤーを BALANCED ケープルで接続すると、信 
号が逆位相になります。 

信号の位相を正しくするには、片側の XLR コネク 
ターの② PIN と③ PIN を逆になるようにつなぎ換え 
てください。 


音声機器との接続 


CD レコーダー 


スーパ ーオー デイオ CD 




TAPE 出力端子と CD / CDR 出力端子がらの音声出 
力信号は、録音用の出力です。現在選択されている 
音声 ソースが 出力されます。 

ご注意 

• 全ての接続が完全に終わるまで、本機や他の 
機器の電源コードを電源コンセントに差し 
込まないでください。 

•接続コードのプラグは確実に接続端子に揷 
入してください。不完全な接続は、雑音の原 
因となります。 

• L (左）チヤンネルと R (右）チヤンネルを正し 
く接続してください。赤い端子は R (右)チヤ 
ンネル、白レ、端子は L (左）チヤンネルです。 

•入力と出力は正しく接続してください。 

• 本機と接続する機器については、それぞれの取 
扱説明書を参考にしてください。 


•音声/映像接続ケーブルと電源 コー ドやス 
ピーカーコードは 束ねないでください。束 
ねると、ハムやその他の雑音が発生する場合 
があります。 

• バランス端子とアンバランス端子を同時に 
接続しないでください。 


デジタル咅声機器との掊続 

• 本機の背面には、同軸端子3系統と光端子3系統、 
計6系統のデジタル入力があります。これらの端 
子を使用して、 CD プレーヤーや DVD プレーヤー 
などのデジタル音声機器から PCM 信号 、 Dolby 
Digital 信号、 DTS ビットストリーム信号、 AAC ビッ 
トストリーム信号を入力できます。 

• 本機の背面には、同軸端子1系統と光端子1系統、 
計2系統のデジタル出力があります。これらの端 
子は、 CD レコーダーや MD デッキなどのデジタル 
録音機器との接続ができます。 

• DVD プレーヤーや、その他デジタル ソース 機器の 
デジタル音声フォーマットの設定を行ってくださ 
し、。デジタル入力端子に接続されるそれぞれの機 
器については、取扱説明書を参照してください。 

• DIG -1 、2および3の入力端子には光ケープルをご 
使用ください。 DIG -4、5 および6の入力端子には 
デジタル音声用または映像用の75 Q 同軸ケープ 
ルをご使用ください。 

•お手持ちの機器に応じて、それぞれのデジタル入 
力端子に対して入力を指定することができます。 
(35 ぺ—ジ参照） 


部 

の 
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映像機器との接続 


DVD プレーヤー 


ビデオプロジェクター 






各部の名称 
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衛星ナューナー 



ビデオ. s - ビデオ、コンポー糸ント端子 

リアパネルには3つのタイプのビデオ（映像）端子が 
あります。 

ビデオ端子 

ビデオ端子の映像信号は従来の複合映像信号です。 

S - ビデオ端子 

S - ビデオ端子用の映像信号は、輝度信号 （ Y ) と色信 
号 ( C ) に分離しています。 S - ビデオ信号は高品質の 
色再現を可能にします。ご使用の映像機器が S - ビ 
デオ出力を装備しているのであれば、 S - ビデオ出力 
の使用をお勧めします。本機の S - ビデオ入力端子 
とご使用の映像機器の S - ビデオ出力端子を接続し 
てください。 

コンポーネントビデオ（色差ビデオ）端子 

コンポーネントビデオ信号は輝度信号（丫）緑、色差 
信号 ( PB ) 青、色差信号 ( PR ) 赤の3本から構成され 
ており、より高品質な映像再生を可能にしておりま 
す。 

ご注意 

• 音声チャンネルの L (左) R (右）を正しく接続 
してください。赤いコネクターは R (右）チヤ 
ンネル用、白いコネクターは L (左）チヤンネ 
ル用です。 

•入力と出力を正しく接続してください。 

• 本機は「ビデオコンバート機能」があります0 
映像の入出力については54ページを参照し 
てください。 

•お手持ちの DVD プレーヤーなどデジタル 
ソース機器のデジタル音声出力形式を設定 
しなければならない場合があります。接続 
した各機器の取扱説明書を参照してくださ 

い0 

• COMPONENT VIDEO 出力1および2の端子 
から出力される映像信号は同じなので、どち 
らの端子でも接続できます。 

また出力2をマルチゾーン用の出力として 
使うこともできます。 









































































































































































HDMI 対応機器との接続 


DVD プレーヤー ビデオプロジェクター 



HDMI 端子 

本機には HDMI 入力端子が4系統、 HDMI 出力端子 
が2系統あります。この端子は DVD やその他のソー 
スから直接ディスプレイ機器にデジタル映像および 
音声信号を送ります。そのためアナログ変換による 
信号の劣化を最小限に抑えることができるので、高 
品質の映像をお楽しみいただけます。 

ご注意 

• HDCP * に対応して ぃなぃモニター 機器に 
HDMI 出力を接続しても信号は出力されま 
せん。 HDMI の映像を見るには、 HDCP に対 
応したディスプレイ機器に接続してくださ 

ぃ0 

• HDMI 端子の詳細につぃては、本機に接続す 
る TV またはディスプレイ機器の取扱説明 
書を参照してくださぃ。 

• HDCP : 高帯域デジタルコンテンツ.プロテ 
クシヨン 



市販の H D M I ケープルを使用して本機の H D M I 端子 
と DVD / TV / プロジェクターなどの HDMI 端子と接 
続します。 

HDMI 端子のマルチチャンネルオーディオ伝送には、 
対応したプレーヤーが必要です。 

ご注意 

• DVD プレーヤーなどの ソース 機器の中には 
HDMI リピーター動作に対応しない機器が 
あります。このとき TV またはプロジェク 
ターなどの モニター 機器には出力されませ 
ん〇 

• 複数の機器を接続したときは、お互いの干渉 
を防ぐため、使わない機器の電源を切ってく 
ださい。 

• 電源が入った状態でケーブルを抜き差しする 
と、故障の原因になります。電源を切った状 
態でケーブルの抜き差しを行ってください。 

• HDMI 1.1 に対応していない DVD プレーヤー 
を接続した場合、 DVD オーディオディスク 
を再生してもマルチチャンネル PCM 再生は 
できません。 

• HDMI 1.2 に対応していないスーパーオー 
デイオ CD プレーヤーを HDMI 接続した場 
合、スーパーオーデイオ CD の DSD 再生を行 
うことはできません。 


• 本機と HDMI 1.3 a 未対応の機器を接続した 
場合、下記の機能は使用できません。 

• デイープカラー 

• x . v.Color 

•オートリップシンク 

• Dolby Digital PLUS、Dolby True HD 、 
DTS - HD などのビットストリーム音声信 
号のデコード 

詳細は接続する機器の取扱説明書を参照し 
てください。 

• HDMI 端子から入力された音声信号でマル 
チチヤンネル PCM およびサンプリング周波 
数 64 kHz 以上の信号は DIGITAL OUT 端子 
から出力されません。 

• HDMI 信号は、使用するケーブルの品質によっ 
てノイズの影響を受けることがあります。 

• 本機は HDMI コントロールに対応していま 
せん。しかし、本機を HDMI コントロールに 
対応した機器間に接続し、 HDMI コントロー 
ル信号をスルーして制御を行なうことがで 
きます0 ( HDMI コントロールスルー） 

HDMI OUTPUT 2 HDMI コント ロー ノレ 
スルーに 対応していません 。 HDMI コン 
トロールスルーを 使用す る場合は、 HDMI 
0 UTPUT 1 を 使用してください。なお、 
HDMI 入力は全て HDMI コントロールスルー 
に 対応しています。 

HDMI コントロールとは、 HDMI 規格で定 
められている CEC(Consumer Electronics 
Control ) を用いた機器間相互制御の機能で 
す。 HDMI ケーブルでつなぐことにより、機 
器間で連動した操作を行うことができます。 







































































































アンテナの接続 


FM アンテナ 


FM 外部アンテナ 


AM ループアンテナ 


AM 外部アンテナ 



AM ループアンテナの組み立て 

1 . 接続線を取り出します。 



2. 台座部分を反対側に折り曲げます。 



3 . ループの底にあるフックを台座部分の溝 
れます。 



4. 安定した面にアンテナを設置します。 



各部の名称基本操作 応用接続1ップ応用操作困ったときはその他 
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付属アンテナの培続 

付属 FM アンテナの接続 

付属 FM アンテナは室内で使用してください。 

使用時は、アンテナを伸ばしてクリアに受信できる 
まで様々な方向に移動させてください。 

雑音が最も少ない場所に押しピンなどを使つてアン 
テナを固定します。 

受信状態が悪い場合は、屋外アンテナを設置すると 
受信状態が良くなることがあります。 


付属 AM ループアンテナの接続 

付属の AM ループアンテナは室内で使用してくださ 
い。 

クリアに受信できる方向および位置にアンテナを設 
置します。 

本機、 TV 、スピーカー、電源]-ドからできるだけ離 
して置いてください。 

受信状態が悪い場合は、屋外アンテナを取り付ける 
と受信状態が良くなることがあります。 

1 . AM アンテナ端子のレバーを押下げます。 

2 . 裸線をアンテナ端子に差し込みます。 

3 . レバーを 離します。 

ご注意 

• シールド線の GND 線（黒）を AM アンテナ端 
子の GND 側に接続します。 


FM 屋外アンテナの接続 

ご注意 

• アンテナはノイズ源（ネオンサイン、交通量 
の多い道路など）から離して設置してくださ 

い。 

• アンテナを送電線や変圧器などから離して 
設置してください。 

• 落雷や感電を防ぐため、必ず接地を行ってく 
ださい。 


電源コードの接続 

電源コードはすべての接続が終わってから接続して 
ください。 

1 . 付属の電源コードを本機の背面の電源接続端 
子に差し込んでください。 



2 . 電源コードのプラグを壁面の電源コンセット 
( AC 100 V 、50/60 Hz ) へ接続してください。 

※コンセントに接続する他の機器との消費電力 
の合計がコンセントの容量を超えないように注 
意してください。 

ご注意 

• 電源プラグは確実に差し込んでください。不 
完全な接続は、雑音等の発生の原因になりま 
す0 

• 他製品の AC アウトレットには接続しないでく 
ださい。 AC アウトレットの容量を超えて使用 
した場合、製品故障の原因になります。 


AM 屋外アンテナの接続 

ご注意 

• AM ループアンテナは取り外さないでくださ 

い0 

• 落雷や感電を防ぐため、必ず接地を行ってく 
ださい。 



































































































































基本操作 


(リモコンで選択する場合） 

下記の3通りの方法があります。 


電源を入れる 


7. 接続したオーディオ機器の電源スイッチを入 
れてください。その際オーディオ機器のセレ 
クトボタンは本機と接続した入力を選択して 
ください。 

2 . 電源コードをコンセントに差し込んでくださ 
い0 

3 . 本機の電源ボタン、またはリモコンの電源ボタ 
ンを押して電源を入れます。 

• 電源ボタンを押すごとに、本機は電源のオンと 
スタンバイを繰り返します。 


アンプ操作 


入カファンクションの潠択 

再生する際は、まず初めに本機の入カファンクショ 
ンを選択します。 

例) DVD からの信号を再生する。 

(本機で選択する場合） 



本機のインプットセレクターをまわして DVD を選 
択します。 
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1 . ho ル /£ ボタンを押します。 

2 . 7 ボタンを押します。 


mmm 


顧麵 



1 . HO ル/£ボタンを押します。 

2 . ボタンを押します。 

3 . 7. DI / D ボタンを押します。 




1 . /70ル疋ボタンを押します。 

2. AMP ボタンを押します。 

3 . 007ページが表示されるまで</>ボタンを押 
します。 

4 . ボタンを押します。 


入カファンクションを切り替えた際、〇 SD や本機 
表示部に選択したファンクション名が表示されま 
す0 

入カファンクションごとにサラウンドモード、デ 
ジタル入力、アナログ入力などの前回の状態がメ 
モリーされています。 

TUNER を選択した時は、映像ソースを別に選択 
することができます。 


各部の名称 基本接続 



応用接続システムセットアップ応用操作 困ったときは その他 
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童量立慮整する 




スピーカー音声出力の BASS (低音域）、 TREBLE 
(高音域）の調整が各々可能です。それぞれ、+/_ 
6 dB まで IdB ステップで調整ができます。 


1. 本機の VOLUME ダイヤルを回すか、リモコン 
の VOL (+)、(_) ボタンを押してお好みの音暈 
に調整します。 

• 音量を上げるには VOLUME つまみを右に回すか、 
リモコンの VOL(+) ボタンを押してください。 

► 音量を下げるには VOLUME つまみを左に回すか、 
リモコンの VOL (—）ボタンを押してください。 

* 音量調整時には本機表示部および OSD に調整レ 
ペルが表示されます。 

• 設定した音量レベルは次回電源オン時に引きつが 
れます。音量を +9 dB 以上に設定した場合、次回 
電源オン時に音量は+ 8 dB に設定されます。 



リモコンを AMP モードに切り替え、ページ003が 

表示されるまで、</>ボタンを押します。、 

BASS -, TREBLE + ますこは TREBLE - を押してお好 

みのレベルに調整してください。 

ご注意 

• トーンコントロールはソース ダイレクト、 
ピュアダイレクト、 7.1 CH INPUT 、 ドルビー 
へ、、 j ド ホン、 ド ルビーノ《ーチャルスピーカー 
の各モードが設定されてぃる時は無効にな 
ります。 

• トーンコントロールは Dolby TrueHD、Dolby 
Digital Plus 、 DTS - HD 、 176.4パ 92 kHz PCM 信 
号を再生中は無効になります。 

• ACCOUSTIC EQ または M - DAX を使用中も 
無効になります。 


ミュート機能 

本機で再生動作をしているとき、一時的にスピー 
カーからの音声を消すことができます。 



7. 


(r) (©) (P) 

リモコンのル/1/ァ£ボタンを押します。音声出 
力が消えます。 

本機表示部、 0SD に MUTE と表示されます。 

2. ミュートを解除したい場合は、再度リモコンの 
M び 7 F ボタンを押します。 

音声が再び出力されます。またリモコンのボ 
リュームコント□—ルによってもミュートは解除 
されます。 


各部の名称基本接続応用接続システムセットアップ応用操作困ったときは その他 
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チューナー （ FM / AM ) を聴く 

チューナー機能の操作をリモコンで行う場合は、リ 
モコンを TUNER モードにしてがら操作を行います。 

オート—チューニング 



(リモコンで選択する場合） 

1. TUNER ファンクションを選択します。 

(「入カファンクションの選択」参照） 

2. リモコンを TUNER モードに切り替えます。 

3. リモコンのぐ/>ボタンを押して001ページを 
表示させます。 

4. FM または >4ル/ボタンを押して FM または AM 
のバンドを切り替えます。 

5. ▲または▼ボタンを1秒以上押し続けます。 

6. オートスキャンが始まり、放送局を受信すると 
スキャンが停止します。 


アドバイス 


• もし聞きたい放送局の周波数が解っていて、 
オートスキヤン操作でスキヤンが停止しな 
かった場合はマニュアルチューニングで選 
局してください。 

• リモコンの TUNER モードの 002 ページの 
- TUNE +ボタンを使っても ▲/ ▼と同様 
の操作ができます。 


(本機で選択する場合） 

1. フ n ンVパネル (DINPUT SELECTOR つまみ 
を回して Tuner 選択します。 

2. フロントパネルの段 4 M ? ボタンを押して、聴き 
たいバンド ( AM または FM ) を選択します。 

3. フロントパネルの力ーソルボタン▲/▼ボタン 
を1秒以上押し続けるとオートチューニング • 
モードが開始します。 

4. オートスキャンが始まり、放送局を受信すると 
スキャンが停止します。 




















































































































マニュ アルチ ューニング 


周波数入力によるダイレクト潠届 



(本機で選択する場合） 

1. フ n ントパネル (DINPUT SELECTOR つまみ 
を回して TUNER 選択します。 

Z フロントパネルの e / iM ? ボタンを押して、聴き 
たいバンド ( AM または FM ) を選択します。 

3 . フロントパネルの力ーソルボタン▲/▼ボタン 
を押して、お聞きになりたしゝ放送局の周波数に 
あわせます。 



1. リモコンを TUNER モードに切り替えます。 

2. リモコンのぐ/>ボタンを押して001ページを 
表示させます。 

3. FM または>4ル/ボタンを押して FM または AM 
のバンドを切り替えます。 


4 . リモコンの G 4// DE ボタンを押すと本機のディ 
スプレイ表示部に 「FREQ —- J と表示されま 
す。 

5. リモコンの数字キーで聴きたい放送局の周波 
数を入力します。 

6. 入力した周波数が選局されます。 


(リモコンで 選択する場合） 

1. TUNER ファンクションを選択します。 

(「入カファンクションの選択」参照） 

2 . リモコンを TUNER モードに切り替えます。 

3 . リモコンのぐ/>ボタンを押して001ページを 
表示させます。 

4 . F ル/または A ル/ボタンを押して FM または AM 
のバンドを切り替えます。 

5. ▲または▼ボタンでお聞きになりたい放送局 
の周波数にあわせます。 


FM 导信モード M —上ステレオまたはモノラ 



チューナーのパン ドに FM が選択されているときに 
フロントパネルまたはリモコンの■ボタンで 
オートステレオとモノラルの切り替えができます。 

(本機で操作する場合） 

1. フロントパネルのア - MODE ■ボタンを押して 
オートステレオとモノラルの切り替えをしま 
す。 

(リモコンで操作する場合） 

1. リモコンのぐ/>ボタンを押して002ページを 
表示させす。 

2. r - MOD £ ■ボタンを押してオートステレオとモ 
ノラルの切り替えをします。 

ァドバイス 

•オートステレオ.モード時は、本機のデイス 
プレイ表示部に 「 AUTO 」 インジケーターが 
点灯します。 

またステレオ放送受信時は、 「 ST 」 インジ 
ケーターが点灯します。 


電波が弱いと、ステレオで受信するのが困難な場合 
があります。 

このとき、リモコンまたは本機のア - MODf ■ボタンを 
押してモノラルに切り替えてください。 

モノラル受信となりますが、ノイズが軽減され聴き 
やすくなります。この時、ディスプレイ表示部の 
「 AUTO 」 インジケーターは消灯します。 


各部の名称基本接続 応用接続システムセットアップ応用操作困つたときは その他 
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リモコン ( RC 2001) で本機を操作する 

付属リモコン RC 2001 を使用して本機を操作するには、 HOME モードにてリモコンモードを切り替えて AMP 、 NETWORK , TUNER を選びます。 AMP モードの詳細については以下を参照してください。 

ご注意 

ソフトボタンに関して、一部を除いて各コマンドの左側、または右側のどちらのボタンを押しても同じ操作となります。 （* マーク除く） 

HOME モード 

fr 


D 

I HOME ： II 

c 

3) 

MhlRO 

(5 ： 

3) 

PMD 

(E 

D 

1 .DVD 


J) 

2. DSS 

(2 ： 


3.NETWORK 

1 犯 aiiji 

d 






L <_) t } C> ) 

( )( INF01 



(menu) 

(f\\ [ mute ] 

H fcL ) 

CP — 

© 0) © 

© 0 ® 
CX ) o o 
CD GE) CD 
CZ) Q3 CD 
GiD Cl) 0 
0 0 0 0 






SOURCE ON/OFF 

本機の電源オン/スタンバイの切り替え 

POWER ON 

本機の電源オン 

POWER OFF 

本機のスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

INFO 

動作状態の 0SD 表示 

カーソル 

セットアップメニューでの力ーソル移動 

ENTER 

セットアップメニューでの設定確定 

MENU 

セットアップメニュー呼び出し 

EXIT 

セットアップメニューを終了する 

MUTE 

—時的に音声出力停止、および解除 

VOL + /- 

全チャンネルの音量調整 

1 

DVD ファンクションの選択 

2 

DSS ファンクションの選択 

3 

NETWORK ファンクションの選択 

4 

TUNER ファンクションの選択 

5 

CD/R ファンクションの選択 

6 

AUX ファンクションの選択 

7 

VCR1 ファンクションの選択 

8 

TV ファンクションの選択 

9 

TAPE ファンクションの選択 


MACRO モード 

MACR 〇とは、複数のボタン操作を 1 回で連続に行うための機能です。 

例 ） WATCH DVD 

AV 8003の電源を〇 N する。 — TV の電源を ON する。— DVD の電源を〇 N する。— TV のファンクシヨ 
ンを DVD にする。 — AMP のファンクションを DVD にする。 — リモコンモードを DVD にする。 


ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

HOME 


MACRO 

リモコンモードを MACRO に切り替えます 

AMP 

リモコンモードを AMP に切り替えます 

1.DVD 

リモコンモードを 1.DVD に切り替えます 

2.DSS 

リモコンモードを 2.DSS に切り替えます 

3.NETW 〇 RK 

リモコンモードを 3.NETW 〇 RK に切り替えます 

2 

HOME 


4.TUNER 

リモコンモードを 4.TUNER に切り替えます 

5.CD 

リモコンモードを 5.CD に切り替えます 

6.AUX 

リモコンモードを 6.AUX に切り替えます 

7.VCR1 

リモコンモードを 7.VCR1 に切り替えます 

8.TV 

リモコンモードを 8.TV に切り替えます 

3 

HOME 


9.TAPE 

リモコンモードを 9.TAPE に切り替えます 

VCR2 

リモコンモードを VCR2 に切り替えます 

PLASMA 

リモコンモードを PLASMA に切り替えます 

ZONE-A 

リモコンモードを ZONE-A に切り替えます 

ZONE-B 

リモコンモードを ZONE-B に切り替えます 

4 

HOME 


IPOD 

リモコンモードを IPOD に切り替えます 

V-SWITCH 

リモコンモードを V-SWITCH に切り替えます 

CD-R 

リモコンモードを CD-R に切り替えます 

MD 

リモコンモードを MD に切り替えます 

BLU-RAY 

リモコンモードを BLU-RAY に切り替えます 



ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

MACRO 


ALL-ON 

すべての機器の電源を ON します 

ALL-OFF 

すべての機器の電源を〇 FF します 

WATCH DVD 

DVD を見る 

WATCH DSS 

DSS を見る 

WATCH NET 

NETW 〇 RK を見る 

2 

MACRO 


LISTEN AM 

AM を聞く 

LISTEN FM 

FM を聞く 

LISTEN XM 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 

LISTEN SR 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 

LISTEN CD 

CD を聞く 

3 

MACRO 


LSTN IPOD 

IPOD を聞く 

WATCH VCR 

VCR を見る 

WATCH TV 

TV を見る 






各部の名称 基本接続 



応用接続システムセット M 


応用操作 困った ときは その他 
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SOURCE ON/OFF 

本機の電源オン/スタンバイの切り替え 

POWER ON 

本機の電源オン 

POWER OFF 

本機のスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンのページを切り替えます 

INFO 

動作状態の OSD 表示 

力ーソル 

セットアップメニューでの力ーソル移動 

ENTER 

セットアップメニューでの設定確定 

MENU 

セットアップメニュー呼び出し 

EXIT 

セットアップメニューを終了する 

MUTE 

—時的に音声出力停止、および解除 

VOL + /- 

全チャンネルの音量調整 

1 

DVD ファンクションの選択 

2 

DSS ファンクションの選択 

3 

NETWORK ファンクションの選択 

4 

TUNER ファンクションの選択 

5 

CD/R ファンクションの選択 

6 

AUX ファンクションの選択 

7 

VCR1 ファンクションの選択 

8 

TV ファンクションの選択 

9 

TAPE ファンクションの選択 


ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 


AMP 



M-DAX 

M-DAX の選択 


SLEEP 

スリープタイマー機能を 
設定 

1 

DISPLAY 

本機の表示モードの切り 
替え 


SURR MODE 

サラウンドモードの選択 


- INPUT + 

アンプのファンクション 
を切り替えます* 


AMP 



7.1CH IN 

7.1CH 入力の ON/OFF 切 
り替え 


A/D 

アナログ入力/デジタル入 

2 

力の切り替え 


AUDIO 

オーディオの切り替え 


1-HDMI-2 

HDMI 信号出力先の切り 
替え* 


LIP SYNC 

リップシンク機能の設定 


AMP 



- BASS + 

低音の量の調節* 


-TREBLE+ 

高音の量の調節* 

3 

RE-EQ 

RE-EQ モードのオン/才 
フ 


NIGHT 

ナイトモードのオン/オフ 


EQ 

EQ モードの選択 


AMP 



TEST TONE 

TEST TONE メニューの 
選択 

4 

CH SELECT 

7.1CH 入カレベルの調整 
メニューの呼び出し 


-CH LEV+ 

チャンネルレベルの調節* 


ATT 

アナログ信号レベルの減 
衰 


VIDEO OFF 

ビデオ出力のオン/オフ 


AMP 



AUTO SURR 

オートサラウンドモード 
の選択 


STEREO 

ステレオモードの選択 

5 

P DIRECT 

ピュアダイレクトモード 
の選択 


THX 

THX モードの選択 


M-CH ST 

マルチ CH ステレオモー 
ドの選択 


ページ 

コマンド 

操作 

6 

AMP 


□□ 

ド ルビーモー ドの選択 

DTS 

DTS モー ドの選択 

ES/EX 

ES/EX モー ドの選択 

CS2 

CS2 モー ドの選択 

VIRTUAL 

バ ー チヤルスピ ー カ ー 
モー ドの選択 

7 

AMP 


DVD 

DVD ファンクションの選 
択 

TV 

TV ファンクションの選択 

VCR1 

VCR1 ファンクションの 
選択 

DSS 

DSS ファンクションの選 
択 

AUX 

AUX ファンクションの選 
択 

8 

AMP 


TAPE 

TAPE ファンクションの 
選択 

CD 

CD/R ファンクションの選 
択 

TUNER 

TUNER ファンクションの 
選択 

NETWORK 

NETW 〇 RK ファンクショ 
ンの選択 



9 

AMP 


P.AMP ON 

MM 8003 を単独で電源才 
ンさせたい時に使用しま 
す0 

P.AMP OFF 

MM 8003 を単独でスタン 
バイさせたい時に使用し 
ます。 
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NETWORK モード 


ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

GUIDE 

トップメニューに移動 

INFO 

ファイルの詳細表示 

力ーソル 

カーソルの移動 

ENTER 

項目の選択 

MENU 

TOOL メニュー 

EXIT 

前画面に戻る 

CH +/- 

ページの移動 

► 

再生 


ファイルの移動 

■ 

停止 

II 

-■時停止 

0-9 

ネットワーク設定時に使用 

Blue 

MUSIC TOP に移動 

Red 

PHOTO TOP に移動 

Green 

VIDEO TOP に移動 

Yellow 

SERVER TOP に移動 


ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

3.NETWORK 

NETWORK ファンクシヨンの選択 


(左)早戻し* 

(右)早送り* 

RANDOM 

ランダム再生 

REPEAT 

リピート再生 

TOP 

トップメニューに移動 

- PAGE + 

ページの 移動* 

2 

3.NETWORK 

NETWORK ファンクシヨンの選択 

M ARTIST 

MUSIC ARTISTS に移動 

MALBUM 

MUSIC ALBUMS に移動 

MGENRE 

MUSIC GENRES に移動 

MUSIC ALL 

ALL SONGS に移動 

M P-LIST 

MUSIC PLAYLISTS に移動 

3 

3.NETWORK 

NETWORK ファンクシヨンの選択 

PALBUM 

PHOTO ALBUMS に移動 

PHOTO ALL 

ALL PHOTOS に移動 

P P-LIST 

PHOTO PLAYLISTS に移動 





4 

3.NETWORK 

NETWORK ファンクシヨンの選択 

V ALBUM 

VIDEO ALBUMS に移動 

V GENRE 

VIDEO GENRES に移動 

VIDEO ALL 

ALL VIDEOS に移動 

V P-LIST 

VIDEO PLAYLISTS に移動 



5 

3.NETWORK 

NETWORK ファンクシヨンの選択 

PLAYLIST 

プレイリストへの登録 

BILINGUAL 

動画再生中に音声切り替え 

SETTINGS 

SETTING MENU に移動 



RESTART 

NETWORK を再起動 






基本接続 



応用接続システムセットアップ応用操作 困ったときは その他 
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各部の名称 



ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

GUIDE 

放送局の周波数を直接入力しての選局 

力ーソル上 

受信周波数を上げる 

力ーソル下 

受信周波数を下げる 

力ーソル左 

プリセット局の切り替え 

力ーソル右 

CH+/- 

プリセット局の切り替え 

0-9 

周波数等の数値入力 

CLEAR 

メモリーや入力内容の消去 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 


4.TUNER 

TUNER ファンクションの選択 


FM 

FM の選択 

1 

AM 

AM の選択 

XM 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


SIRIUS 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


NEURAL 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


4.TUNER 

TUNER ファンクションの選択 


-TUNE + 

受信周波数の上げ下げ* 

2 

T-MODE 

モノラル/ステレオの切り替え 

P-SCAN 

プリセットスキャンを開始 


P-INF 〇 

プリセット情報を OSD に表示 


MEMORY 

プリセットメモリーの登録 


4.TUNER 

TUNER ファンクションの選択 


-SAT TUN+ 

受信周波数の上げ下げ* 

3 

SAT DISP 

文字情報を切り替えます 

-SAT CAT+ 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


XM SR 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


P-LOCK 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


4.TUNER 

TUNER ファンクションの選択 


DISPLAY 

文字情報を切り替えます 

4 

PTY 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 

AF 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


STM 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 


DWR 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 





















































































































































マルチソーンを RC 2 QQ 1 で操作する 

付属のリモコン RC 2001は、マルチゾーン用として使うことができます。マルチゾーン用としてお使いになる場合には、リモコンを ZONE - A または ZONE - B モードに切り替えてお使いくださし、 

ZONE - A モード 

ソフトボタンー覧表 



SOURCE ON/OFF 

ゾーン A のオン/オフ 

POWER ON 

ゾーン A のオン 

POWER OFF 

ゾーン A のオフ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンのページを切り替えます 

INFO 

〇 SD の表示 

力ーソル 

カーソルの移動などに使います 

ENTER 

選択した項目を決定します 

EXIT 

前画面に戻る時などに使います 

MUTE 

ゾーン A の音声をミュートします 

VOL + /- 

ゾーン A の音量調節 

► 

再生 


トラックの移動 

■ 

停止 

II 

一時停止 


ご注意 

ソフ トボタ ンのの005ページ 及び ►、!◄◄、 ►►!、国、 II ボタ ンは 、 NETWORK 
フアンクシヨンのみで 使用し ます。 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

ZONE-A 


Z . SPK-ON 

ゾーンスピ 力 八をオンします 

Z . SPK-OFF 

ゾーンスピーカ A をオフします 

ON/OFF 

ゾーンスピーカ A をオン/オフします 

- SPKVOL + 

ゾーンスピーカ A の音量調節* 

SPK MUTE 

ゾーンスピーカ ー A のミュート 

2 

ZONE-A 


DVD 

ゾーン A のファンクションを DVD に切り替え 

TV 

ゾーン A のファンクションを TV に切り替え 

VCR 1 

ゾーン A のファンクションを VCR 1 に切り替え 

DSS 

ゾーン A のファンクションを DSS に切り替え 

AUX 

ゾーン A のファンクションを AUX に切り替え 

3 

ZONE-A 


TAPE 

ゾーン A のファンクションを TAPE に切り替え 

CD 

ゾーン A のファンクションを CD / R に切り替え 

TUNER 

ゾーン A のファンクションを TUNER に切り替え 

NETWORK 

ゾーン A のファンクションを NETWORK に切り替え 



4 

ZONE-A 


AM FM 

(左）ゾーン A のチューナーで AM を選択* 

(右）ゾーン A のチューナーで FM を選択* 

XM SR 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 

P-SCAN 

ゾーン A のチューナーでプリセットスキャンを開始 

- PRESET + 

ゾーン A のチューナーでプリセット局の切り替え* 

-TUNE + 

ゾーン A のチューナーで受信周波数の上げ下げ* 

5 

ZONE-A 


ALL-M RND 

(左 ) All Songs に移動します* 

(右）ランダム再生* 

ALL-P RPT 

(左 ) All Photo に移動します* 

(右）リピート再生* 

ALL-V RES 

(左 ) All Video に移動します* 

(右)解像度を切り替えます* 

- PAGE + 

ページを移動します* 


(左)早戻し* 

(右)早送り* 
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SOURCE ON/OFF 


ゾーン B のオン/オフ 


POWER ON 


ゾーン B のオン 


POWER OFF 


ゾーン B のオフ 


ソフトボタン 


下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 


HOME 


リモコンを HOME モードに切り替えます 


</> 


リモコンのぺージを切り替えます 


INFO 


OSD の表不 


力ーソル 


力ーソルの移動などに使います 


ENTER 


選択した項目を決定します 


EXIT 


前画面に戻る時などに使います 


MUTE 


ゾーン B の音声をミュートします 


VOL + /- 


ゾーン B の音量調節 


► 


再生 


トラックの移動 


停止 


一時停止 


ご注意 

ソフトボタンのの005ページ及び►、[ 
フアンクシヨンのみで使用します。 


H、_、_ ■ボタンは、 NETW( 


£ 


モ 

B 

E- 

〇 

Z 

基本接続応用接続 システムセットアップ 応用操作 
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ソフトホタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 

1 

ZONE-B 


Z . SPK-ON 

ゾーンスピーカ B をオンします 

Z . SPK-OFF 

ゾーンスピーカ ー B をオフします 

ON/OFF 

ゾーンスピーカ ー B をオン/オフします 

- SPKVOL + 

ゾーンスピーカ B の音量調節* 

SPK MUTE 

ゾーンスピーカ ー B のミュート 

2 

ZONE-B 


DVD 

ゾーン B のファンクションを DVD に切り替え 

TV 

ゾーン B のファンクションを TV に切り替え 

VCR 1 

ゾーン B のファンクションを VCR 1 に切り替え 

DSS 

ゾーン B のファンクションを DSS に切り替え 

AUX 

ゾーン B のファンクションを AUX に切り替え 

3 

ZONE-B 


TAPE 

ゾーン B のファンクションを TAPE に切り替え 

CD 

ゾーン B のファンクションを CD / R に切り替え 

TUNER 

ゾーン B のファンクションを TUNER に切り替え 

NETWORK 

ゾーン B のファンクションを NETWORK に切り替え 



4 

ZONE-B 


AM FM 

(左）ゾーン B のチューナーで AM を選択* 

(右）ゾーン B のチューナーで FM を選択* 

XM SR 

(この機能は日本仕様モデルでは使用しません。） 

P-SCAN 

ゾーン B のチューナーでプリセットスキャンを開始 

- PRESET + 

ゾーン B のチューナーでプリセット局の切り替え* 

-TUNE + 

ゾーン B のチューナーで受信周波数の上げ下げ* 

5 

ZONE-B 


RANDOM 

ランダム再生 

REPEAT 

リピート再生 

ALL MUSIC 

All Songs に移動します 


(左)早戻し* 

(右)早送り* 



















































































リモコン （RC101) で本機を操作する 


付属リモコン RC 101の初期設定はマルチゾーン用のリモコンです。 
(マルチゾーンについての説明は、30、57ページを参照して < ださい。) 


AMP モート：(本機の操作) 



ゾーン A モード：ゾーン A の操作 

ゾーン B モード：ゾーン B の操作 
ゾーン C モード：本機ではこのゾーンは使用 
しません。 


POWER ON OFF 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) のゾーン機能のオン/オフ 

SOURCE 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) の入カソースを切り替える 

VOL+/- 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) の音量を調節する 

MUTE 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) の音声をミュート（消音）す 
る 

SLEEP 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) のスリープタイマーを設定 

する 

INFO 

選択されているゾーン （A/B/ 
C) の OSD 表示のオン/オフを 
切り替える 


ゾーン D モード：メインゾーンの操作 


POWER ON OFF 

メインゾーンでの本機の電源 
のオン/オフ 

SOURCE 

メインゾーンの入カソースを 
切り替える 

VOL+/- 

メインゾーンの音量を調節す 
る。 

MUTE 

メインゾーンの音声をミュー 
卜（消音）する 

SLEEP 

メインゾーンのスリーブタイ 
マーを設定する 

INFO 

メインゾーンでの OSD 表示の 
オン/オフを切り替える 


r 


3 . 


さらに、 RC 101 をマルチゾーン用としてではなく、メイン 
ゾーン用の簡易リモコンとしてご利用になることもでき 
ます。その場合、 RC 101 を下記の手順に従って、ゾーン D 
モード（メインゾーン）に設定してください。 


1 . S£7 ■ボタンと ZO/VE ボタンを送信表示 （SEND) が2回点 
滅するまで同時に長押しします。 

Z ゾーンボタン D を押します。 

3. 設定が完了すると送信表示 (SEND) が2回点滅します。 

設定後の操作可能ボタンはページの左側を参照してくだ 
さい。 



LEARN SEND 

((OF^) — POWER — ((00) 
((0Ff3) 一 SOURCE 一 《ON )) 



Pi 

MENU/ 
vn INPUT 

¥°\ 

l 〇曝 



Wt/T.MODE P.SCAN CLEAR 

6 ® © ® 

® ^_ 0 


«■ 部の名 Hr 


a©.© 
a a © 

aoea 

©' a a 
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AUX2 (NETWORK モード） 

RC101 には NETWORK のコードはプリセツトされていません。 


A 


f^OF^) — POWER — ((ON^) 

、 ( 〇 FF 》 一 SOURCE — 《ON )) 


Q, © 2 ©3 © 4 

®s © 6 © 7 © 8 

© 9 © 0 © Q 


( -A- ] 


©I 

■ 〇 

MUTE 

VOL 

球 



^ ©(^ 


0 0 ( & 0 


O CD CID CE) 

AM FM XM DAB 


CsetQ 


(ZONE) 


mai*antz 


SOURCE OFF 


SOURCE ON 


MENU/INPUT 


CHA/T 


ENTER 


▲(力ー ソル） 


▼(力ー ソル） 


►(力ーソル） 


◄(力ーソル） 


► 


DISC+/T.MODE 


前画面に戻る 


画面の解像度を変更 


項目の選択 


項目の移動 


再生 


停止 


一時停止 


次のファイルへ移動 


前のファイルへ移動 


学習モードで学習が可能 


各部の名称基本接続 



応用接続 システムセットアップ 応用操作 困ったときは その他 
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TUNER モート、 

RC101 にはチューナーのリモコンコードはプリセットされていません。 


SOURCE ON OFF 

チューナーの電源オン/スタンバイ 

MENU/INPUT 


CHA/V 


ENTER 


▲(力ーソル） 

周波数を上げる 

▼(カーソル） 

周波数を下げる 

►(力ーソル） 

プリセット局の選択 

◄(力ーソル） 

► 

プリセットスキャンの開始 

■ 

プリセットスキャンの停止 

II 


►►1 




►► 


◄◄ 


DISC+/T.MODE 

才ートステレオモードとモノモードの切り替え 

A 

AM バンドの選択 

B 

FM バンドの選択 

C 

学習モードで学習が可能 

D 



























































































































応用接続 


マルチチャンネルオーディオ機器との接続 


7.1 CH 音声入力端子は、スーパーオーディオ CD マルチチャンネルプレーヤー、 DVD オーディオプレーヤー 
または外付けのデコーダーのようなマルチチャンネルオーディオソース用の端子です。 

これらの端子を使用する場合には、 7.1 CH INPUT に切替え、セツトアップメニューを使用して、 7.1 CH 入力 
レベルを設定してください。 



ネットワーク機器との接続 


図のようにルータやハプ等のネットワーク機器と接続することによって、ネットワーク機器にある音楽、 
画像、動画ファイルを再生することができます。 

接続する際、本機の NETWORK 端子とのネットワーク機器を LAN ケープルで接続します。 

ネットワークを使うための設定、操作方法は別冊の取扱説明書の NETWORK 編をご覧ください。 



の 



ご注意 

• 本機のネットワーク端子は 10 BASE -1 V 100 BASE - TX に対応しています。スムーズな再生のために 
100 BASE - TX 接続を行なつてください。 

• LAN ケーブルはストレートタイプカテゴリ5以上をご使用ください。 

• LAN 端子が不足している場合はルーターに市販のハブを増設してください。 

• ネットワーク機器とは以下の機器をいいます。 

- DLNA サーバー機能内蔵ハードディスク （ LAN 接続型） 

- DLNA 対応 HDD レコーダー、オーディオシステム 

-以下のいずれかのサーバーソフトウエアがインストールされたパソコンを使用することもできま 
す0 

• Windows Media Plaver 11 
• DLNA 対応サーバーソフトウエア 
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2 組の入力(高音用 & 低音用）があるスピーカーに、パイアンプ接続ができます。 

これは低音用と高音用のユニットを別々のチャンネルのアンプでドライプできることを意味しています。 

従来の AV アンプでは難しがった低能率のスピーカーもパイアンプドライプで、より高音質が楽しめます。 

接続は囡を参照してください。リアパネルの SPEAKER C 切り替えスイッチを ON にします。 

ご注意 

.SPEAKER C セレクタースイッチの設定を変える前に本機の電源を切ってください。なお、 SL 、 SR 、 C 、 SW の接続については12ページを参照してください。 




バイアンプ接続 


各部の名称基本接続 基本操作 
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SPEAKER C スイッチを「 ON 」 
に切り替えます。 


MM 8003を組み合わせ図のような接続を行うと、 L 、 R スピーカーに加え、 C スピーカーもバイアンプ接続を行うことが可能です。 



センタースピーカ- 

(C) 


サラウンド R サラウンド L 
スピーカー スピーカー 

(SR) (SL) 


フロント R 
スピーカー 


フロント L 
スピーカー 





L、C、R バイアンプ接続方法 


各部の名称基本接続 基本操作 
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マルチゾーン接続 

図のよラにマランツ製などのアンプと組み合せることによって別室にて本機に接続された再生機器を使って音楽や映画鑑賞をすることができます。 



各部の名称基本接続 基本操作 



システムセットアップ応用操作 困ったときは その他 
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リモートコントロール接続 



子を接続することにより、付属のリモコンでホーして操作する場合、必ず以下の手順に従って本機の 
ムシアターシステムを集中コント□—ルできま 赤外受光部の動作を無効にしてください。 


す0 


• リモコン操作は本機に向けて行なってください。 
リモコンから送信された赤外線の信号は、本機の 
リモートコント□—ル受光部で受光され、リモー 
トコント□ール端子を通して他の機器に送られま 
す0 

• このリモートコントロール接続を行う場合、本機 
と接続する機器の背面に装備されているリモート 
コントロールスイッチは、 EXT _ に設定してくださ 
い0 

• MM 8003と組み合わせてリモートコント □- 
ル接続を行うためには、 P.AMP LINK の設定 
を ENABLE に、その他のマランツ製パワーアン 
プとリモートコントロール接続を行うためには 
DISABLE に設定してください。 （46 ぺージ参照） 


1 . フロントパネルのボタンとひボタ 
ンを同時に5秒間押し続けます。 

本機表示部に 「 IR = ENABLE 」 と表示されます。 

2 . フロントパネルの力ーソルボタン（◄または ►) 
を押します。 

「 IR = DISABLE 」 に変わります。 

3 . フロントパネルの EA/rE/? ボタンを押します。 
本機の赤外受光部の動作は無効となり、リモコン 
での操作ができなくなります。 

4. 元の設定に戻すには、手順 7 •から 3 •を行い 
riR=ENABLEj に設定します。 

ご注意 

• 外付け赤外受光部などが接続されていない 
場合は、必ず 「 IR = ENABLE 」 に設定してくだ 
さい。 「 IR = DISABLE 」 に設定されていると、 
リモコンでの操作ができません。 


その他 



外部コントロール機器と接続します。（接続の際は 
ストレートケープルを用います。また、メンテナン 
ス用にも用います。） 

(2) DC OUT (DC トリガー) 

DC TRIGGER 出力 (12 V ) を外部機器と接続するこ 
とによって外部機器をコント□—ルします。 

出力電流は最大 44 mA です。 

GND 


コント□—ル BOX 等を接続することによリ本機を 
コント□—ルできます。 

GND 


-信号 


-信号 


(3) EMITTER OUT 

IR RECEIVER IN 端子に入力されたリモコン信号が 
出力されます。 

EMITTER OUT 端子と接続することによって外部 
機器をコント□—ルできます。 

GND 


(5) IR RECEIVER IN 

外部の IR 受信機と接続することにより、本機内蔵の 
リモコン受光器を使用せずにリモコンで本機をコン 
卜□—ルすることができます。 

GND 

+12V - 




-信号 


-信号 


上記のように配線された IR 受信機と接続できます。 

ご注意 

•異なる接続および異なる使用電圧電流の IR 
受信機と接続すると故障する恐れがありま 
すので、絶対に接続しないでください。 

•外部 IR 受信機に供給できる最大電流は 
50 mA です。 


各部の名称基本接続基本操作 II 応用操作 困つたときはその 仙 
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システムセットアップ 


すべての機器の接続が終了した後、〇 SD メニューシ 
ステムを用いて各種設定を行なってください。 

オンスクリーン•ディスプレイ • 

メニューシステム (OSD メニューシステム） 

本機には〇 SD メニューシステムが搭載されていま 
す。このシステムを、リモコンまたはフロントパネ 
ルの 力ーソル ボタン ▲ / ▼/ ◄/ ，と ENTER 釣 
ンを用いて様々な設定を行います。 

ご注意 

• 「システム セットアップ」 は全て OSD メニュー 
を見ながら設定をします 。 OSD メニュー シ 
ステムを見るためには、お手持ちの TV また 
はプロジェクターのビデオ入力を本機のリ 
アパネルの MONITOR OUT 端子に接続して 
くださぃ。 （14 ページ参照） 

1 . リモコンの/ 70ME ボタンを押します。（本機 
でセットアップメニューを操作する場合は、こ 
の操作をする必要はありません。） 

2 . リモコンのボタンまたはフロントパネ 
ルの MENU ボタンを押します。 

3 . モニターに OSD メニュー システムの 「MAIN 
MENU」 が表示されます。 

MAIN MENU には7つの設定項目があります。 
(設定項目については33ぺージ参照） 

4. カーソルボタン ▲/ ▼で希望するサブメニュー 
を選択し、ボタンを押します。選択し 
たサブメニューが表示されます。 

アドバィス 

• 本機には設定した項目を安易に変更できな 
くするために、 LOCK 機能があります。 

サブメニューを変更する場合は、変更したぃ 
サブメニューを 「 UNLOCK 」 に設定してくだ 
さぃ。 

• LOCKED は 、 MAIN MENU 1 〜7の各項目ご 
とに設定することができます。 

く LOCKED の設定手順〉 

(1) MAIN MENU を表示させて設定したい項 
目を カーソル ボタン ▲ / ▼で選択します。 

(2) 力ーソル ボタン ◄ / ►を押して、 
「 LOCKED 」 の左側に「籲」マークを移動させま 
す。 

(3) 全ての項目に対して設定が終わったら、 
力ーソル ボタン ▲ / ▼で力ーソルを 「 EXIT 」 
に移動させてボタンを押して設定を 
終了します。 


RC 2001 ボタン • レイアウト 

ENTER ボタン、 
左ボタン （◄) 一 

MENU (メニュー） ボタンー 

〇 SD メニューシステムを起動します。 

太機フロン • レイアウ h 

MENU (メニュー） ボタン- 

〇 SD メニューシステムを起動します 。 Q 

6 

左ボタン （◄) — 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作困ったときは その他 
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HOME (ホーム）ボタン 


C < 1 〔 home) t > ) 



上ボタン （▲) 

右ボタン (►) 

下ボタン （▼) 

EXIT (終了）ボタン 

〇 SD メニューシステムを終了します。 


上 (▲) ボタン 

TT -| ( - EXIT (終了）ボタン 

〇 L 5 §J 〇 〇 0 SD メニュ-システムを終了します。 

^ 6 . 

1 - TOP ボタン 

-セットアップの設定の途中でこのボタンを押すと 0 SD 

メニューの卜 、ソプ 画面に戻ります。 

— »——右ボタン （►) 


ENTER ボタン 



下ボタン （▼) 







































































アドバイス 

•サブメニューの 設定が終了した後、 カーソル 
ボタン ▲/▼/◄/ ►で カーソルを 「 RETURN 」 
に移動し、 ENTER ボタンを押して メ イン メ 
ニューに 戻ります。 

• 他のサブメニューへ進むには、一旦メインメ 
ニューに戻るか、もしくは EXIT で終了させ、 
再度 OSD メニューシステムを起動させてく 
ださい。 

• 本機の TOP ボタンを押すと、セットアップの 
設定の途中でメインメニューのトップ画面 
に戻ります。 


サブ メニ 


“2. SPEAKER SETUP ”（ P . 37) 


メインメニュ - 



NET 

0 

WORK 

S E T U P 

: N T S C 

し U T 

ION 

：Q|Q«] 

E N 

SAVER 

: 0 N 


7. NETWORK SETUP ” ( P . 49) 



[video convert^ 


OUT 

ASPECT 
0 U T1 RES 
0 U T 2 RES 
0 U T 2 


DISABLE 

ENABLE 

DISABLE 

0 U T P U T 1 

THROUGH 

AUTO 

AUTO 

MAIN 



.ACOUSTIC E Q . « 

ode : rsraa 

RESET 6 . E Q A D J 
: AUTO 


“4 VIDEO SETUP ” ( P . 45) 


“6. ACOUSTIC EQ ”（ P _ 48) 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作困ったときは その他 
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1 INPUT SETUP 

接続するオーディオ/ビデオ機器の出力と本機の各 
入力端子の関係を設定します。 


• FUNC INPUT SETUP : 

「1-1 FUNC INPUT SETUP 」(35 ぺージ参照） 

• 7.1 CH INPUT SETUP : 

ri -2 7.1 CH INPUT SETUP 」(35 ぺージ参照） 

• FUNCTION RENAME : 

「1-3 FUNCTION RENAME 」(36 ぺージ参照） 

1 .MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で 「1. 
INPUT SETUP」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 



2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定するサブメニュー 


を選択し 、 ENTER ボタンを押します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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1-1 FUNCTION INPUT SETUP 

FUNCTION INPUT SETUP の設定では、本機 
のリアパネル上の Digital 入力 ( DIG )' HDMI 入力 
( HDMI ) 、 コンポーネントビデオ入力 ( CQMP ) 、 ビデ 
才 / S - ビデオ入力 ( V / S ) の各入力端子を本機の各 
FUNCTION に自由に割り当てることができます。 
また FUNCTION の MODE 設定では、各入力に対し 
て優先順位を設定することができます。 

1. 1 .INPUT SETUP メニューから力ーソルボタ 
ン ▲ / ▼で 「 FUNC INPUT SETUP 」 を選択し、 
eV 7 F /? ボタンを押します。 



2 . カーソルボタン ▲/▼/◄/ ►で変更したい設 
定項目を選択します。 

MODE ( モード） 

AUTO: 

入力信号を自動的に検出する場合は 「 AUTO 」 を選 
択します。 

HDMI 入力—デジタル入力—アナログ入力の順 
番に入力信号の検出が行われます。 

初期設定は AUTO に設定されています。 

HDMI: 

HDMI 信号のみを使用する場合は 「 HDMI 」 を選択 
します。 

DIG: 

デジタル信号のみを使用する場合は 「 DIG 」 を選択 
します。 

ANA: 

アナログ信号のみを使用する場合は 「 ANA 」 を選 
択します。 


COMP 

コンポーネントビデオ入力端子の番号 1 〜 4 を割 
り当てます。 

V/S 

ビデオおよび S - ビデオの入力端子 1 〜 4 を割り 
当てます。 

3. OV 7 F /? ボタンを押します。 

4. 力ーソルボタン ◄/ ►でそれぞれのモード設定 
と入力端子を選択します。 

5. £ A / r £/? ボタンを押します。 

6. 手順2.から5.までを繰り返して、各項目を設 
定します。 

7. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ 
/ ▼ / ◄ / ►で力ーソルを 「 NEXT 」 に移動し、 
ENTER ボタンを押して次のページに進みま 
す 。 （FUNC INPUT SETUP 2) 



8. 手順2.から5.までを繰り返して、各項目を設 
定します。各設定が終了したとき、力ーソルボ 
タン ▲ / ▼/ ◄/ ►で力ーソルを 「 RETURN 」 
に移動し 、 ENTER ボタンを押します。 

FUNC INPUT SETUP 2から FUNC INPUT 
SETUP 1 に戻るときは ▲/▼/◄/ ►で BACK 
を選び、 ENTER ボタンを押します。 

ご注意 

• 割当の番号はリアパネルの入力端子番号で 
す。番号をよく確認してください。 

•音声や映像が出力されない場合、入力端子 
番号を再確認してください。 


DIG 

希望するファンクションに1〜6までのデジタル 
入力を割り当てることができます。 

デジタル入力端子の番号を割り当てます。 

HDMI 

HDMI 入力端子 1 〜 4 の番号を割り当てます。 


1-2 7.1 CH INPUT SETUP 

ここでは、 7.1 ch 入カソース（7 」 CH IN 端子）のス 
ピーカーレベルなどを設定します。 

リスナーがすべてのスピーカーを同じレベルで聴け 
るように各スピーカーの音量を設定します。 

1 . 1 .INPUT SETUP メニューから力ーソルボタ 
ン ▲/ ▼で「7.1 CH INPUT SETUP 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押します。 



2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「VIDEO IN 」 を選択し 
ます。 

3. 力ーソルボタン ◄/ ►で 、 MONITOR OUT 端子 
から再生する映像入カソースを選択します。 
入カソースはカーソルボタン ◄ /►で次の順で 
切り替えることができます。 

LAST ^ TV ^ DVD ^ VCR 1 ^ DSS ^ 
NET ^ TAPE ^ CD/R ^ AUX ^ V-OFF ^ 
LAST ^ ... 

ご注意 

•「 LAST 」 を選択すると、 7.1 ch 入カモードが 
設定される前に選択されていたビデオソー 
スが出力されます。 

• 「 V - OFF 」 を選択すると 、 MONITOR OUT 端 
子から映像は出力されません 。 （OSD メ 
ニューは出力されます）。 

4. カーソルボタン ▲/ ▼で音量を調整したいチャ 
ンネルを選択します。 

5. 力ーソルボタン ◄/ ►で各チャンネルの音量を 
調整します。（各スピーカーからの音量を同一 
にします。） 


6 . 力ーソルボタン ▲ / ▼/ ◄ / ►でカーソルを 
「 RETURN 」 に移動し、 ENTER ボタンを押して 
1 .INPUT SETUP メニューに戻ります。 

7.1 CH INPUT SETUP 2から 7.1 CH INPUT 
SETUP 1に戻るときは、 ▲/▼/◄/ ►で 
「 B AC K 」 を選び、 eVF £/? ボタンを押します。 


• 各スピーカーのレベルは一 12〜+ 12 dB の 
ldB ステップで 、 SUB W は一 18〜+ 12 dB の 
ldB ステップで設定できます。 


基 


用 



ご注意 


35 



















1-3 FUNCTION RENAME 

入カファンクション名を任意の名前に変えることが 
できます。 

登録可能な最大文字数はスペースも含め10文字ま 
でです。（文字はこの 0 SD メニューシステムに表示 
される文字から選びます）登録したファンクション 
名は本機表示部と〇 SD インフォメーションに表示 
されます。 

ただし、〇 SD メニューシステム内の項目には反映さ 
れません。 

1. 1_ INPUT SETUP メニューから、カーソルボタ 
ン ▲ / ▼で 「 FUNCTION RENAME 」 を選択し、 
EA / re ? ボタンを押します。 



2. カーソルボタン ▲/ ▼で 「 FUNCTION 」 部を選 
択します。 

3. カーソル ボタン ◄/ ►で入カ ソースを 選択しま 
す。 

4. カーソルボタン ▲/ ▼で 「 RENAME 」 部を選択 
します。 

5. カーソルボタン ◄/ ►で変更する位置へ移動し 
ます。 （1 文字目から10文字目の間） 

6. カーソルボタン▼でキャラクタ部「八」に移動し 
ます。（必ず最初は 「 A 」 に移動します。） 

7. カーソルボタン ▲/▼/◄/ ►でキャラクタを 
選択します。 

8. evre ? ボタンを押して確定します。 


9. 手順5.から5.までを繰り返して、名前を入力 
します。 

BACK : 

RENAME 部の現在の位置を左に BACK して1文 
字を消します。 

DEFAULT : 

RENAME 部の名前をファンクション部の名前と 
同じにもどします。 

SPACE : 

RENAME 部の現在の位置を空白にします。 

10. カーソルボタン ▲ / ▼/ ◄ / ►で 「 RETURN 」 
に移動し、 eV 7 F /? ボタンを押して 1 .INPUT 
SETUP メニューに戻ります。 

ご注意 

•全てのリネーム文字をスペース（空白）にす 
ることはできません。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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2 SPKR (スピーカー ） SETUP 


本機を設置し、機器をすべて接続し、スピーカーの配 
置を決定したら、次に SPKR SETUP メニューで室 
内環境とスピーカー配置に最適な値を設定します。 


• AUTO SETUP : 

[2-1 AUTO SETUP 」(38 ぺージ参照) 


• MANUAL SETUP : 

f 2-2 MANUAL SETUP 」(41 ぺージ参照) 


•THX AUDIO SETUP : 

「2-3 THX AUDIO SETUP 」(42 ぺージ参照） 

1 .MAIN MENU から力ーソルボタン ▲ / ▼で 
「 2 .SPKR SETUP 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 



2. カーソルボタン ▲/ ▼で設定したい メニューを 
選択して E / V 7 F /7 ボタンを押します。 

3. 各設定が終了した後、力ーソルボタン ▲ / ▼ / 
◄ / ►で「 RETURN 」 を選択し ' ENTER ボタンを 
押してサブメニュー （2. SPKR SETUP ) に戻り 
ます。 


応用操作 困ったときは その他 





























































































2-1 AUTO SETUP (Audvssev MultEQ®) 

Audyssey Mul 1: EQ による才ートセットアップでは、 
リスニング環境の音響上の問題が自動測定され、最 
良の音響体験を生み出す設定に最適化されます。 

Audyssey MultEQ は、スピーカーから出力される 
音の影響によって発生する室内における周波数特性 
の不調和を除去します。これにより、カラレーシヨ 
ンが発生することなく、特定の位置だけでなく広い 
リスニングエリア全体で、意図したとおりの音質が 
再生されます。 

Audyssey MultEQ では、室内の最大6ヶ所のリス 
ニングポイントを測定し、スピーカーの有無を検出 
して、スピーカーサイズ、チヤンネルレベル、距離、お 
よび最適なクロスオーバー周波数設定を自動計算し 
ます。 


オートセットアップの操作のしかた 

測定中は〇 SD メニユ_画面に現在の状態が表示さ 
れるのでモニター機器の電源を入れてください。 

1 . 本機と MM 8003等のパワーアンプ、スピーカー 
を接続し、スピーカーを適切な位置に配置しま 
す。 

2. 付属のマイクを本機の MIC ジャックに接続し 
ます。 



3. マイクをメインリスニングポイントに設置し 
ます。 



こ注意 

• 測定はメインリスニングポイントの近くで、 
最大6ヶ所で行います。 

最初の測定はメインリスニングボイントに 
マイクを設置して測定を行ってください。 

• 測定するすべてのリスニングポイントに対 
して、マイクを天井にまっすぐ向けた状態 
で、スタンドや三脚を使用してマイクをリス 
ニング時の耳の高さに合わせて設置してく 
ださい。 

•スピーカーとマイクの間に障害物を置かな 
いようにしてください。 

• アンプ内蔵のサブウーファーを使用する場 
合はボリュームを中央に設定し、 クロス オー 
バー周波数をオフまたは一番高い周波数に 
設定してください。 

• 測定中は、マイクとスピーカーの間に立たな 
いでください。室内はできるだけ静かにし 
てください。暗騒音が室内測定に影響を与 
える場合があります。窓を閉め、各種装置 
(携帯電話、テレビ、ラジオ、エアコン、蛍光 
灯、電化製品、調光器など）の電源を切って 
ください。 

測定時は、携帯電話をすべてのオーディオ 
電子機器から離れた場所に置いてください。 
携帯電話は、不使用時でも無線周波妨害 
( RFI ) により測定に影響を与える場合があり 
ます。 

オートセットアップは、フロントパネルでは 
なくリモコンで操作することをお勧めしま 
す。 

•各チャンネルから再生されるテストトーン 
の音量は、リスニング環境の周辺雑音を上回 
り、最適な S / N 比が得られるまで大きくなり 
ます。 

4. MAIN MENU で 「2 .SPKR SETUP 」 を選択し、 
力ーソルボタン ▲ / ▼ で 「AUTO SETUP 」 を選 
択し、 ev 7 F /? ボタン押してスタート画面を表 
示させます。 

5. 使用しているサラウンドバックスピーカーの 
チャンネル数を選択します。ご使用になられ 
るスピーカーシステムの構成が 5.1 チャンネ 
ルの場合は 「 NONE 」 （サラウンドバックスピー 
力一無し）を選択します。 

SPEAKER C または 、 ZONE SPEAKER をご使用 
の場合は 「 NONE 」 に設定します。（28、47ぺージ 
参照） 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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6 _ カーソルボタン ▲/ ▼で 「 START 」 を選択し、 
ENTER ボタンを押して測定を開始させます。 



7. メインリスニングポイントとは、リスニング環 
境内でリスナーが主に座る、最も重要なポイン 
卜です。 MultEQ では、このポイントからの測 
定値を使用して、スピーカーの距離、チャンネ 
ルレべ ル、極性、およびサブウーファーの最適 
なクロスオーバー値を計算します。 



8 _ 1ポイント目のチェックが終わると次のような 
OSD 画面が表示がされます。 



ここでチェックの結果を見る場合はカーソルボタ 
ン ▲ / ▼で 「 CHECK 」 を選択し、 £ A /7 EH ボタンを 
押してチェック結果を表示させます。 



エラーメッセージが表示された場合はその項目に 
ついて適切な処理を行ってから再測定をしてくだ 
さい。 

(エラーメッセージは、「エラーメッセージについ 
て」40ぺージを参照してください。） 


チエック結果の確認が終わつたら、カーソルボタ 
ン ▲/▼/◄/► を押して 「 RETURN 」 を選択し、 
EA /7 E /? ボタンを押して下記の〇 SD 画面に戻して 
ください。 

この時、 「 EXIT 」 を選択して才ートセットアップを 
終了させ、「2. SPKR SETUP 」 に戻ることもでき 
ます。 


9. 2ポイント目のリスニングポジションにマイク 
を移動させてからカーソルボタン ▲/ ▼を押し 
て「 START 」 を選択し ENTER ボタン押して2 
ポイント目の測定を行います。 

この時に「 CALCULATE 」 を選択して ENTER 
ボタンを押すと、 2ポイント目の測定をキヤ 
ンセルして測定結果の解析を行うことができ 
ます。 



10 . 5•と見の操作を繰り返してメインポジションと 
その周囲をあわせて6ケ所の測定を行しゝます。 

全ての測定が終わると次の〇 SD 画面が出力され 
ます。 



力ーソルボタン ▲ / ▼を押して 「 CALCULATE 」 
を選択して eVTF /? ボタン押し測定結果の解析を 
行います。 

解析中は次のような〇 SD 画面が表示されます。 


























































































ご注意 

• 解析時間は接続されているスピーカーの数 
と測定ボイントに依存して、スピーカー数、 
ポイント数ともに、多くなると解析に要する 
時間も長くなります。 

• 測定ポイント数が6ヶ所以下でも測定を終 
了することはできます。 

11 . 測定結果の確認 

測定結果の解析が終了すると、解析結果の確 
認画面が表示されます 



カーソル ボタン ▲ /▼を押して確認したい項目を 
選択して 、£ A /7 F /? ボタン押して決定します。 


[例]スピーカーサイズとクロスオーバー周波数の 
確認画面 



• スピーカーサイズとクロスオーバー周波数は自動 
測定の結果であることを表すために、 AUT 〇と表 
示されます。 


ご注意 

•イコライザー （ MultEQ ) のパラメーターの確 
認 については49ページを ご覧ください。 

[例] スピーカーの有り無しの確認画面 



[例]スピーカーからリスニングポジションまでの 
距離の確認画面 



• UNIT の 「 m 」 に力ーソルをあわせて カーソル ボタ 
ンの ◄ / ►を押す毎に距離の単位 [ m ] メートルと 
[ ft ] フィートを切り替えることができます。 

• スピーカーとマイクの距離が 9.15 m を超えた場 
合、> 9. 1 5 m と表示されます。 


12 . 測定結果のメモリー 

解析結果の確認終了したら、力ーソルボタン 
▲ /▼/◄/► を押して力ーソルを 「 RETURN 」 
に合わせて ENTER ボ タン押し 、 「CHECK 
RESULT 」 の画面を表示させます。 



13 . 力ーソルを 「 STORE 」 に合わせて eV 7 F /? ボタ 
ン押すとイコライザーを含む全てのパラメー 
ターがメモリーされます。 

解析結果をメモリーさせたくない時は rEXITJ 
にカーソルを 合わせてボタン押しま 
す。 

ご注意 

•「 STORE 」 を押す（メモリーする）前に 
「 EXIT 」 を押すと測定結果および解析結果の全 
てを消去してしまうので操作に注意してくださ 

い0 

メモリーが完了すると次の〇 SD 画面が表示され 
ます。 



• メモリー中は本機の電源を切らないでくだ 
さい。 

本機にメモリーされている全てのデータが 
消去されてしまう場合があり、また故障の原 
因にもなります。 

• THX 社認定のフル THX スピーカー.システ 
ムをお使いの場合は、オートセットアップ後 
にすベてのスピーカーサイズをスモールに、 
クロスオーバー周波数を 80 Hz に設定するこ 
とを THX 社は推奨しています。 














































































1 フー メツセージにつし、て 


エラー 表示 


原因 


対処方法 


MIC SET ERROR !! 



マイクが正しく接続されていない 


付属のマイクを接続する 
マイクの接続を確認する 


NOISE ERROR !! 



リスニングルームの騒音が大きすぎて正確な測定ができない 
スピーカーから出力される音量が小さい 


測定中はエアコン等の騒音を発生する機器の電源を切る 
周囲が静かな時間帯に測定をおこなラ 


ANALYZE ERROR !! 



mwMmiM 

ANALYZE ERROR は カーソル ボタン ▲ / ▼を押して力ーソルを 
「 NEXT 」 に合わせて eV 7 F /? ボタンを押すと次のような詳細画面を 
表示できます 



適切な再生をおこなうための必要なスピーカーが検出できない 
スピーカーの極性が逆に接続されている 


左図の例では次のよラな不具合が検出されています。 

• フロントスピーカーの L - Ch および R - Ch の極性が逆になっている 
([ REV ] Reverse 表示がされている） 

• サラウンドスピーカーが接続されていない （ NON 表示）のにサラウ 
ンドパックスピーカーが接続されている。 

(このような不具合の場合はサラウンドおよびサラウンドパック 
の全てのスピーカーに [ ERR ] Error が表示されます） 


上記以外にもスピーカーの接続が次ぎのように接続されていると 
Error になります 

• サラウンドパックスピーカーを1本だけ使用している場合にサラ 
ウンドパック R 端子に接続している 

(サラウンドパックスピーカーを1本だけ御使用の場合は L 端子 
に接続してください） 


極性が逆と表示されたスピーカーの接続を確認する 
(ご使用のスピーカーによっては正しく接続されていてもこの表示 
[ REV ] がされる場合があります。この場合はエラー表示を無視し 
てください） 

スピーカーの向きや配置を確認する 


ご注意 

オートセットアッ プ機能を使用してサブ ウーファー やメイン スピーカー を調整する際、部屋の音響特 
性との相互作用により、正しく設定できない場合があります。その場合、 THX は、手動で音量および 
距離を設定することをお勧めします。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用 操作 困ったときは その他 
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2-2 MANUAL SETUP 

ブ . MAIN MENU から 「2. SPKR SETUP 」 を選択 
します。 

2 . カーソルボタン ▲ / ▼で 「MANUAL SETUP 」 
を選択します。 

3. ev7F/? ボタンを押して確定します。 

< SPEAKER SIZE > 



SPEAKER SIZE メニューでスピーカー のサイズを 
設定する際は以下の指針を参照してください。 


LARGE : 

十分な低音再生能力をもった全帯域対応の大型の 
スピーカーを使用する場合に選んでください。再 
生信号の全帯域をそのままスピーカーへ出力しま 
す0 


SMALL: 

低音再生能力の低い小型のスピーカーを使用す 

る場合に選んでください。再生信号の低音域は、 

サブウーファー出力端子へ振り分けて出力されま 

す 0 

(SUB W : NONE に設定した場合はフロント L/R 

チャンネルへ振り分けて出力されます） 

NONE: 

対象となるチャンネルのスピーカーを接続してい 

ない場合に選択します。 

4. カーソルボタン ▲/ ▼で各チャンネルのスピー 
力一を選択します。 

ご注意 

• すべての チャンネルの 設定を マニュアルで 
行なう場合は THX SPKR を「 N 0」に設定し 
てください。 

5. カーソル ボタン ◄/ ►で スピーカーの サイズを 
設定します。 

6. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
/ ◄ / ►で「 NEXT 」 に移動し、 ENTER ボタンを 
押して次のページに進みます。 


THX SPKR 

THX 社認定のフル THX スピーカー • システムをお 
使いの場合は THX SPKR の設定を YES に設定する 
ことをお勧めします。 

この設定によって 

サブウーファー ： YES 

クロスオーパー周波数 ：80 Hz 

BASS MIX : MIX 

全てのスピーカーサイズ ： SMALL 

に設定され、スピーカーシステムを簡単に最適な状 

態に設定することができます。 

(設定を変更することはできません） 


アドバイス 


•THX SPKR の設定を YES にした時は、サラ 
ウンド バックス ピーカーの設定は、 2 ch / lch / 
NONE/ZSP A/ZSP B の中から、お客様のご使 
用状態に合わせた設定を行ってくださぃ。 

SUB W 
YES : 

サブウーファーを使用する場合に選択します。 

NONE : 

サブウーファーを使用しない場合に選択します。 
フロントスピーカーで 「 SMALL 」 を選択した場合、 
この項目は 「 YES 」 に設定されます。 

FRONT 

LARGE : 

フロントスピーカーが大型の場合に選択します。 

SMALL : 

フロントスピーカーが小型の場合に選択します。 

• サブウーファーで 「 NONE 」 を選択した場合 
はこの項目は「 LARGE 」 に設定されます。 

CENTER 

NONE : 

センタースピーカーを使用しない場合に選択します。 

LARGE : 

センタースピーカーが大型の場合に選択します。 

SMALL : 

センタースピーカーが小型の場合に選択します。 

SURR . 

NONE : 

サラウンド L / R スピーカーを使用しない場合に選 
択します。 

LARGE : 

サラウンド L / R スピーカーが大型の場合に選択し 
ます。 


SMALL : 

サラウンド L / R スピーカーが小型の場合に選択し 
ます。 

SURR . B 
NONE : 

サラウンドパック L / R スピーカーを使用しない場合に 
選択します。 

2 CH : 

サラウンドパック L / R スピーカーを使用する場合に 
選択します。 

1 CH : 

サラウンドパックスピーカーが1本の場合に選択 
します。 

音声信号はサラウンドパック L 端子から出力され 
ます。接続を確認してください。 

7 SP A : 

サラウンドパック出力端子をゾーンスピーカー A 
として使用する場合に設定します。 

ZSP B : 

サラウンドパック出力端子をゾーンスピーカ _B 
として使用する場合に設定します。 

ご注意 

•「 SURR 」 の設定で 「 NONE 」 を選択した場合、 
この項目は 「 NONE 」 に固定されます。 

•サラウンド バックスピーカーを 使用しない 
場合は、サラウンド バック 用のプリアウト端 
子を ゾーンスピーカー 用または スピーカー 
C 用に使用することができます。（28、47ペー 
ジ参照） 

•サラウンドバックスピーカーで 「ZSP A 」 
「 ZSPB 」 を選択しておくと、ゾーンのソース 
ボタン （ RC 101) を押すだけで自動的にゾー 
ンスピーカー機能を ON することができま 
す0 

SURR . B ( BACK)SIZE 
LARGE : 

サラウンドパックスピーカーが大型の場合に選択 
します。 

SMALL : 

サラウンドバックスピーカーが小型の場合に選択 
します。 

ご注意 

•「 SURR 」 の設定で 「 NONE 」 を選択した場合 
は、ここでの設定はできません。 


LPF/HPF 

サブウーファーを用いる場合は、 Small に設定した 
スピーカーのカットオフ周波数を選択することが 
できます。 

Small に設定したスピーカーのサイズに応じてク 
□スオーバー周波数レベルを選択します。 

60 Hz 9 80 Hz ^ 100 Hz ^ 120 Hz ^ 140 Hz ^ 
160 Hz ^ 180 Hz ^ 60 Hz ^ ... 

ァドバイス 

• Front スピーカーに小型のものを使った場合 
は高めに、大型のものを使った場合は低めに 
設定します。 

BASS MIX 

• バス • ミックスの設定は、ステレオ再生で、フロ 
ントスピーカーを 「 LARGE 」 に、サブウーファーを 
「 YES 」 に設定した場合にのみ有効となります。こ 
の設定は PCM またはアナログ • ステレオソース 
の再生時にのみ有効です。 

• 「 BOTH 」 を選択した場合、低音域帯はメインの 
L / R スピーカーとサブウーファーの両方で再生さ 
れます。 

この再生モードでは、低音域帯が室内全体に均一 
に広がります。ただし、部屋の大きさや形状によつ 
ては干渉が起こつて実際の低音域帯の音量が小さ 
くなる場合があります。 

• 「 MIX 」 を選択すると、低音域帯はメインの L / R ス 
ピーカーでのみ再生されます。 

この再生モードは室内の低音域干渉が起こりにく 
くなるため、 THX より推奨されています。 

ァドバイス 

• Dolby Digital または DTS の再生中の LFE 
信号はサブウーファーで再生されます。 

7. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
/ ◄ / ►で力ーソルを「 NEXT 」 に移動し 'ENTER 
ボタンを押して次のページに進みます。 


各部の名称 


T 接続 


本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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< SPEAKER DISTANCE > 



ここではリスニング位置から各スピーカーまでの距 
離を指定します。この距離に基づいて自動的にディ 
レイタイムが計算されます。 

まず、部屋の中で通常座る理想的な位置を決めます。 
適切な音場を作る音響タイミングを設定するため 
に、この作業は重要です。 

ご注意 

• SPEAKER SIZE の MENU 設定で 「 NONE 」 に 
設定したスピーカーは SPEAKER DISTANCE 
の MENU に表示されません。 

8 . 力ーソルボタン ◄/ ►で 「 UNIT 」 （表示単位）を 
「 m 」 （メートル）または 「 ft 」 （フイート）に設定 
します。 

9. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したチャンネルを 
選択します。 

10 . カーソル ボタン ◄/ ►で、 スピーカー までの 距 
離を設定します。 

FRONT し： 

通常のリスニング位置からフロント L スピーカー 
までの距離を設定します。 

CENTER : 

通常のリスニング位置からセンタースピーカーま 
での距離を設定します。 

FRONT R : 

通常のリスニング位置からフ□ント R スピーカー 
までの距離を設定します。 

Q[jpp [_■ 

通常のリスニング位置からサラウンド L スピー 
力一までの距離を設定します。 

cypp p. 

通常のリスニング位置からサラウンド R スピー 
力一までの距離を設定します。 

SUB W : 

通常のリスニング位置がらサプウーファ_までの 
距離を設定します。 

SURR . B L : 

通常のリスニング位置からサラウンドパック L ス 
ピーカーまでの距離を設定します。 


SURR . BR : 

通常のリスニング位置からサラウンドパックドス 
ピーカーまでの距離を設定します。 

ご注意 

•各 スピーカー までの距離は以下のように メー 
トル < m ) またはフィート ( ft ) で設定します。 
m : 0.03から 9.15 m の範囲で0.03 m 単位で設 
定できます。 

ft : 0.1 +から30.0 ft の範囲で 0.1 ft 単位で設 
定できます。 

(モニタには近似値で表示されます。） 

• 「 NONE 」 に設定したスピーカーには 
SPEAKER DISTANCE メニュー は表示されま 
せん。 

• SPEAKER SIZE メニューでサラウン ドバッ 
クスピーカーを 2 CH に設定した場合は、 
「 SURR . B L 」 と 「 SURR . BR 」 の設定が表示 
されます。 

• SPEAKER SIZE メニューでサラウン ドバッ 
クスピーカーを 1 CH に設定した場合は、 
「 SURR . BACK 」 の設定が表示されます。 

11 . 各設定が終了したとき、力ーソルボタン ▲ / ▼ 
/◄/ ►でカーソルを「 NEXT 」 に移動し 'ENTER 
ボタンを押して次のページに進みます。 


< SPEAKER LEVEL > 



ここでは、リスナーがすべてのスピーカーを同じレ 
ベルで聴けるように各スピーカーの音量を設定しま 
す0 

SPL (音圧レペル）メータをお持ちの場合は、リスニ 
ングポジシヨンで計測される SPL を一定にするこ 
とを推奨します。 SPL メータの読み値が 75 dB(C 
weighting , Slow response にて）になるように各々 
の スピーカー レベルを調整します。 

ご注意 

• この MENU で設定された値は、 7.1 ch 入力 
モード、ピュア ダイ レクトモード、ソース ダ 
イレク トモードの 時は反映されません。 

テスト • モード 

カーソル ボタン◄/►でテス ト! ンの出力を 
f MAN UAL 」 または 「 AUTO 」 に設定します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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「 AUTO 」 を選択すると、テスト!ンは各チヤンネ 
ルで2秒ずつ、以下の順で循環して出力されます。 
フロント L — センター—フロント R — サラウンド 
R — サラウンドバック R — サラウンドバック L — 
サラウンド L — サブウーファー—フロント !_•• • 
力ーソル ボタン ◄ /►で、すべてのスピーカーのレ 
ベルが同じになるよラにスピーカーがら出るテスト 
卜 _ ンの音量を調整します。 

「 MANUAL 」 を選択した場合は以下のように各ス 
ピーカーの出カレベルを調整します。 

12 . 力ーソルボタン▼を押して力ーソルを 「FRONT 
L 」 に移動します。本機のフロント L スピーカー 
からテストトーン（ピンクノイズ）が出力され 
ます。 

このノイズのレベルを調整します。 

(レベルの調整は 一 12から+12 dB の範囲で 
0.5 dB 単位で行えます。） 

力ーソルボタン▼を押すと、センタースピーカー 
からテスト I ン（ピンクノイズ）が出力されま 
す。 

13 . 力ーソルボタン ◄/ ►で、フロント L スピーカ_ 
と同じレベルになるようにセンタースピー 
力一のノイズ音量を調整します。 

14 . カーソルボタン▼を押すと、フロント R スピー 
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出力さ 
れます。 

15 . フロント R スピーカーおよびその他のスピー 
力一も同様にステップブ3•と 74. を繰り返し、 
すべてのスピーカーの音量が同じになるよう 
にします。 

16 . 各設定が終了したとき、 EA /7 T /? ボタンで力一 
ソルを「 RETURN 」 に移動し、 ENTER ボタンを 
押して「2. SPKR SETUP 」 メニューにもどりま 
す。 

ご注意 

• SPEAKER SIZE メニューで 「 NONE 」 に設定 
したスピーカーは表不されません。 

• SPEAKER SIZE メニューでの サラウンド 
バックスピーカーを 2 CH に設定した場合は、 
rSURR.B L 」 と「 SURR . BR 」 が'表示されます。 

• SPEAKER SIZE メニューで サラウンド 
バックスピーカーを 1 CH に設定した場合は 
「 SURR . BACK 」 と表示されます。 

• 7.1 ch 入カソース （7.1 CH IN 端子）のスピー 
カー.レベルの調整は、 7.1 ch 入カサブメ 
ニューで行います。 （35 ページ参照） 

• SUB W は一 18 dB から+ 12 dB まで設定可能 
です。 


2-3 THX AUDIO SETUP 

BOUNDARY GAIN COMP . (バウンダリーゲイン補 
正回路）と ADVANCED SPKR ARRAY (アドパ 
ンストスピーカーアレイ）を設定します。 

1 . MAIN MENU から「2. SPKR SETUP 」 を選択 
します。 

2. カーソルボタン ▲/ ▼で 「THX AUDIO SETUP 」 
を選択します。 

3. ev 7 F /? ボタンを押して確定します。 



Boundary Gain Compensation ( B . G . C .) 

(バウンダリーゲイン補正回路） 

THX ULTRA 2 SUB - W : YES or NO 

THX Ultra 2 認定サブウーファーを使用する場合は 
「 YES 」 を選択します。 

YES : B . G . C . 機能を有効にすることができます。 
NO : B . G.C 機能は作動しません。 

B . G . C .: ON or OFF 

超低音が出過ぎていると感じられている場合に 
「 on 」 に選択すると効果的です。 

OFF : B . G . C . 機能は無効です。 

ON : B . G . C . 機能が有効です。 

ご注意 

• SPEAKER SIZE メニューで SUB W = NO に 
設定した場合、 B . G . C . 機能は作動しません。 
また、この場合 THX ULTRA 2 SUB - W の設 
定もできません。 




































Advanced Speaker Array (ASA) 

(アドバンス トスピーカー アレイ） 

SURR.B SPKR: 

サラウンドバックスピーカーの L と R の闇隔により 
以下の設定にしてください。 

TOGETHER : 30 cm 未満 
CLOSE : 30 cm 〜 122 cm 

APART : 122 cm 以上 


スピーカーの タイプと位置 

以下の図は、 ASA モードで使用する 7.1 ch スピー 
力一に適した位置を示しています。 

システムの設定時に、サラウンドパックスピーカー 
間の距離を選択します。 



W 7 

ハ 


ダイポール型スピーカー 


ダイレクト.スピーカー 


ASA は THX ULTRA 2 の上図スピーカー配置でサ 
ラウンド信号からサラウンドパック 2 CH 信号を創 
り出し、より広がりのある音場にします。 

ご注意 

• ゾーンスピーカー機能を使用時または本機 
のリアパネルの SPEAKER C を ON に設定し 
ているときは 、 Advanced Speaker Array の設 
定はできません。 

• SPEAKER SIZE メニユーで SURR.B = 
NONE 、1 CH、ZSP A または ZSP B に設定し 
た場合、 ASA は作動しません。 

各設定が終了したとき、 カーソル ボタン ▲ / ▼/ ◄ 
/ ►で力ーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 ENTER 求夕 
ンを押して「2. SPKR SETUP 」 メニューにもどりま 
す0 


3 SURROUND SETUP 

各種サラウンド入力信号に対して、ご使用のスピー 
力ーシステムまたはへッドホンがら高い臨場感の 
効果を引き出すために、サラウンド効果のパラメー 
ターを設定します。 


• CHANNEL LEVEL: 

「3-1 CHANNEL LEVEL 」(44 ぺージ参照） 

• PLIx MUSIC PARAMETER: 

「3-2 PLIx MUSIC PARAMETER 」(44 ぺージ参照) 

• CSI PARAMETER: 

「3-3 CSI PARAMETER 」(44 ぺージ参照） 

• NEO:6 PARAMETER: 

「3-4 NEO :6 PARAMETER 」(44 ぺージ参照） 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「3. 
SURR SETUP 」 を選択し、 EW 7 F /7 ボタンを押 
します。 

2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したいメニューを 
選択し 、 ENTER ボタンを押します。 



RE-EQ: 

THX CINEMA RE - EQ ™ の〇 N /0 FF を設定します。 
力ーソル ボタン ◄ /卜で RE - EQ ™ を選択し「〇1\1」 
または 「 OFF 」 を選択します。 

LFE LEVEL: 

Dolby Digital 信号または DTS 信号に含まれる 
LFE 信号の出カレベルを選択します。 

力ーソル ボタン ◄/ ►で 「0 dB 」 、「一 10 dB 」 または 
「 OFF 」 を選択します。 

M-DAX: 

M - DAX のモードを設定します。 カーソル ボタン ◄ 
/ ►で 「 HIGH 」 、 「 LOW 」 または 「 OFF 」 を選択します。 
詳細は51ぺージの M - DAX の項目を参照してくだ 
さい。 

3. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲/▼ 
でカーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 EA /7 F /? ボ 
タンを押してサブメニュー（3_ SURR SETUP ) 
に戻ります。 
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3-1 CHANNEL LEVEL 

ブ . MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で 「3. 
SURR SETUP 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「CHANNEL LEVEL 」 
を選択し ' ENTER ボタンを押します。 

3. 設定する SURR . MODE にカーソルボタン ◄ / 
►で設定します。 



4. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定するメニュー項 
目を選択し、力ーソルボタン嘁/ ►でレベルを 
設定します。 ew /? ボタンを押して確定しま 
す。 

SURROUND MODE: 

チヤンネルレベルは以下の3つのサラウンドモード 
毎に独立してメモリーされます。 

1. Multi Ch . STERE 〇のモード 

2. CSI のモード 

3. その他のモード 


CHANNEL LEVEL 

CENTER LEVEL: 

センタースピーカーの補正量は一 12 dB から+ 12 dB 

で 0.5 dB ステップで設定します。 

• SPEAKER SIZE メニューで セン ター ス ピー 
カーを 「 NONE 」 に設定した場合はこの設定 
は表示されません。 

SURR L/R LEVEL: 

サラウンドスピーカーの補正量は一 12 dB から十 12 dB 

で 0.5 dB ステップで設定します。 

• SPEAKER SIZE メニューでサラウンドス 
ピーカーを 「 NONE 」 に設定した場合は、この 
設定は表示されません。 

S. B L/R LEVEL: 

サラウンドパックスピーカーの補正量は一 12 dB か 

ら+ 12 dB で 0.5 dB ステップで設定します。 

• SPEAKER SIZE メニューでサラウンドバッ 
クスピーカーを 「 NONE 」 に設定した場合は、 
この設定は表示されません。 


SUB W LEVEL: 

サブウーファーの補正量は一 18 dB がら 十 12 dB で 

0.5 dB ステップで設定します。 

• SPEAKER SIZE メニューでサブウーファー 
を 「 NONE 」 に設定した場合は、この設定は 
表示されません。 

ご注意 

• Multi Ch . STEREO 、 CSII 以外のモードでの設 
定値は 2-2 Manual Setup の内の SPEAKERS 
し EVEL と連動します。 

5. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / 
▼ / ◄ / ►でカーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 
£ A /7"£/? ボタンを押して、 3. SURR SETUP メ 
ニューに戻ります。 


3-2 PLBx (プロロジック Bk ) MUSIC 
PARAMETER 

Pro LogicIx-Music モードは CD などのステレオ 
ソースで、豊かで包み込むようなサラウンド環境を 
実現します。 

1 .MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で「3. 
SURR SETUP 」 を選択し、 eV 7 F /? ボタンを押 
します。 

2■力ーソルボタン ▲ / ▼で 「PLIx MUSIC 
PARAMETER 」 を選択します。 

3. £ A /7 T /? ボタンを押して確定します。 



PARAMETER: 

力ーソル ボタン ◄ / ►で 「 DEFAULT 」 または 
「 CUSTOM 」 を選択します。 

「 CUSTOM 」 を選択した場合、以下の3つのパラ 
メータを設定することができます。 

PANORAMA: 

カーソル ボタン ◄ / ►で PANORAMA モードを 
「 ON 」 または 「 OFF 」 に設定します。 

PANORAMA モードでは、フロント左右スピー 
力一がら出る音がリスナーを包み込み、3次元空間 
の表現力が得られます。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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DIMENSION: =>3 

フロントとリアのレペル差を調整する機能です。 
入カソースによってはフロントが強くでるもの、リ 
アが強くでるもの、と多様異なりますので、この機 
能で好みのパランスを得ることができます。 -3 が 
ら3までの7段階の調整が可能です。 

CENTER WIDTH: 0 ^>... ^7 

センターチヤンネル成分を、徐々にフロント L / R の 
スピーカーに振り分ける機能です。 

センター成分を振り分けることで、スピーカー間の 
音色の不一致を緩和させることが可能になります。 
0がら7までの8段階の調整が可能です。 

センタースピーカーの設定が 「 NONE 」 に選択され 
ている場合は、この設定は選択できません。 

4 . 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / 
▼ / ◄ / ►でカーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 
ENTER ボタンを押します。 


2^ CSI/TS XT PARAMETER 

1. MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で「3. 
SURR SETUP 」 を選択し、ボタンを押 
します。 

2 . カーソルボタン ▲/ ▼で 「CSI PARAMETER 」 
を選択します。 

3 . £ A /7 T /? ボタンを押して確定します。 



TRUBASS: 0 ^>. .. =^>6 

• Tmbass は、パイプオルガンの低音再生技法を 
電気的に応用したもので、使用するスピーカー 
の fo (最低再生可能周波数)以下の低音を再生で 
きます。 

• 0から6まで7段階で設定できます。数値が上 
がる程、効果が大きくなります。 

• サブウーファーを使用している場合、本機能は 
サブウーファー出力に働きます。 

• サブウーファーを使用していない場合、本機能 
はフロント L / R 出力に働きます。 


SRS DIALOG: 0 j …6 

• SRS Dialog はダイアログ（台詞）を明瞭にする 
と共に、床置きのセンタースピーカーから出る音 
の音像定位を画面の高さから聴こえるように、 
上方向に移動(仮想配置)します。 

• 0から6まで7段階で設定できます。数値が上 
がる程、効果が大きくなります。 

• SPEAKER SIZE (スピーカーのサイズ）セット 
アップでセンタースピーカーを 「 NONE 」 と選択し 
ている場合、この設定を行うことはできません。 

4. 各設定が終了したとき、力ーソルボタン ▲ / 
▼ / ◄ / ►でカーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 
ENTER ボタンを押します。 


3-4 NEQ:6 PARAMETER 

DTS NE 0:6 は2チャンネル入力時、最大 6.1 チャン 
ネル出力を可能にしたモードです。 （5.1 チャンネル 
入力も対応。） 

このモードでは、センタースピーカーの音声イメー 
ジが拡大されます。 

1. MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で「3_ 
SURR SETUP 」 を選択し、 E 7 V 7 F /? ボタンを押 
します。 

2 . 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「 NE 0:6 PARAMETER 」 
を選択します。 

3. evre ? ボタンを押して確定します。 



4. 力ーソルボタン ◄ / ►で CENTER GAIN レべ 
ルを 0.0 から 1.0 の範囲で 0.1 単位で選択で 
きます。 

ご注意 

• この設定は NEO :6 Music モードのときのみ 
有効です。 

• センタースピーカーの 設定が 「 NONE 」 に選 
択されている場合は、この設定は選択できま 
せん。 


5. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
でカーソルを 「 RETURN 」 に移動し、 OV 7 T /? ボ 
タンを押します。 



































4 VIDEO SETUP 

ビデオに関する各種設定をします。 

1 .MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で「4. 
VIDEO SETUP 」 を選択し、 £ A /7 F /? ボタンを押 
します。 



2. カーソル ボタン 


で設定したいメニ 


選択し、 £ A /7 F /? ボタンを押します。 

• VIDEO CONVERT 

本機のモニター出力には映像信号のコンバート機能 
を装備しています。 

VIDEO CONVERT MENU では、各映像入カファンク 
シヨンごとに、コンパートの設定がおこなえます。 

1. MAIN MENU から力ーソルボタン ▲ / ▼で 
「 4. VIDE 0 SETUP 」 を選択し、 ENTER ボタンを 
押します。 

2 . カーソルボタン ▲ / ▼で 「VIDEO CONVERT 」 
を選択し ENTER ボタンを押します。 



3 . カーソルボタン ▲/ ▼で FUNCTION を選択し 
て力ーソルボタン ◄ / ►で VIDEO CONVERT 
の MODE 設定をおこないます。 

ANA & HDMI : 

アナログ映像信号（ビデオ， S ビデオ，コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンパート、ダウンコ 
ンパートをおこないます。 

さらに、アナログ映像信号から 、 HDMI への アップ 
コンパートもおこないます。 


ご注意 

• HDMI のデジタル映像信号からアナログ映 
像信号のダウンコンバートはできません。 

ANA ONLY : 

アナログ映像信号（ビデオ， S ビデオ，コンポーネ 
ントビデオ）の相互のアップコンパート、ダウンコ 
ンパートをおこないます 

アナログ映像信号から 、 HDMI への アップコン 
パートはおこないません。 

OFF : 

全てのコンバート機能を停止します。 

VIDE 〇コンパート機能の詳細については54ぺージ 
を参照してください。 

• TV -AUTO 

本機をテレビと連動させて、自動的に電源を入れ 
たり、スタンバイにする機能です。 

力ーソルボタン ◄ /►でこの機能を有効にし 
たいときは 「 ENABLE 」、 無効にしたいときは 
「 DISABLE 」 に設定します。 

詳細は53ページのテレビオート機能の項を参照 
してください。 

• OSDINFO 

音量のアップ/ダウン操作や入カファンクシヨン 
の切り替え操作をしたときに、モニターに操作の 
状態を OSD 表示する機能です。 

力ーソルボタン ◄ / ►で 「OSD INFO 」 機能を有効 
にしたいときは 「 ENABLE 」、 無効にしたいときは 
「 DISABLE 」 に設定します。 

この機能が不要の場合は 「 DISABLE 」 を選択して 
ください。 

• COMPONENT I/P 

4801で入力されたアナログビデオ信号を 480 p に 
変換してコンポーネント端子から出力する機能で 
す0 

力ーソルボタン ◄ /►でこの機能を有効にし 
たいときは 「 ENABLE 」、 無効にしたいときは 
「 DISABLE 」 に設定します。 

詳細は54ページのコンポーネント IP 機能の項を 
参照してください。 


• HDMI OUT 

HDMI の出力先を設定します。 

力ーソルボタン ◄/ ►で 、 HDMI 0 UTPUT 1 
に出力させたいときは「〇 UTPUT 1 」、HDMI 
〇 UTPUT 2 に出力させたいときは「〇 UTPUT 2」 
に設定します。 

リモコン （ RC 200 1) を使って HDMI 〇 UT を切り 
替える場合、リモコンを AMP モードに切り替え、 
002ページが表示されるまでく / >ボタンを押し 
ます。リモコン表示部に HDMI 1 または HDMI 2 
が表示されたら、 HDMI 1 ボタンまたは/ボ 
タンを押して切り替えます。 



• HDMI ASPECT 

本機に接続しているテレビの画面サイズに合わせて 
設定します。 

力ーソルボタン ◄ / ►を使って“ THROUGH ” また 
は“16 : 9 N 0 RM ” を選択します。 

THROUGH : 

入力されたままの画面のサイズで出力されます。 

16:9 NORM : 

テレビ画面の左右に黒い帯をつけて出力します。 

ご注意 

• 480i が入力され 、 HDMI RESOLUTION の設 
定が THROUGH 以外のとき、または 480 p 
が入力されたときに設定が有効になります。 

•入力されてぃる映像信号が 720 p 、 108 0i のと 
きはアス ぺク トを変換することができませ 
ん〇 

•ネットワーク選択時は、ネットワークの設定 
に依存します。 

• HDMI OUT 1 RES 
HDMI OUT 2 RES 

本機 HDMI 端子から出力される映像信号の解像度 
(画素数)を設定します。 

力ーソルボタン ◄ /►を使って下記の中から選択 
します。 

THROUGH ^ 480/576 p 9 720 p ^ 1080 i e 
1080 p e AUTO ^ THROUGH 


AUTO : 

HDMI 接続されているテレビに適切な解像度を自 
動で設定します。 

THROUGH : 

入力されたままの解像度で出力されます。 

480 p /576 p : 

480 p で出力されます。 

720 p : 

720 p で出力されます。 

1080 i : 

108 0 i で出力されます。 

1 080 p : 

108 Op で出力されます。 

ご注意 

•入力されてぃる映像信号が 720 p 、 108 0 i のと 
きは解像度を変換することができません。 
•ネットワーク選択時は、ネットワークの設定 
に依存します。 

• HDCP に対応してぃなぃモニターに接続し 
たときは映像が出力されません。 

• COMPONENT OUT 2 

COMPONENT MONITOR 〇 UT 2 の出力先を設 
定します。 

力ーソルボタン ◄ /►で、メインゾーンに出力さ 
せたいときは 「 MAIN 」、 マルチゾーンに出力させた 
いときは 「ZONE A 」 に設定します。 

ご注意 

• 「 ZONE Aj に設定したとき 、 COMPONENT 
MONITOR OUT 2 端子からは、ビデオ、 S ビデ 
才からアップコンバートされたビデオ信号 
は出力されません。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続 



応 E 


たと3- 


~の： 
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5 PREFERENCE 

(便利機能の動作設定) 


• ZONE SETUP : 

「5-1 ZONE SETUP 」(47 ページ参照） 

•DC TRIGGER SETUP : 

「5-2 DC TRIGGER SETUP 」(47 ぺージ参照） 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「5. 
PREFERENCE 」 を選択して、 ENTER ボタンを 
押します。 



2•カーソルボ タン ▲/▼/◄/ ►で設定するメ 
ニューを選択して、 0 V 7 F /? ボタンを押します。 

STANDBY: 

「 ECONOMY 」 に設定すると、スタンパイ時の消費 
電力を低減できますが、スタンバイ中、テレビオー 
卜 ON / OFF 、 RS -232 C の機能を使用できません。 
これらの機能を使用する場合は「 NORMAL 」 に設定 
してください。また、リモコンで電源を入れる場合、 
少し長めにボタンを押してください。 

參考：スタンバイ電力 

「 ECONOMY 」 ：約 0.7 W 
「 NORMAL 」 ：約 1.0 W 

AUDIO: 

AAC 、 二力国語モードのとき、 MAIN (主音声) SUB 
(副音声）のどちらの音声を出すかを決めます。 ▲ 
/ ▼で選択し ◄/ ►で MAIN - SUB - MAIN + 
SUB を選択します。 

HDMI AUDIO: 

HDMI 端子から入力された音声信号を、本機に接 
続されたスピーカーで再生するか、もしくは本機 
の HDMI 出力端子に接続したテレビやプロジェク 
ターで再生するかを設定します。 

ENABLE : HDMI 端子からの音声入力信号を本 
機で再生します。この場合、 TV やプ 
ロジェクターがらは音声信号は出力 
されません。 


THROUGH : HDMI に入力された音声は本機のプ 
リアウト端子からは出力されません。 
音声データは TV やプロジェクターに 
そのまま出力されます。マルチチャ 
ンネル対応 TV などで音声を聞きたい 
ときに使用します。 

HDMI LIP ( オートリップシンクコレクション ）: 

接続する映像機器によっては映像信号の処理時間 
が音声信号に対して長いものがあります。 HDMI 
1.3 a のオートリップシンクコレクション機能に対 
応した TV やプロジェクターを本機に接続した場 
合、この機能で自動的に映像と音声の同期をとる 
ことができます。 

力ーソルボタン ◄ / ►で ENABLE/DISABLE を切 
リ替えます。 

ENABLE : 才ートリップシンクコレクション機 
能を使用して映像と音声の同期を取 
ります。 

DISABLE : 才ートリップシンクコレクション機 
能をオフにします。 

ご注意 

• HDMI 1.3 a に対応してぃなぃ機器、または 
オートリップ シンクコレクション 機能に対 
応してぃなぃ機器を本機に接続した場合、こ 
の機能は使用できません。詳しくは接続す 
る機器の取扱説明書をご確認くださぃ。 

• この機能がご使用になれなぃ場合は、 LIP . 
SYNC (リップシンク）機能で映像と音声の 
同期を手動でとることができます。 （53 ペー 
ジ参照） 


P.AMP LINK: 

マランツ製のパワーアンプ（一部モデルを除く）と 
リモートコント□—ル接続する際に設定します。 
ENABLE : MM 8003とリモートコントロール接 
続する際に設定します。 

DISABLE : MM 8003以外のマランツ製パワーア 
ンプとリモートコント□—ル接続す 
る際に設定します。 

3. 各設定が終了したときは、カーソルボタン ▲/ 
▼で 「 RETURN 」 を選択し、 ENTER ボタンを押 
してサブメニュー （5. PREFERENCE ) に戻り 
ます。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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5-1 ZONE SETUP 

ゾーンシステムを使用する時の各設定をこの MENU 
でおこないます。 

アドバイス 

• ゾーンシステムについての詳細は57ページ 
を参照してください。 

1. カーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「5. 
PREFERENCE 」 を選択して、 ENTER ボタンを 
押します。 

2 . 力ーソルボタン ▲/▼/◄/ ►で ZONE SETUP 
「 A 」 または 「 B 」 を選択します。 

3. E / V 7 F /? ボタンを押します。 

以下の説明はゾーン A を設定する方法です。 
ゾーン B には映像出力機能はありません。 



4. カーソルボタン ▲/ ▼で必要な項目を選択し 
ます。 

VIDEO : 

ゾーン 出力の映像 ソースはカーソル ボタン ◄/ ► 
で選択します。 

AUDIO : 

ゾーン 出力の音声 ソースはカーソル ボタン ◄/► 
で選択します。 

ご注意 

• VIDEO と AUDIO のフアンクシヨンソース 
の切り替えは同時に動作します。 

TUNER を選択したいときには AUDIO ファ 
ンクシヨンを切り替えてください。 

SLEEP : 

SLEEP モードはゾーン出力が 「 ON 」 のときに利用 
できます。時間は カー ソルボタン ◄ / ►で設定でき、 
10分単位で最長120分まで設定できます。 


MONO/ST (モノラル/ステレオ）： 

ゾーン音声出力をモノラル出力にするとき 
は 「 MONO 」 を、ステレオ出力にするときは 
「 STEREO 」 を 力ーソル ボタン ◄/ ►で選択します。 

OSD INFO: 

ゾーンの入力切り替えを行なつた場合、ゾーンビデ 
才出力に〇 SD 表示が出力されます。 

この表示の 「 ONJOFF 」 を設定します。 

「 ENABLE 」 で有効 、 「DI SABLE 」 で無効にします。 

ZONE (ゾーン）： 

力ーソル ボタン ◄ / ►でゾーン機能の 「 ON 」「 OFF 」 
を設定します。 

SPKR (ゾーンスピーカー）： 

カーソル ボタン ◄ /►でゾーンスピーカー 機能の 
「 ON 」 「 OFF 」 を設定します。 

VOL (音量設定)： 

ゾーンの音量を可変するときは 「 VARU に、固定す 
るときは 「 FIXED 」 にします。 

LEVEL (音量レベル)： 

ゾーン出カレベルを カーソル ボタン ◄ /►で調整 
します。 一90 dB から OdB まで IdB 単位で設定 
できます。 

ご注意 

• ゾーンスピーカー機能の設定は 、 SPEAKER 
SIZE メニュー で 「SURR B 」 が' 「 NONE 」、 

I ZSPAJ または「 ZSP B 」 に設定され、かつリ 
アパネルで SPEAKER C が OFF 位置にある 
ときに変更できます。この設定が利用でき 
ないときは、「* * *」と表示されます。 

•「 VOL 」 が 「 FIXED 」 に設定されている場合 
は 、 ZONE RC IN に接続された外部 IR レシー 
バーからボリュームのアップ/ダウン操作を 
行ってもゾーン出カレベルの調整はできま 
せん。 

5. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを「 RETURN 」 に移動し、 ENTER ボ 
タンを押します。 


5-2 DC TRIGGER SETUP 

本機は、メインゾーンまたはゾーンの入カファンク 
シヨンと連動して DC トリガー出力をコント□—ル 
することができます。この DC トリガーコント□— 
ル端子は2系統あり、各端子ごとの個別設定が可能 
です。 

1. 力ーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「5. 
PREFERENCE 」 を選択して、 ENTER ボタンを 
押します。 

Z カーソルボタン ▲/▼/◄/ ►で 、 DC TRIGGER 
SETUPrl 」 または「2」を選択します。 

3 . ev 7 F /? ボタンを押して確定します。 



4. 力ーソルボタン ◄/ ►で 、 「MAIN ZONE 」、 
「ZONE A」、「ZONE B 」、「 REMOTE 」、 
「 DISABLE 」 のいずれかを選択します。 

• MAIN ZONE 

メインゾーンのファンクションに連動して DC 
トリガー出力をコント□ールします。 

• ZONE A 

ゾーン A のファンクションに連動して DC トリ 
ガー出力をコント□ールします。 

• ZONE B 

ゾーン B のファンクションに連動して DC トリ 
ガ_出力をコント□ールします。 

• REMOTE 

リモコンで DC トリガー出力をコント□—ルし 
ます。 

ご注意 

• RC 2001ではこの機能はご使用になれ 
ません。 

• DISABLE 

DC トリガー機能を停止します。 

5. 設定したい入カファンクションを力ーソルボ 
タン ▲/ ▼で選択します。 

6. 力ーソルボタン ◄/ ►で 「 ON 」 か 「 OFF 」 に設定 
します。 


7. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
で力ーソルを「 RETURN 」 に移動し、 ENTER ボ 
タンを押します。 

DC TRIG -2 も同様に設定できます。 

ご注意 

• 設定した ZONE で ON に設定したファンク 
シヨンが選択されたときに DC TRIGGER 
OUT に電圧が出力されます。 


名称 


本操作 


:接続 
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6 ACOUSTIC EQ 


ACOUSTIC EQ (アコースティックイコライザー） 
の SETUP MENU の設定で使用するイコライザーの 
選択とイコライザーカープを設定することが出来ま 
す。 

• PRESET G . EQ ADJ : 

「6-1 PRESET G.EQ ADJ 」(49 ぺージ参照） 

• CHECK AUTO : 

「CHECK AUTO 」(49 ぺージ参照） 

EQ MODE : 

本機にはユーザーが好みによって手動でグラフィッ 
クイコライザーを設定する 「 PRESET 」 および、 
AUTO SETUP の自動測定の演算処理で決められ 
る 「 FRONT 」、「 FLAT 」、「 AUDYSSEY 」 の3種類の 
MultEQ (マルチイーキュー)が用意されています。 

FRONT : 

センター、サラウンド、サラウンドパックの各ス 
ピーカーの 特性をフロントス ピーカーの 特性に合 
わせて補正します。 

FLAT : 

全てのスピーカーの周波数特性をフラットになる 
ように補正します。 

AUDYSSEY : 

リスニングルームの音響特性を最適な環境に補正 
するよラすベてのスピーカーの周波数特性を補正 
します。 

PRESET : 

PRESET MODE はユーザーが PRESET G£Q 機 
能を使用してお好みに合わせて調整することがで 
きる MODE です。 

(PRESET G . EQ 機能については49ぺージを参 
照してください） 

OFF : 

アコースチックイコライザーを使用しないとき 
は〇 FF を選択します。 

ご注意 

•「 FRONT 」 、 「 FLAT 」、「 AUDYSSEY 」 の MultEQ 
の設定値は自動測定の演算処理で決められ 
るため、その値を変更(調整)することはでき 
ません。 


力ーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「6. 
ACOUSTIC EQ 」 を選択し、 eV 7 F /? ボタンを押 
します。 



2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「EQ MODE 」 を選択し 
ます。 

3. 力ーソルボタン ◄ / ►で 「 FRONT 」、「 FLAT 」、 
「AU DYSSEY 」 、「 PRESET 」 、「 OFF 」 のし、ずれか 
を選択します。 

アドバイス 

•EQ MODE に 「 FRONT 」、「 FLAT 」、 
「 AUDYSSEY 」 を選択した時は、デイスプレ 
イ表示部に「 EQJ の表示がされます。 

4. 設定が終わったら、力ーソルボタン ▲/▼/◄/ 
►でカーソルを「 EXIT 」 に移動して ENTER ボタ 
ンを押して設定を終了します。 

リモコン ( RC 200 1 ) を使って EQ MODE を切り替え 
る場合、リモコンを AMP モードに切り替え、003 
ページが表示されるまで</>ボタンを押します。 
リモコン表示部に EQ が表示されたら、 EQ ボタンを 
押します。 




このボタンを押す度に EQ MODE は以下のように切 
り替わります。 

OFF — FRONT— FLAT— AUDYSSEY -► PRESET 
个 I 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続 



応用操作 困ったときは その他 
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ご注意 

•「 FRONT 」、「 FLAT 」、「 AUDYSSEY 」 の各 
モードは、一度 AUTO SETUP (オートセット 
アップ）を実行した後に選択ができるように 
なります。 

• AUTO SETUP (オートセットアップ）の測定 
を行ったときに 「 NONE 」 に設定された、ス 
ピーカーを MANUAL SETUP で使用でき 
るように設定し直した場合は、 「 FRONT 」、 
「 FLAT 」、「 AUDYSSEY 」 の各モードの選択は 
できなくなります。 

• EQ MODE で選択した各イコライザーは、ピュア 
ダイレクト、ソースダイレクト、 7.1 ch INPUT および 
ドルビーへッドホンおよびドルビーバーチヤルス 
ピーカーモードをご使用の際は無効になります。 

• EQ MODE で選択した各イコライザーは 、 Dolby 
True HD、Dolby Digital PLUS 、 DTS - HD 信号 
を再生中は無効になります。 

この場合でもスピーカーオートセットアッ 
プで設定された内容（スピーカーの有無/ 
距離/サイズ/チヤンネルレベル/クロス 
オーバー）は有効です。 

• EQ MODE が働いているときはトーンコント 
ロールは無効になります。 























































































6-1 PRESET G . EQ ADJ 

7 チヤンネル（フロント L / R 、 センター、サラウンド 
L / R 、 サラウンドパック L / R ) 毎に9バンド (63 Hz 〜 
16 kHz の9ポイント）のグラフ ィ ックイコライザー 
を設定できます。 

1. カーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「6. 
ACOUSTIC EQ 」 を選択して、 EA /7 F /? ボタンを 
押します。 

2 . 「PRESET G . EQ ADJ 」 を力ーソルボタン ▲/ 
▼で選択します。 

3 . ev 7 F /? ボタンを押して確定します。 



RESET : 

イコライザー設定をフラットに戻したいときに使 
用します。 カーソル ボタンでリセットしたいチヤ 
ンネルを選択し、次に £ A / r £7? ボタンを押して確定 
します。 

「 ALL 」 ：すべてのチヤンネル 

rCHJ :現在表示されているチヤンネルのみ 

CH : 

調整するサラウンドチヤンネル （ FL ， C ， FR ， SR ， 
SBR , SBL , SL ) を 力ーソル ボタン ◄ / ►で選択し 
ます。次に▼ボタンで補正モードに移行します。 

補正する周波数： 

補正したい周波数（グラフの上の）を カーソル ボタ 
ン ◄ / ►で選択します。 EA /7 F /? ボタンを押して確 
定します。 力ーソル ボタン ▲/ ▼でレベルを調整 
します。（レベルは、 一20 dB から+9 dB の範囲 
で 0.5 dB 単位で調整できます。） £ A /7 T /7 ボタンを 
押して確定します。 

◄ /►で次の周波数へ進み、レベル調整を再び行い 
ます。 


6-2 CHECK AUTO 

オートセットアップの測定結果で設定された MultEQ 
を確認できます。 

1 . 力ーソルボタン ▲/ ▼で MAIN MENU から「6. 
ACOUSTIC EQ 」 を選択して、 ENTER ボタンを 
押します。 

2 . 「 CHECKAUTO 」 をカーソルボタン ▲/ ▼で選 
択します。 

3. OV 7 F /? ボタンを押して確定します。 



4. MD (モード）に力ーソルを移動して力ーソ 
ルボタン ◄ / ►で確認したい MultEQ カーブ 
( AUDYSSEY , FRONT FLAT ) を選択します。 

図は左から、グラフ、補正した周波数 （ Hz ) 、補正量 
( dB ) です。 


CH : 

確認したいチヤンネルを カーソル ボタン4/►で 
選択します。 

5. 力ーソルボタン ▲/ ▼で 「 RETURN 」 を選択し、 
£ A /7 T /? ボタンを押して「6. ACOUSTIC EQ.J 
に戻ります。 


4. 各設定が終了したとき、カーソルボタン ▲ / ▼ 
でカーソルを「 RETURN 」 に移動し、 ENTER ボ 
タンを押します。 


7 NETWORK SETUP 


本機と接続されているネツトワーク機器にある音 
楽、写真、動画ファイルを再生する機能に関する設定 
です。 

ご注意 

本機の NET WORK のトツプページが選択され 
ている時のみ設定を変更できます。 

1 .MAIN MENU から力ーソルボタン ▲/ ▼で、 
「7 _NETWORK SETUP 」 を選択し、 eV 7 F /? ボ 
タンを押します。 



2. 力ーソルボタン ▲/ ▼で設定したいメニューを 
選択し 、ENTER ボタンを押します。 

VIDEO : 

本機のカラー方式は NTSC 固定です。 

RESOLUTION : 

力ーソル ボタン ◄ /卜で、 NETWORK PLAYER 
での映像信号の解像度（画素数）を下記の中から 
選択します。 

“480 i ” - “480 p ” - “720 p ” - “ 1080 i w - 
“ AUTO ”-“480 i ” 

• ビデオ/ S - ビデオ出力をお使いの場合は 
4801に設定してください。 


ご注意 

• AUTO 設定時に、 HDMI 接続しているモニ 
ターを変更した場合、自動的にトップメ 
ニューに戻り、モニターに適切な解像度に変 
更されます。このとき、ダイアログや TOOL 
メニューが'表示されていると、ダイアログや 
TOOL メニューを消す操作を行った後、解像 
度が変更されます。 

• HDMI 接続されたモニターをお使いの場合、 
NETWORK 入力の時は RESOLUTION で設 
定された解像度で出力されます。 


SCREEN SAVER : 

力ーソル ボタン ◄ /►で、本機から出力する映像 
信号のスクリーンセーパーの“オン”または“オフ” 
を選択します。 

ON (初期値)： 

Network 画面および設定画面で10分間操作し 
なかつた場合、テレビ画面はスクリーンセーパー 
1犬態になります。 

OFF : 

10分以上操作しなくても、スクリーンセーパー 
状態にはなりません。 



AUTO (初期値)： 

HDMI 接続されているテレビに適切な解像度に設 
•疋; します。 

(テレビと HDMI 接続されていないときは 480 i で出 
力） 

( DVI に変換して接続しているときは 480 p で出 
力） 

480 i : 

480 i で出力されます。 

480 p : 

480 p で出力されます。 

720 p : 

720 p で出力されます。 

1080 i : 

108 0 i で出力されます。 
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応用操作 


この章におけるリモコン操作は、リモコンの動作 
モードを AMP にした状態で動作します。 


アンプ操作 


スリープタイマーを伸う 

設定した時間になると自動的に電源がスタンバイ状 
態になる機能です。最大120分まで設定可能です。 






I AMP i 

(2 ： 
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i.i _ . し 1 HA 
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LJ 

DISPLAY 
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] 

SURF! MODE ： 
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- i NHi i i + 
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1. リモコンを AMP モードに切り替え、001ペー 
ジが表示されるまで、</>ボタンを押します。 

2. リモコンのボタンを押します。押すご 
とに本機表示部の設定時間表示が下記のよう 
に変わります。 

OFF - ► 10->-20-»30-^40- ► 50 

t I 

120 **— 110 — 100 ^— 90 - 80 -*- 70 - 60 

3. ご希望の時間を表示したら、数秒間お待ちくだ 
さい。スリープタイマーがセツトされます。 

本機表示部内の SLEEP が点灯します。 

4. スリープタイマーを解除したい場合は、上記の 
手順2•と3■を行って OFF を選択してください。 


ディスプレイモード 

本機表示部の表示動作モードを選択できます。 

入力表不： 

選択した入カファンクション状態を表示します。 

モード表示： 

FUNCTION INPUT SETUP (35 ぺージ参照）で設 
定した入カモードの状態を表示します。 

サラウンド表示： 

選択したサラウンドモード状態を表示します。 

Auto Display Off : 

本機の操作をしたときに、5秒間表示した後消 
灯します。 

Display Off : 

常に消灯した状態です。 


DISP 


DISPLAY 





D 


DISPLAY 
SURF ；： NODE ： 


c 




1 . 本機のボタンまたはリモコン 
ボタンを押します。 

これらのボタンを押すごとに、表示動作状態が順 
番に切り替わります。 

ご注意 

• Display Off 状態では、本機表示部の DISP 表 
示だけはこの機能が動作状態であることを 
表すために点灯します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ困ったときは その他 
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• 録画をする 


入九モード切り替え 


本機を操作して、記録用機器へ録音/録画すること 
ができます。このため本機は TAPE 〇 UT、CD/CDR 
OUT,VCR 1〇 UT、DSS/VCR2 OUT 端子を装備して 
います。 


デジタル入力を設定したファンクションを選んでい 
る場合、以下の入カモードを一時的に切り替えるこ 
とが可能です。 


1. 本機のフロン トパネルのインプットセレク 
ターを押します。またはリモコンの HOME ボ 
タンを押してから1〜9の数字ボタンで録音す 
る入カソースを選択します。 



1 ■ ~1 


© 0 ® 

C 1 ) (. 2 ] c 3 ^) 

(Z) GE) GD 
CX)_ CX)__CZ) 

()t )() 

O0OO 





2 . TAPE OUT 、 CD/CDR OUT 、 VCR 1 OUT 、 およ 
び DSS / VCR 2 OUT 端子から選択した入力信 
号が録音/録画用として出力されます。 

3. 接続した記録用機器を録音/録画モードにし、 
録音/録画を開始します。 

ご注意 

• デジタル信号入力だけの接続の場合 、 TAPE 
OUT 、 CD/CDR OUT 、 VCR 1 OUT 、 および 
DSS / VCR 2 OUT 端子への出力は得られませ 
ん。録音機能を利用する場合は、アナログ信 
号入力の接続も行ってください。 

• ビデオ信号入力から S - ビデオ信号出力への 
変換、および S - ビデオ信号入力からビデオ 
信号出力への変換は行いません。必ず同一 
の入出力にてご利用ください。 


Auto mode : 


HDMI mode : 
Digital mode : 
Analog mode : 


選択した入力機器に対して HDMI 
またはデジタル入力端子に入力さ 
れているデジタル信号の有無を自 
動的に検出します。 

(HDMI 入力とデジタル入力が検 
出された時は、 HDMI 入力が優先さ 
れます） 

デジタル信号が入力されていない 
場合はアナログ入力が自動的に選 
択されます。 

HDMI 入力に固定されます。 
デジタル入力に固定されます。 
アナログ入力に固定されます。 



1. リモコンの AMP モードに切り替え、002ペー 
ジが表示されるまで</>ボタンを押します。 
その後、ボタンを押します。 

ボタンを押すごとに、入カモードが順番に切リ替 
わります。 


Auto — HDMI — Digital — Analog — Auto 


ご注意 


• HDMI 入力端子に入力される信号は録画/録 
音することはできません。 


• ここで選択した入カモードは一時的な設 
定です。入カファンクシヨンを切り替えた 
り、スタンバイにした後は、セットアップメ 
ニューで設定した入力設定に戻ります。 






























































































































M-DAX 

ユ Marantz Dynamic Audio eXoander) 

再生中の MP3 や AAC ファイルなどの非可逆圧縮に 
よって失われた音域成分を補ろ機能です。 

お好みに合わせて効果のレベルを下記のように切り 
替えることができます。 

“HIGH” ：強めの効果 
“LOW” ：弱めの効果 
“OFF” ：機能しない 


(本機で操作する場合） 

本機の M-DAY ボタンを押します。 

(リモコンで 操作する場合） 

リモコンを AMP モードに切り替え、001ぺージが 
表示されるまで、</>ボタンを押しますその後、 
M-DAV ボタンを押します。 

これらのボタンを押す毎に、 M-DAX 機能は以下のよ 
うに切り替わります。 

OFF - ► LOW - ► HIGH 


ご注意 

• M - DAX 機能は 48 kHz 以下の PCM および 
2 ch アナログソースに対応しています。 

• M - DAX 機能が働いているときはトーンコン 
トロールは無効になります。 

• M - DAX 機能は、ドルビーバーチャルスピー 
カーモードが選択されているときは使用で 
きません。 


サラウンドモードの潠択 

入カファンクションを選んだ後は、ご希望のサラウ 
ンドモードを選択します。 

各サラウンドモードについては79ページのサラウ 
ンドモードの項を参照してください。 



(本機で操作する場合） 

本機の/!びァ〇ボタンを押して才一トサラウンドモー 
ドを選択します。 


(リモコンで 操作す る 場合） 

リモコンを AMP モードに切り替え、005ページが 
表示されるまで</>ボタンを押します。その後、 
AUTO S ひ/?/?ボタンを押してオートサラウンドモー 
ドを選択します。 

オートサラウンドモードに THX モードを付加した 
い場合は本機またはリモコンの 77YX ボタンを押しま 
す。 

(他のサラウンドモードを選択する場合は、リモコン 
でご希望のサラウンドモードボタンを押して選択す 
るか 、本獅 SURROUND MODE ボタンを押して選 
択します。） 
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ダイアログ • ノーマライゼージョン • 

メッセージについて 

ダイアログ • ノーマライゼーション （Dial Norm) は 
ドルビーデジタルの機能です。ドルビーデジタルで 
エンコードされたソフ ト ウェアを再生する時、フロ 
ン ト パネルに 「D-NORM X dB 」 （Xは数値）という短 
いメッセージが表示されることがあります。ダイア 
□グ • ノーマライゼーション機能は、再生中のソフ 
ト ウェアが特定の出力基準レベルより高いレベルで 
録音されているか、低いレベルで録音されているか 
を表示し、基準レベルに自動的に合わせてどのソフ 
ト ウェアでも同一に感じる音量レベルで再生する機 
能です。 


バ』モ ■— E 

夜間などに再生音のダイナミックレンジを抑えて、 
全体の音量を上げずにノ」 v さな音声を聞きやすくする 
ことができます。 

ナイトモードはドルビーデジタル音声に対してのみ 
効果があります。 



1. リモコンを AMP モードに切り替え、003ペー 
ジが表示されるまで< / >ボタンを押します。 

2 . /V/GH7 ■ボタンを押すごとに AUTO、ON、OFF 
にナイトモードが切り替わります。 

AUTO : 



Dolby TrueHD ソフトに含まれている信号を検出 
して、自動的にナイトモードを〇 N にするか〇 FF 
にするか選択します。 Dolby TrueHD 以外のドル 
ビーデジタル音声ではナイトモードはオフになり 
ます。 


ON : 



ナイトモード機能をオンにします。 


OFF : 



ナイトモード機能をオフにします。 


•ナイトモード機能が働いているときは本機表示部 
内の NIGHT が点灯します。 

• ピュアダイレクト、ソースダイレクト、 7.1CH 
INPUT 機能を選択しているときはナイトモードは 
オフになります。 


へッ ドホンで聞く 


へッドホン （PHONES) 端子は、本機をへッドホンで 
聴く場合に使用します。標準ステレオプラグヘッド 
ホンをご使用ください。 

へッ ドホン端子を使用しているときは、スピーカー 
が自動的にオフになります。 



ご注意 

へ、、 J ドホンを端子から夕 t すと、サラウンドモー 
ドは以前の設定に戻ります。 


A 警告 

へッドホンの音量が大きすぎると、耳を傷 
めることがあります。音量が大きくなりす 
ぎないように注意してください。 
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ドルビーへッドホン•モード 

ドルビーへッドホンモードは、スピーカーで再生し 
たときの波形を再現することにより、通常のヘッド 
ホンでマルチチヤンネルサラウンド音声を楽しむこ 
とができます。 2ch ステレオ音声を再生時には前方 
のスピーカーから聴こえるよラな効果があります。 
へッドホンを使用すると、 M£/V ひ ボタンは自動的に 
ドルビーへッドホン • モードに切り替わります。 
/wewy ボタンを押したときに表示される〇 SD メ 
ニューは次のとおりです。 



DOLBY HP (へッドホン）モードは左右の力ーソル 
ボタンで選択できます。 

BYPASS 一 DH 一 BYPASS 

BYPASS: ドルビーへッドホン • モードにはならず、 
通常の 2ch ステレオ音声を出力します。 
DH: ドルビーへッドホン，モード。 

ピュアダイレクトおよびソースダイレクトモードを 
選択したときはドルビーサラウンド処理が省略さ 
れ、モード • 表示には「***」が表示されます。 

ドルビーへッドホン • モードがオンのときは、サラ 
ウンドモードを選択できます。 

「L/R LEVEL」 は±12 dB の範囲で設定できます。 

ご注意： 

•へッドホンを端子から外すと、サラウンド 
モードは以前の設定に戻ります。 

. ドルビーへッドホン.モードがオンのとき 
は、トーンコントロールおよび ACOUSTIC 
EQ は設定することはできません。 


アッテ糸一卜機能 

アナログ信号入力を本機にて再生しているとき、本 
機表示部の PEAK 表示が点灯する場合があります。 
これは、本機の内部処理に対して入力信号レベルが 
大きすぎることを意味します。このときアツテネー 
卜機能によってアナログ入力信号レベルを減衰させ 
ることができます。 



• この機能は、アナログ入力が選択されている場合 
に有効です。 

•この機能は、各入カファンクションごとにメモ 
リーされます。例えば、 CD を選択しアツテネー 
卜機能を設定して、他の入力に切り替えた後、再び 
CD を選択したときに、アツテネート機能は有効に 
なっています。 

1. リモコンを AMP モードに切り替え、004ペー 
ジが 表示されるまで< / >ボタンを押します。 

2. リモコンの >47T ボタンを押します。 

本機表示部の ATT 表示が点灯し、動作状態を表 
します。アナログ入力信号レベルがおよそ半分に 
減衰されます。 

3. アツテネート機能を解除したい場合は、再度 
>4 7T ボタンを押します。 

ATT 表示が消えます。アナログ入力信号レベル 
がもとに戻ります。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ困ったときは その他 
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7.1CH INPUT 

マルチチャンネ ルスーパー オーディオ CD プレー 
ヤーや DVD-Audio プレーヤーなどのマルチチャン 
ネル信号に対応するための 7. 1 ch の外部入力端子が 
搭載されています。これらの入力信号は内部サラウ 
ンド処理をバイパスしてポリュームコントロールを 
通過した後、プリアウト端子へ出力されます。 

この機能が働いているときは、入カファンクション 
を切り替えることができません。この機能に合わせ 
て楽しみたいビデオ系の入カファンクションを選択 
してか 57_7CW/A/Pt；r ボタンを押してください。 



Ilk, 

2.-CP) 
4 . 



<〇>2. 

4 . 


LMENUJ ^__ JJ {^EXTTJ 



1 . 本機またはリモコンでご希望のビデオソース 
(入カファンクション）を選択します。 


2 . 本機またはリモコンの 7.1 CH INPUT (7.1 CH 
//W ボタンを押します。 

7.1CH INPUT の各チヤンネルの音量パランス 
を調整したい場合は SETUP MENU の “7.1CH 
INPUT LEVEL” を選択して、調整してくださし、。 
(35 ぺージ参照） 

3 . 本機の VOLUME つまみを回すか、リモコンの 
VOL (+)、 ソボタンを押して、全体の音量を 
お好みのレベルに合わせてください。 

4. 7.1CH INPUT を解除する場合は、再度本機ま 
たはリモコンの 7.1 CH INPUT (7. ICHfN ) ボタ 
ンを押します。 


ご注意 


• 7.1 CHINPUT を選択しているとき、サラウ 
ンドモードは選択できません。また 7.1 CH 
INPUT を選択しているときは、録音出力端 
子には信号は出力されません。 


3 . 

































































































AUX 入力 

7.1CH-INPUT 機能を使用しない場合、 7.1CH 入力 
端子の FRONT L/R 入力を AUX 入力端子としても 
使用可能です。この場合、他のオーディオ入力端子 
(CD, TUNER など）と同様にサラウンドモードの選 
択、Iンコント □— ル、 Tape- 〇 ut、VCR-out など 
を機能させることができます。 



CZ3 
{ > 


( (HOME) ) 

rTi 


() 


CD CJ) 

CD GE) (CD) 
CD CD » 

Cti£) QJ (Ei^) 

0 0 0 0 




d / 


1. 本機のインプットセレクターで AUX を選択し 
ます。またはリモコンの/ 70M£ ■ボタンを押し、 
数字の“6”ボタンを押して AUX を選択します。 


V-QFF (ビデオ出力 OFF) 機能 

この機能は、各映像出力端子 （ ビデオ、 S ビデオ、コン 
ポーネントビデオ、 HDMI) の出力を停止します。 

V-OFF 


〇 


) 〇 〇 〇 〇 〇 < 


ブ.リモコンを AMP モードに切り替え、004ペー 
ジが表示されるまで</>ボタンを押します。 
その後 VIDEO OFF ボタンを押します。 

本機表示部の V-0FF 表示が点灯し、動作状態を 
表します。 

2. ビデオ出力 OFF を解除したいときは、再度 
VIDEO OfF ボタンを押します。 

ご注意 

. ビデオオフ状態が選択されていても OSD メ 
ニューを選択した場合はメニュー画面が出 
力されます。 



2 . 


3 


G 

3 

TEST TONE 

G 

D 

Chi SELECT 

G 

3 

-CH LE 1 : ハ 

C 

1) 

RTT 

VIDEO OFF 

d 

00 斗 /00 S Him 
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テレビオート機能 （TV-AUTO) 

本機をテレビと連動させて、自動的に電源を入れた 
り、スタンパイにすることができます。テレビの電 
源を入れると本機の電源が入り、テレビの電源を切 
ると本機は5分後にスタンバイになります。 

1. この機能を使う場合は、 0SD メニュー シス 
テムの 4. VIDEO SETUP にて TV-AUTO : 
ENABLE の設定を行ってください。 （45 ペー 
ジ参照） 

2. テレビ側のビデオ信号出力端子と本機のテレ 
ビ用ビデオ信号入力端子を接続します。 

3. 電源 ON 状態からスタンバイになる動作は、本 
機の入カファンクションを TV に設定したとき 
のみ有効です。 

ご注意 

• 本機能はスタンバイ状態に入った後10秒後 
より有効となります。 


• STANDBY MODE (スタンバイモード）を 
ECONOMY に設定している場合、この機能 
は働きません。本機能を使用する場合は 
STANDBY MODE を NORMAL に設定して 
ください。 

• 本機能は、 S - VIDEO、COMPONENT VIDEO 、 
HDMI の入力端子には対応しておりません。ご 
利用の際は必ず VIDEO 入力端子を使用 YX くす i 
さい。 


LIP.SYNC ('J ッゴ. •^ンク）機首泛 


デュアルバックア 、〇 。メモジー機能 


接続する映像機器によっては、映像信号の処理が 
オーディオ信号に対して時間差があるものがありま 
す。 

この差は、ほんのわずかですが映画や音楽を楽しむ 
上では*^ァも重要でオ 

LIP.SYNC 機能は、オーディオ信号を遅らせて映像 
との時間差を調整します。操作はリモコン AMP モー 
ド002 ページ (D LIP.SYNC ボタンと 力ー ソルの左右 
ボタンで行います。リモコンは AMP モードにして 
がら操作を行ってください。初期値は〇 FF(0ms) 
で、最大200 ms まで 10ms ステップで調整できます。 
ディスプレイやプロジェクター等の映像機器で映像 
を確認しながら調整してください。 



• この機能は ソース ダイレクトまたはピュア 
ダイレクトモードまたは 7.1 CHINPUT では 
OFF (0 ms ) になります。 ソース ダイレクト 
またはピュアダイレクトモードまたは 7.1 CH 
INPUT が解除されると設定した値に戻りま 
す0 

• HDMI 1.3 a のオートリツプシンク機能に対 
応した TV やプロジェクターを本機に接続し 
た場合、自動的に映像と音声を同期させるこ 
とができます。この機能の操作については 
46ページを参照してください。 


本機は電源を切った状態でも設定した各種内容を内 
部の不揮発メモリーに記憶しています。 

デュアルバックアップメモリー機能は記憶した内容 
をさらに別のメモリーエリアに書き込み、ユーザー 
が残したい設定をパックアップし、いつでもその設 
定を呼び出すことができます。 

•バックアップ 


1 . 本機を記憶させたい状態にし設定してフロン 
トノ《ネル上の MEMORY と ENTER ボタンを同 
時に3秒以上押し続けます。 




と表示され、本機の設定が記憶されます。この記憶 
された内容は、再度デュアルパックアップメモリー 
機能を使って設定の上書きがされるまで残すことが 
できます。 

• 以下の設定値はパックアップされません。 

• メインゾーンのボリューム 
• ゾーンのボリューム 
• ゾーン スピーカー のボリューム 



53 

















































































































鲁メモリー呼出機能 

パックアップした設定は次の操作で呼び出せます。 

1. フロントパネル上のル/とル/ EA /“ボタ 
ンを同時に 3 秒以上押し続けます。 



、〇 6 〇 


FL ディスプレイに 


と表示されて記憶した設定状態に本機を再設定しま 
す0 

この時本機は一度スタンパイ状態になります。 

また、パックアップデータが存在しない場合は FL 
ディスプレイに 


と表示されてパックアップのリカパリーは行われま 
せん0 

• 以下の設定値はパックアップされないため、各ボ 
リュームの値は初期値の状態になります。 

• メインゾーンのボリューム 
• ゾーンのボリューム 
• ゾーン スピーカー のボリューム 


ビデオコンバート機能 
#アナログビデオコンバートについて 

本機の モニター 出力には映像信号のコンパ ート 機能 
を装備しています。 

このため再生機器と本機の映像入力端子 （ ビデオ、 
S - ビデオ、コンポーネント）との接続方法に関わら 
ず、本機モニター出力端子とモニター間の接続方法 
については、より高品位な接続方法のケーブルを1 
本繋ぐだけで視聴できます。 

(設定のしかたについては45ページを参照） 

#アナログビデオ信号から HDMI への 
アップコンバート 

本機のアップコンパート機能は入力されたアナログ 
ビデオ信号（コンポーネントビデオ信号の解像度が 
480 i 、480 p 、720 p 、108 Oi のとき、または S ビデオお 
よびビデオのビデオ信号のとき）を HDMI 出力端子 
に出力することができます。 

(設定のしかたについては45ぺージを参照） 

ご注意 

• この機能は、録画用ビデオ出力端子には働き 
ません。 

• この機能は、スチル、早送り、逆再生等では、 
正常に再生されなぃことがあります。 

• ビデオコンバート機能は、ご使用になるテレ 
ビ、プロジェクター等によっては同期ずれ等 
の不具合が発生する場合があります。 
このような場合はビデオコンバートの機能 
を OFF にしてご使用くださぃ。 

• この機能は常にビデオ入力信号を監視して 
おり、入力されてぃる信号に合わせてコン 
バートをするかしなぃかを決めてぃます。 
しかし、入力されるビデオ信号によっては正 
確な検知ができなぃこともあります。 

• 最高のビデオ品質を得るために、 THX はビ 
デオコンバート機能を OFF にすることを推 
奨してぃます。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ 
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接続例 

• モニター を本機の HDMI モニター 端子に接続した場合 



ご注意 


•再生機器から入力されるコンポーネントビ 
デオ信号の解像度が 480 i 、480 p 、720 p 、 108 Oi 
以外のときは本機の HDMI モニター端子か 
ら映像出力されません。 


• モニターを本機の VIDEO または S - VIDE 〇モニ 

夕—晒つ^こ接続し/こ领合 



ご注意 


• 再生機器から入力される HDMI ビデオ信号 
は本機の VIDEO , S - VIDEO モニター端子か 
ら出力されません。 

•再生機器から入力されるコンポーネント 
ビデオ信号が 480 i 以外のときは本機の 
VIDEO , S - VIDEO モニター端子から出力さ 
れません。 


• モニターを本機の COMPONENT VIDEO 

モニタ _ 晒し接続した土菊合 



C- 注葸 

• 再生機器から入力される HDMI ビデオ信号 
は本機の COMPONENT VIDEO モニター端 
子から出力されません。 

OSD メニューシステムについて 

• OSD メニューシステムは全ての映像端子（ビ 
デオ、 S - ビデオ、コンポーネント、 HDMI ) に 
出力されます。 

• OSD インフォメーションは VIDEO または 
S - VIDEO のモニター出力端子にのみ出力さ 
れます。 

本機の VIDEO または S - VIDEO の人力端子 
に入力された映像信号をビデオコンバート 
し 、 COMPONENT VIDEO または HDMI の出 
力端子から出力した場合は、 OSD インフオ 
メーシヨンが出力されます。 


コンポー念ン M/P 機能 

本機の VIDE 〇回路には I / P コンパート機能が装備さ 
れています。 

この機能をオンすることで、再生機器から入力され 
るアナログビデオ信号（ビデオ、 S - ビデオ、コンポー 
ネントビデオ）の 480 i を 480 p にコンパートして本 
機の COMPONENT VIDE 〇出力端子にプログレッ 
シブ出力することができます。 

(設定のしかたについては45ぺージを参照してくだ 
さい） 

MDM 瞧像度 

入力したアナログ映像信号をビデオコンバージョン 
機能によって HDMI へ出力するときの、解像度を設 
定します。 480 i 信号は 480 p 、 1080 i 、720 p 、 108 Op 
信号へ、 480 p 信号は1 080 i 、 720 p 、108 Op 信号へ変 
換できます。 HDMI 出力1、出力2に対して、出力解 
像度を設定できます。 

こ'5主意 

• 1080 i 、720 p または108 Op 信号に対応して 
いないモニタ _ と接続する場合は、1080 i 、 
720 p または1 080 p に設定しないでくださ 
し、 SETUPMENU か*表示されません 。 SETUP 
MENU が表示されない場合は、本体表示部を見な 
がら設定を変更してください。 

• 720 p 信号を1080 i 、 108 Op 信号に、108 0 i 信号 
を108 Op 信号に変換することはできません。 
720 p および108 0 i 信号をコンポーネントビデオ 
入力した場合は同じ解像度で HDMI 出力されま 
す。 （ HDMI 解像度設定は無効になります。） 

• コンポーネントビデオ出力の解像度は変更できま 
せん。 

• HDMI 出力1、出力2は同時出力できません。 






















































































































































チューナー操作(プリ セツ トメモリ） 

AM/FM の放送局がお好きな順序で60局までプリ 
セツトできます。 

それぞれの放送局について、必要に応じて周波数と 
受信モードおよび放送局名(英数）を記憶させること 
ができます。 


オートプリセツトメモリ 

この機能によって、 AM パンドと FM パンドを自動 
的にスキャンして、適切な電波強度のあるすベての 
放送局をメモリに記録します。 


2 . 4 . 1 - 3 . 2 . 5 . 



ブ • FM を選択する場合は、フロントパネルの 
汉 4A/D ボタンを押し、 FM を選択します。 


2. MEMO/7K ボタンを押しながら力ーソルボタン 
◄を押します。 

表示部に 「AUTO PRESET」 と表示され、最も低 
い周波数からスキヤンが開始されます。 


3. チューナーが放送局を受信するたびに、スキャン 
が停止しその放送局を5秒間受信します。 

のボタンを押すと、パンドを変更できます。 

4. 現在の放送局を Preset 01に記憶したいとき 
は、ボタンを押さずにそのままにしています。 
現在の放送局をスキップしたい場合は、この間に 
▲を押します。 

この放送局はスキップされ、オートプリセットが 
継続されます。 

5. 60個すベてのプリセットメモリが設定された 
とき、またはオートスキャンがバンドの上限に 
達したときは、スキャンは自動的に停止されま 
す0 

オートプリセツトメモリを停止したい場合は、 
ボタンを押してください。 


マニュアルプッ j メモ 



(本機で設定する場合） 

1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアル チューニング」または「オート 
チューニング」参照） 

2. フロントパネルの M£MC^?K ボタンを押しま 
す。 

表示部で r —」（プリセツト番号）が点滅を始め 
ます。 

3. 点滅している間に◄または►を押して、プリ 
セツト番号を選択します(約5秒間）。 

4. もう1 度ボタンを押して確定しま 
す。 

表示部の点滅が止まります。 

この放送局がご指定のプリセットメモリに保存さ 
れました。 


(リモコンで設定する場合） 

1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。 
(「マニュアル チューニング」または「オート 
チューニング」参照） 


2. リモコンを TUNER モードに切り替えます 

3. 002ページが表示されるまで</>ボタンを押 
します。 

4. リモコンの MEMO/?/ ボタンを押します。表 
示部で「__」（プリセツト番号）が点滅を開始 
します。 


5. 数字キーを押して、設定したいプリセツト番号 
を入力します。 


ご注意 

• 一桁の数値（例えば、 2) を入力するときは 
「0」「2」と入力するか「2」と入力して数®;間 
待ちます。 


プリセツト局の呼出 


プリセツト局のスキヤ: 




(本機で選択する場合） 

1. フロントパネルの◄または►ボタンを押して 
呼び出したいプリセツト局を選択します。 

(リモコンで選択する場合） 

1. リモコンを TUNER モードに切り替えます。 

2. リモコンの◄または►を押して呼び出したい 
プリセツト局を選択するか、または数字キーで 
呼び出したいプリセツト番号を入力します。 

アドバイス 

• リモコンの TUNER モードの CH +/_ボタ 

ンを使っても ◄/ ►と同様の操作が'できます。 



2- 002ページが表示されるまで</>ボタンを押 
し、户 -SC4A/ ボタンを押します。 

表示部に 「PRESET SCAN」 と表示され、小さい番 
号のプリセツト局が最初に呼び出されます。 

3. プリセット局が順番に呼び出され （No.l— 
No.2 — No.3 ••_■■■ )、1局ごとに10秒間表示さ 
れます。 

4. ►ボタンを押すと、プリセット局を早送りでき 
ます。 

5. 聴きたいプリセット局が受信できたら、 

または P-SCA/V ボタンを押してプリセット • 
スキャン操作を停止します。 


各部の J 


基本接続 


応 


ス続 



Ji 
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プリセット届のリスト寿示 

本機にメモリーされている放送局を， モニターへ 
一覧表示することができます。 


2 . 4 .-(, > 2 . 4 . 



I () ( 

(哪) 

1. リモコンを TUNER モードに切り替えます。 

2. 002ページが表示されるまで</>ボタンを押 
し ' P - INFO ボタンを押します。 

3 . 次のようにプリセットされた放送局の一覧表 
示を本機に接続されたモニター TV へ OSD 表 
示します。 



4 . リスト表示は画面上に1〇局まで表示されます。 
プリセツトした放送局が10局以上ある場合は 
もう一度リモコンの P -// VFO ボタンを押して次 
のページを表示させます。 

リスト表示は操作後5秒後に自動的に消えます。 


プリセツト局の削除 

プリセツト局をメモリから削除します。 

2 . 3 . 





- TUNE ： + 
' i'-riDDE 

P ~ TNF : 0 

MENDRY 


命‘ 


CD lc rn I 

o 3- 

0 0 0 0 






1 . 削除したいプリセット番号を呼び出します。 
( 「プリセット局の呼出」参照） 

2. フロントパネルまたはリモコンの MEMO /7 K 
ボタンを押します。 

3 . 保存されているプリセット番号が表示部に5 
秒間点滅します。点滅している間に、フロント 
パネルの CLE 4/? ボタンを押すか、またはリモ 
コンのを押します。 

4. 表示部に 「xx CLEAR 」 と表示され、指定したプ 
リセツト番号が削除されたことが示されます。 

アドバイス 

•保存されているプリセット局すべてを削除 
するには、本機の CLEAR ボタンと ENTER 
ボタンを同時に2秒間押します。 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続システム- tr ットァップ 
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2 iy セット局の番号の#び かえ 



記憶させた放送局番号が連続していない（例えば以 
下のよラに放送局が保存されている）場合 

1) 78.0 MHz 

2) 80.0 MHz 

3) 82.5 MHz 
10) 84.7 MHz 

(4 から 9 にはプリセットされた放送局がないので、プ 
リセット10を4としてプリセットすることができます。） 
番号をソートするには、ボタンを押しなが 
ら▼ボタンを押します。 

表示部に 「PRESET SORT 」 と表示され、ソートが完 
了しました。 


プリセツト居名の入ナ1 

各プリセツト局の名前を、英数字を使用して入力で 
きます。 

名前を入力する前に、プリセツトメモリ操作によつ 
てプリセツト局を保存してください。 



1 . 名前を付けたいプリセツト番号を呼び出しま 
す。（「プリセット局の呼出」参照） 


2. フロントパネルまたはリモコンのル/ 

ボタンを3秒以上押します。 

3. 放送局名インジケーターの左端が点滅して、文 
字入力が可能なことを示します。 

4. フロントパネルの力ーソルボタン ▲/ ▼また 
はリモコンの▲または▼ボタンを押すと、アル 
ファべットと数字が以下の順序で表示されま 
す0 


Z-^-1 2 3 . 0 

+ -/- (空白 ） -A 

UP — 

— DOWN 

文字を消去するには、 CLEAR ボタンを押すか、 
[ J モコンの CLEAR を押します。 


アドバイス 

• リモコンの 数字キーを使用して文字入力を 
行うこともできます。 

この場合は次の表を参照してください。 


数字 キー 

画面表不 

1 

A ~> B ~^ 0 ~> 1 ~> A 

2 

D — E — F —2 —D 

3 

G - > H —>1—3 — G 

4 

J —— L —>4— 

5 

M — N —0—5 —M 

6 

P — Q — R — 6 — P 

7 

S — T — U —7 —S 

8 

V — W — X —8 —V 

9 

Y — Z — space — 9 — Y 

0 

- > + ->/ — 0 


5. 入力する最初の文字を選択したら、フロントパ 
ネルの MEMORY ^ タンを押すか ENTER ボタ 
ン、またはリモコンのボタンを押し 
ます。 

入力が確定したら、次のカラムが点滅を開始し 
ます。次のカラムも同じ方法で入力します。 
設定する文字を変更するには、◄または►を押 
してください。 


アドバイス 

• 空白部分にはスペースを入力してください。 


6. 名前を保存するときは、フロントパネル 
の MEMO /7 K ボタン、またはリモコンの 
MEMORY ボ タンを2秒以上押します。 
























































































































































































ター出力端子に接続します。 

(ゾーンビデオ出力はゾーン A のソースセレクター 
に連動します。） 


ブ.本機の ZOA /£ ■ボタンを1回押すとゾーン A 、 2 
回押すとゾーン B のソースとボリュームの設 
定になります。 

表示部の 「 MUl _ TI 」 インジケーターが点灯します。 


メインゾーンでサラウンドパックスピーカーまた 
は 、 SPEAKER C (詳細は28ぺージを参照)をご使用 
になられない場合は、サラウンドバック用のブリア 
ウト端子を使用した、ゾーンスピーカーシステムを 
使用することができます。 

また 、 COMPONENT VIDEO 出力2をゾーン A 用の 
出力として使うこともできます。 

本機はソース • セレクター、〇 SD メニューシステム、 
スリープ • タイマー、リモートコント□ールなどの 
ゾーンシステム機能に対応しています。 


2. INPUT SELECTOR つまみで人ナ T ノースを遙 
択します。 

ゾーン A を選択したときの表示 



ゾーン B を選択したときの表示 



3. ボリュームつまみを回してゾーンの音量をお 
好みに応じて調整します。 

4•ゾーン機能を OFF したいときは、 INPUT 
つまみを回すかカーソルボタン ◄ / 
►を押して OFF を選択します。 


アドバイス 

• OSD メニューシステムを使用して設定を行 
うことも可能です。（ 47 ページ参照） 


むゥバ ックフウト端マ 1 を伸用した 

ゾーン再牛 

本機はスピーカーをもう1セツ ト 接続して、音楽視 
聴用の別の部屋や独立した場所に配置することがで 
きます。 



1 . 本機の ZOA/f ボタンを1回押すと 

ゾーンスピーカー A、 2回押すとゾーンスピー 
力 一B のソースとボリュームの設定になりま 
す0 

このとき表示部の 「 MULTI 」 インジケーターも点 
灯します。 

2. INPUT SELECTOR つまみで人: h ソースを M 
択します。 

ゾーンスピーカ ー A を選択したときの表示 


ZSA DVD - 9 0 d 


ゾ _ ンスピ _ 力 _ B を選択したときの表不 



3. ボリュームつまみを回してゾーンの音量をお 
好みに応じて調整します。 

4. ゾーンスピーカー機能を OFF したいときは、 
INPUT SELECTOR つまみを回すか力ーソル 
ボタン ◄/ ►を押して OFF を選択します。 


ソーン • スピーカー について 

• ゾーンスピーカーモー ドでは A または BO 
どちらか1つのみ選択することができます。 

• SPEAKER SETUP メニューで 「 SURR . B 」 
(サラウンドバックスピーカー）が 「 NONE 」、 
「 ZSP Aj または「 ZSPBj に設定されていると 
きは、サラウンドバック用のプリアウト端子 
を ゾー ンスピーカー用に使用することがで 
きます。 （41 ページ、 SPEAKERSETUP 参照) 

• SPEAKER SETUP メニュー で 「 SURR . B 」 
(サラウンド バックス ピーカー）が 「 NONE 」、 
「ZSP A 」 または 「ZSP B 」 に設定されていな 
い場合は 、 ZONE SPEAKER ボタンを押すと 
「 The Sun . Back Speakers are in use 」 (サラウ 
ンド バックス ピーカーを使用中です）と表示 
されます。 （41 ページ 、 SPEAKER SETUP 参 
照） 

• ゾーンスピーカー.モードは 、 SPEAKER C 
と同時にはご使用いただけません。ゾー 
ン用の接続をする場合は、リアパネルの 
SPEAKER C スイッチを OFF にしてくださ 

い0 

•サラウンドバックスピーカーで ZSP A また 
は ZSPB を設定し、ゾーンスピーカーモード 
にしておくと ( P .41) マルチゾーン用リモコ 
ン （ RC 101) のソースボタンを押すだけで自 
動的にゾーンスピーカー機能を ON するこ 
とができます。 


各部のム 


基 
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別室からのゾーン機能の操作 

外付けの IR レシーパーや赤外線受光部のあるマラ 
ンツ製品などを本機に接続することにより、本機の 
設置されていないゾーンからでも、 RC 2001または 
マルチゾーンリモコン RC 101 を使ってマルチゾー 
ンの機能を操作することができます。 （30 ページ参 
照） 

籲リモコンをゾーン A または B を操作する 
■%— ドにする 

リモコンを使うゾーンの設定を行うことで、ゾーン A 
または B の入カソースの切り替えやゾーン機能の才 
ン/オフなどの操作ができるようになります。 

く RC 2001 > 



ブ.リモコンの HOME ボタンを押します。 

2 . 003ページが表示されるまで</>ボタンを押 
します。 

3 . またはボタンを押します。 


< RC 101> 

ゾーン A モード(初期設定時） 

ゾーン B モード 
ゾーン C モ_ド 

(本機ではこのゾーンは使用しません） 

ゾーン D モード：メインゾーン（本機の設置してあ 
る部屋） 


2.- 

: . : 

■' CZ ) CD O CD ■ 

■ AM FM XM DAB > 

■- . ' 


1 > 

(set 1 ) ^cu<e) 


1. (ここでは例としてゾーン A を操作するモー 
ドに変更します。） 

SET ボ タンと ZONE ボタンを送信表示が2回 
点滅するまで同時に長押しします。バックラ 
イトが点灯します。 


2. ゾーンボタン A を押します。設定が完了する 
と送信表示が2回点滅します。 

以下のボタンはゾーン A 専用のボタンになり 
ます。ゾーンからは音量調整、スリープタイ 
マー、ミュート、入カファンクションの選択を 
行うことが可能です。 



2 . の操作でゾーンボタン B を押すとゾーン B を操作 
するモードに変更します。ゾーンボタン D を押すと 
メインゾーンを操作するモードに変更します。 


ご注意 

• メインゾーンでチューナー （ FM または AM ) 
を使用していて、ゾーンでも入カファンク 
シヨンにチューナーを選択している場合、 
ゾーンからチューナーの一切の操作はでき 
ません。メインゾーンと同じ放送局のみ聞 
くことが可能です。 

•ゾーン出力はアナログのみです。デジタル 
入力の信号には対応しません。 

•ゾーンスピーカーの 操作 
く RC 2001 > 

リモコンを Z 〇 NE - A または ZONE - B モードに切り 
替えます。 

リモコンの1ページ目で、ゾーンスピーカーの操作 
をすることができます。 
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各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ 



困ったときは その - W 1 
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< RC 101> 

ゾーン A またはゾーン B に設定した RC 101 をゾー 
ンスピーカー機能のコント□—ル用に切り替えるこ 
とができます。 



1 . (ここでは例としてゾーン用の設定をゾーン 
スピーカー用の設定に切り替えます。） 


•ゾーンモニターへの OSD インフォメー 
シヨンの表示 

ゾーン用のビデオ出力 （ZONE OUT ) 端子に接続し 
た TV モニター にゾーン A の設定状況を表示させる 
ことができます。 

く RC 2001 > 



1. リモコンを ZONE-A モードに切り替えます。 

2. /A/FO ボタンを押します。 


S£7 ■ボタンと O/V ボタンを送信表示 
が2回点滅するまで同時に長押しします。 

バックライトが点滅し続けます。 

2 . 数字キー2を押します。 

ゾーンモード：1(初期設定） 

ゾーンスピーカーモード： 2 
ご注意 

• ゾーン用の設定に戻すには2.で数字キー1 
を押します 

• ゾーン D モード設定時はメインゾーンの操 
作のみが可能です。 


3 . evr£/? ボタンを押します。設定が完了すると 
送信表示が2回点滅します。 

以下のボタンは設定したゾーンモードまたは 
ゾーンスピーカーモードの専用のボタンにな 
ります。 


POWER ON/OFF 


SOURCE 


INFO 



< RC 101> 



1. INFO ボタンを押します。 

ゾーンモニターへ OSD インフォメーションが 
表不されます。 



ご注意 

メインゾーンで OSD を表示しているときは 
ゾーン モニ ターには OSD を表示することはで 
きません。 


































































































































RC 2001でマランツ製機器を操作する 

付属のリモコン RC 2001は、初期設定状態でマランツ製品の基本操作を行なうことができます。 

1. リモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。 

2. 各操作ボタンを押してソース機器を操作します。 

•各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取扱説明書を参照して下さい。 

• 一部のソース機器は本リモコンがら操作できないことがあります。 

• すべての操作ボタンに対してソース機器側で対応しているわけではありません。 

厦 D モー E 



SOURCE ON/OFF 

DVD プレイヤーの電源オン/スタンバイ 

POWER ON 

DVD プレイヤーの電源オン 

POWER OFF 

DVD プレイヤーのスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

GUIDE 

トップメ ニュー 画面を表示します 

INFO 

〇 SD の表示 

力ーソル 

力ーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メ ニュー 画面を表示します 

EXIT 

メニユーに 民る 

► 

再生 


チャプタ/トラックの移動 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9, +10 

数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 


ソフトホタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 


1.DVD 

DVD ファンクションの選択 


◄◄ /►► 

(左)早戻し* 

(右)早送り* 

1 

▲ 

ディスクトレーの開閉 


ANGLE 

カメラアングルの切り替え 


SUBTITLE 

字幕言語の選択 


AUDIO 

音声言語の選択 


1.DVD 

DVD ファンクションの選択 


ZOOM 

ズー厶モードのオン/オフ 

2 

SETUP 

セットアップメニューの選択 

VIDEO ADJ 

ビデオアジャスト 


V ON/OFF 

ビデオオン/オフ 


DIMMER 

ディスプレイを暗くします 


1.DVD 

DVD ファンクションの選択 


PROGRAM 

プログラム再生 

3 

REPEAT 

リピート再生 

A-B 

A-B 間リピート再生 


RANDOM 

ランダム再生 


COND MEMO 

ディスクの設定を保存します 


1.DVD 

DVD ファンクションの選択 


SOUNDMODE 

SACD のレイヤー切り替え 

4 

SEARCH 

サーチモードを切り替えます 

SCAN 

スキャンモードを開始 


PAGE 

DVD-Audio でのページ切り替え 


HDMI 

HDMI の解像度を変更します 


1.DVD 

DVD ファンクションの選択 


DISC SKIP 

DVD チェンジャーで次のディスクを選択* 

5 

1-DISC-2 

(左） DVD チェンジャーでディスク1を選択* 

(右） DVD チェンジャーでディスク2を選択* 

3-DISC-4 

(左） DVD チェンジャーでディスク3を選択* 

(右） DVD チェンジャーでディスク4を選択* 



5-DISC- 

(左） DVD チェンジャーでディスク5を選択* 
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CD モード 



A 




SOURCE ON/OFF 


POWER ON 


POWER OFF 


ソフトボタン 


HOME 


</> 


ENTER 


MENU 


► 


II 


0-9, +10 


CLEAR 


CD プレイヤーの電源オン/スタンバイ 


CD プレイヤーの電源オン 


CD プレイヤーのスタンバイ 


下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 


リモコンを HOME モードに変更します 


リモコンのページを切り替えます 


選択した項目を決定します 


メニューの呼び出し 


再生 


トラックの移動 


停止 


-時停止 


数字の入力 


各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 


コマンド 


5.CD 




▲ 


SOUNDMODE 


QUICK RP 


DISPLAY 


5.CD 


PROGRAM 


RANDOM 


REPEAT 


A-B 


INTRO SCN 


5.CD 


EDIT 


TEXT 


TIME 


SCROLL 


DIG OUT 


5.CD 


NEXT DISC 


PREV DISC 


1-DISC-2 


3-DISC-4 


5-DISC- 


5.CD 


- PITCH 


PITCH RST 


操作 


CD/R ファンクシヨンの選択 


(左)早戻し4 
(右)早送り< 


ディスクトレニの開閉 


再生モードの選択 


クイックリプレイ機有巨 


表示窓を消灯する 


CD/R ファンクションの選択 


プログラム再生 


ランダム再生 


リビート再生 


A-B 間リピート再生 


AMS 機能 


CD/R ファンクションの選択 


プログラムをエディットします 


テキスト表示 


時間表示 


テキス ト 表示の スクロール 


デジタルアウトのオン/オフ 


CD/R ファンクシヨンの選択 


CD チェンジャーで次のデイスクを選択 


CD チェンジャーで前のディスクを選択 


(左) CD チェンジャーでディスク1を選択* 
(右) CD チェンジャーでデイスク2を選択* 


(左) CD チェンジャーでディスク3を選択* 
(右) CD チェンジャーでディスク4を選択* 


(左) CD チヱンジャ でディスク5を選択* 


CD/R ファンクションの選択 


ピッチコントロールの 設定* 


ピッチコントロールのリセッ 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセット M 



困ったときは その他 
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以必モ — マラ d ユニバーサル]のコントロール) 



SOURCE ON/OFF 

ユニバーサルドックの電源オン/スタンバイ 

POWER ON 

ユニバーサルドックの電源オン 

POWER OFF 

ユニバーサルドックのスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンのページを切り替えます 

力ーソル 

カーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

► 

再生 

\« 1 

トラックの移動 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9 

数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

6.AUX 

AUX ファンクションの選択 


(左)早戻し* 

(右)早送り* 

MODE 

ユーザー インターフェースの変更 

REPEAT 

リピート再生 

SHUFFLE 

シャッフル再生 



2 

6.AUX 

AUX ファンクションの選択 

ARTIST 

アーテイストのソート 

ALBUM 

アルバムのソート 

SONGS 

曲のソート 

GENRE 

ジャンルのソート 

COMPOSER 

作曲者のソート 

3 

6.AUX 

AUX ファンクションの選択 

PLAYLSIT 

プレイリストのソート 

PODCAST 

PODCAST のソート 

AUDIOBOOK 

AUDIO BOOK のソート 















































































































































SOURCE ON/OFF 

ソフトボタン 

HOME 


力ーソル 

ENTER 

MENU 

EXIT 

CH+/- 

► 


■ 

II 

0-9’ +10 
CLEAR 


VCR1 の電源オン/スタンバイ 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

リモコンを HOME モードに変更します 

リモコンのページを切り替えます 

力ーソルを移動します 

選択した項目を決定します 

メニューの呼び出し 

メニューカ、っ抜ける _ 

VCR のチャンネル選択 
再生 _ 

インデックス サーチ _ 

録画 

停止 

I■時停止 

VCR のチャンネル切り替え/数字の入力 
各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ページコマンド 

7.VCR1 




1 EJECT 
MEMO 
TV/VCR 
2 x PLAY 
7.VCR1 
SLOW 
STILL 
OTR 
AUDIO 
SKIP 
7.VCR1 


操作 

VCR1 ファンクションの選択 
(左)巻き戻し* 

(右)早送り+ _ 

テープの取り出し 
才一卜 REC リターン機能 
TV と VCR の切り替え 
2倍速再生 

VCR1 ファンクションの選択 
スロー 再生 
ポ_ス/ コマ 送り 
ワンタッチ録画 
才ーァィ习モードの選択 
CM スキップ 

VCR1 ファンクションの選択 


3 


VIS+ 

VIS- 


インデックス サーチ 


H モー 



SOURCE ON/OFF 

TV の電源オン/スタンバイ 

POWER ON 

TV の電源オン 

POWER OFF 

TV の電源スタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

GUIDE 

テレビメニューを表示 

INFO 

〇 SD の表示 

力ーソル 

カーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

EXIT 

メニューから抜ける 

MUTE 

一時的に音声出力停止及び解除 

INPUT 

入力の切り替え 

PREV 

ラストチャンネル機能 

VOL +/- 

ボリュームの調整 

CH +/- 

チャンネルの選択 

0-9, +10 

TV のチャンネル切り替え/数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取り消し 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 

1 

8.TV 

TV ファンクションの選択 

MEMO 

プログラムの呼び出し 

ALT-CH 

ラストチャンネル機能 

CH CALL 

チャンネルコールのオン/オフ 

SLEEP 

スリープタイマー 

VIDEO 

VIDE 〇入力の選択 

2 

8.TV 

TV ファンクションの選択 

S-VIDEO 

S-VIDEO 入力の選択 

1 COMP 2 

(左）コンポーネント1入力の選択* 

(右）コンポーネント入力2の選択* 

RGB 

RGB 入力の選択 

HDMI/DVI 

HDMI/DVI 入力の選択 

HDMI2 

HDMI2 入力の選択 

3 

8.TV 

TV ファンクションの選択 

ASPECT 

アスぺクト比の選択 

ZOOM 

アスペクトズーム 

NORMAL 

アスペクトノーマル 

THROUGH 

アスペクトスルー 

FULL 

アスペクトフル 

4 

8.TV 

TV ファンクションの選択 

STANDARD 

スタンダードモードの選択 

THEATER 

シアターモードの選択 

DYNAMIC 

ダイナミックモード e の選択 

CINEMA 

シネマモードの選択 

PATTERN 

パターンオン/オフ 

5 

8.TV 

TV ファンクションの選択 

LIGHT 

リアパネルライトオン/オフ 

VMUTE ON 

ビデオミュートオン 

VMUTE OFF 

ビデオミュートオフ 
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TAPE モード 







SOURCE ON/OFF 


POWER ON 


POWER OFF 


ソフトボタン 


HOME 




0-9 


CLEAR 


テープデッキの電源オン/スタンバイ 


テープデッキの電源オン 


テープデッキの電源スタンバイ 


下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 


リモコンを HOME モードに変更します 


リモコンのページを切り替えます 


再生 


ミュージックサーチ 


録音 


停止 


-時停止 


数字の入力 


各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 


コマンド 


9.TAPE 




TAPE-A 


TAPE-B 


REC MUTE 


DIRECTION 


9.TAPE 


COUNT RST 


AMS 


BLANKSKIP 


TIME 


TRAY 


操作 


TAPE ファンクションの選択 


(左)巻き戻し < 
(右)早送り* 


デッキ A 選択 


デッキ B 選択 


録音時に空白を入れます 


オートリバース機能オン 


TAPE ファンクシヨンの選択 


カウンターリセッ 


AMS 機能 


ブランクをスキップします 


時間表示 


-プの取り出し 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ困ったときは その他 
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SOURCE ON/OFF 

VCR2 の電源オン/スタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

力ーソル 

力ーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

EXIT 

メニューから抜ける 

CH+/- 

VCR のチャンネル選択 

► 

再生 


インデックス サーチ 

• 

録画 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9, +10 

VCR のチャンネル切り替え/数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ページ 

コマンド 

操作 

1 

7.VCR2 

DSS ファンクションの選択 


(左)巻き戻し* 

(右)早送り* 

EJECT 

テープの取り出し 

MEMO 

才一卜 REC リターン機育 g 

TV/VCR 

TV と VCR の切り替え 

2 x PLAY 

2倍速再生 

2 

7.VCR2 

DSS ファンクションの選択 

SLOW 

スロー再生 

STILL 

ポーズ/コマ送り 

OTR 

ワンタッチ録画 

AUDIO 

オーディオモードの選択 

SKIP 

CM スキップ 

3 

7.VCR2 

DSS ファンクションの選択 

VIS+ 

インデックスサーチ 

VIS- 
































































































































PLASMA モード' 



POWER ON 

プラズマの電源オン 

POWER OFF 

プラズマのスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

INFO 

〇 SD の表示 

力ーソル 

力ーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

EXIT 

メニューから抜ける 

MUTE 

一時的に音声出力停止及び解除 

INPUT 

入力の切り替え 

VOL +/- 

プラズマの音量調節 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 

1 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

VIDEO 

ビデオ入力の選択 

HD/DVD 

HD/DVD 入力の選択 

PC/RGB 

RGB 入力の選択 

ASPECT 

アスぺクトの選択 

PIC MEMO 

ピクチャーメモリーの選択 

2 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

COLOR TEMP 

カラーテンプ 

PIC MODE 

ピクチャーモード 

AUTO ADJ 

オートアジャストオン 

CONTRAST 

コントラスト調節 

BRIGHT 

ブラィト調節 

3 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

- CONT+ 

コントラスト調節* 

-BRIGHT+ 

ブライト調節* 

-SHARP+ 

シャープ調節* 

-COLOR+ 

カラー調節* 

-TINT + 

ティント調節* 

4 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

POP ON 

サイドバイサイドオン 

PIP ON 

ピクチャーインピクチャーオン 

SINGLE 

PIP/POP オフ 





5 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

ID SELECT 

ID セレクト 

MSCREEN 

マルチスクリーンディスプレイオン 

ID CLEAR 

ID クリアー 

ACTIV SEL 

アクティブスクリーン選択 

1-VIDEO-2 

(左) VIDE01 人力の選択* 

(右) VIDE02 入力の選択* 

6 

PLASMA 

TV ファンクションの選択 

3-VIDEO- 

(左) VIDE03 入力の選択* 

1DVD/HD2 

(左) HD/DVD1 入力の選択* 

(右) HD/DVD2 入力の選択* 

3DVD/HD4 

(左) HD/DVD3 人力の選択* 

(右) HD/DVD4 入力の選択* 

1PC/RGB2 

(左) RGB1 入力の選択* 

(右） RGB2 入力の選択* 

3PC/RGB 

(左) RGB3 入力の選択* 


ぺージ 

コマンド 

操作 


PLASMA 

TV ファンクションの選択 


NORMAL 

アスペクトノーマル 

7 

FULL 

アスペクトフル 

STADIUM 

アスペクトスタジアム 


ZOOM 

アスペクトズーム 


14:9 

アスぺクト14 : 9 


PLASMA 

TV ファンクションの選択 


2.35:1 

アスペクト 2.35 :1 


NORMAL 

ピクチャーモードノーマル 

8 

1THEATER2 

(左）ピクチャーモードシアター T 
(右）ピクチャーモードシアタ ー2* 


DEFAULT 

ピクチャーモードデフオルト 


BRIGHT 

ピクチャーモードブライト 
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V - SWITCH モード 



A 




SOURCE ON/OFF 


ソフトボタン 


HOME 




ビデオスイツチの電源オン/スタンバイ 


下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 


リモコンを HOME モードに変更します 


リモコンのページを切り替えます 


ソフトボタンー覧表 


ページ 


コマンド 


V-SWITCH 


0UTPUT1 


1-INPUT-2 


3-INPUT-4 


5-INPUT-6 


AUTO IN 


V-SWITCH 


0UTPUT2 


1 -INPUT-2 


3-INPUT-4 


5-INPUT-6 


AUTO IN 


操作 


出力 1 を選択 


(左)入力1、出力1を選択* 
(右)入力2、出力1を選択* 


(左)入力3、出力1を選択 a 
(右)入力4、出力1を選択 a 


(左)入力5、出力1を選択 a 
(右)入力6、出力1を選択 1 * 


才一トインプット機能 ON 


出力2を選択 


(左)入力1、出力2を選択* 
(右)入力2、出力2を選択* 


(左)入力3、出力2を選択 5 * 1 
(右)入力4、出力2を選択* 


(左)入力5、出力2を選択* 
(右)入力6、出力2を選択* 


オートインプット機能 ON 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセット M 



困ったときは その他 
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SOURCE ON/OFF 

CD-R プレーヤーの電源オン/スタンバイ 

POWER ON 

CD-R プレーヤーの電源オン 

POWER OFF 

CD-R プレーヤーのスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージ を切り替えます 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

► 

再生 

\« / 

トラックの移動 

參 

録音 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9 

数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 

1 

CD-R 

CD/R ファンクションの選択 


(左)早戻し* 

(右)早送り* 

▲ 

ディスクトレーの開閉 

INPUT 

入カソースの選択 

TR INCR 

トラックインクリメントの実行 

SYNC REC 

シンクロ録音機能 

2 

CD-R 

CD/R ファンクションの選択 

PROGRAM 

プログラム再生 

RANDOM 

ランダム再生 

REPEAT 

リビート再生 

A-B 

A-B 間リビート再生 

INTRO SCN 

AMS 機能 

3 

CD-R 

CD/R ファンクションの選択 

DISPLAY 

表示窓を消灯する 

BLANK 

ブランク音の実行 

SCROLL 

テキスト表示のスクロール 



















































































































SOURCE ON/OFF 

MD デッキの電源オン/スタンバイ 

POWER ON 

MD デッキの電源オン 

POWER OFF 

MD デッキのスタンバイ 

ソフトボタン 

下記のソフトボタンー覧表をご覧ください 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージを 切り替えます 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニューの呼び出し 

► 

再生 


トラックの移動 

參 

録音 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9 

数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 

1 

MD 



(左)早戻し* 

(右)早送り* 

▲ 

ディスクの取り出し 

INPUT 

入カ ソースの 選択 

MARKER 

才一 ト マーカー 選択 

SYNC REC 

シンクロ録音機能 

2 

MD 


PROGRAM 

プログラム再生 

RANDOM 

ランダム再生 

REPEAT 

リビート再生 

EDIT 

EDIT モード 

SP/LP 

SP/LP 選択 

3 

MD 


TIME 

時間モード 

CHAR 

文字モード 








01 




I 


IT 

g 


BBBBBB 



o 

◎ 

◎ 


0^© ® ® 0000o> 


@ ^ i ^}©©0 0 01 

@ 0© 00 


B 丄 LLBAY モー上 



POWER ON 

BD プレーヤーの電源オン/スタンバイ 

POWER OFF 

BD プレーヤーの電源オン 

ソフトボタン 

BD プレーヤーのスタンバイ 

HOME 

リモコンを HOME モードに変更します 

</> 

リモコンの ぺージを 切り替えます 

GUIDE 

トップメニューに移動します 

INFO 

〇 SD の表示 

力ーソル 

力ーソルを移動します 

ENTER 

選択した項目を決定します 

MENU 

メニュー画面を表示します 

EXIT 

メニューから抜ける 

► 

再生 


チャプタ/トラックの移動 

■ 

停止 

II 

一時停止 

0-9 

数字の入力 

CLEAR 

各種入力の取消し 

BLUE, RED, 

GREEN, YELLOW 

BD メニューで使用します 


ご注意 

BD 8003で BLUE , RED , GREEN , YELLOW ボタンが正しく動作しない場合 
は、ラーニングをしてご使用ください。 


ソフトボタンー覧表 


ぺージ 

コマンド 

操作 


BLU-RAY 




(左)早戻し* 

(右)早送り* 

1 

▲ 

ディスクトレーの開閉 


ANGLE 

カメラアングルの切り替え 


SUBTITLE 

字幕言語の選択 


AUDIO 

音声言語の選択 


BLU-RAY 



ZOOM 

ズームモードのオン/オフ 

2 

SETUP 

セットアップメニューの選択 

MODE 

各種モードを選択します 


P-DIRECT 

ピュアダイレクトモード 


DIMMER 

表示窓を暗くします 


BLU-RAY 



SEARCH 

サーチモードを切り替えます 

3 

REPEAT 

リビート再生 

A-B 

A-B 間リビート再生 


RANDOM 

ランダム再生 
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RC 2001基本操作 

RC 2001 の基本操作手順を以下に示します。 

1. HOME ■ボタンを押して RC2001 の HOME モー 
ドに入ります。 

2. 操作したいソース機器を選択します。 

3. 各操作ボタンを押してソース機器を操作しま 
す。 

4. 別の機器を操作するには、 HOME モードに戻っ 
て別の機器を選択します。 

リモコン RC 2001は、初期設定状態でマランツ製品 
の基本操作ができるようになっています。また、機 
器名の横にあるボタンには本機のファンクシヨンを 
切り替えるコードが割り当てられています。 

例： 

リモコンを DVD モードに切り替え、 LCD デイ 
スプレイの最初の行に表示される 1. DVD 表示 
の横にあるボタンを押すと、本機を DVD ファ 
ンクシヨンに変更するコマンドが送信されま 
す0 



本機を DVD ファンクシヨンに切り替える 


RC 2001 メインメニュー 

リモコンの様々な設定の変更はメインメニューで行 
います。 

メインメニューに入る 

1. ボタンを押して RC2001 の HOME モー 
ドに入ります。 

2. HOME ■ボタンと M£A/L/ ボタンを同時に3秒間 
押し続けると、 LCD に MAIN MENU が表示さ 


れます。 




3) 
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■V 1 kml Ill、", 
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3) 

|| 圏 !! g 

c 


1 LEARN 


1 _ RC2001 の受光部（頭部）とラーニングさせた 
いリモコンの送信部（頭部）を約 5cm 離して 
まっすぐに置きます。 
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2 . RC2001 のメインメニューに入り、 LEARNING 
の横にあるボタンを押します。 


3) 

3) 

3) 

3) 
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3 . 次のような画面が表示されます。 ENTER ボタ 
ンを押すか、3秒間待ってください。 


3) 
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4 . 画面が HOME モードに変わります。コマンド 
を学習させたい機器名の横にあるボタンを押 
してください。 


3) 


3 
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5. 機器名を選択したら、コマンドを学習させたい 
ボタンを押します。 


3) 

3) 

3) 

3) 

3) 

3 ) 
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6. これで学習スタンバイ • モードに入ります。 
コマンドを学習させたいリモコンのボタンを 
押し、コードを送信します。リモコンの LCD 
に LEARN OK と表示されるまでボタンを押し 
続けます。 
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7. LCD に LEARN OK と表示されると、リモコン 
の学習は完了です。 

• EA /7 F /? ボタンを押すと同じ機器モードの他の 
ボタンで学習コマンドを継続することができま 
す0 

• 学習モードが完了したら、 HOME ボタンを3回 
押して LCD を MAIN MENU に戻してください。 




















































































































•学習が完了しな力^〇た場合は LCD に 
LEARN ERROR と表示されます。ステップ 
5〜6をもう一度やり直してください。 
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• 学習設定を行う際に、 LCD に LEARN ERROR 
メッセージが繰り返し表示されることがあり 
ます0学習させたいリモコンが特殊なリモー 
トコードを送信するとこのような状態になる 
場合があります。特殊なリモートコードの場 
合、学習を行うことはできません。 

• RC 2001は最大で1,000個のリモートコード 
を学習できます。学習で1，000個のコードが 
記憶されると LCD に LEARNFULL と表示さ 
れ、これ以上学習を行うことはできなくなり 
ます0 
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2. タイマー 

RC 2001 のタイマー機能で、プ□グラムした時間に 
プリセットしたリモコン • コマンドを送信すること 
ができます。 


設定の確認 

ブ. RC2001 のメインメニューに入り、 TIMER の横 
にあるボタンを押します。 

2. TIMER メニューが表示されます。 LCD の 
CHECK の横にあるボタンを押すとタイマー設 
定が表示されます。 

b 
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3 
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3 
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LCD が以下のような表示の場合、タイマーは設 
定されていません。 
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• £ A / r £/? ボタンを押す、あるいは3秒経過すると 
LCD が自動的に TIMER メニ ューに戻ります。 

• TIMER MENU 画面から HOME ボタンを押す 
と LCD が MAIN MANU に戻ります。 



3. LCD に HOME モードが表示されます。タイ 
マーで送信したいコマンドの機器とボタンを 
選択します。 

• ハードボタンに割り当てられたコマンドをタイ 
マーで送信する場合は、コマンドを選択する際称、 
にハードボタンを押して設定します。 

•ソフトボタンに割り当てられたコマンドをタイ 
マーで送信する場合は、コマンドを選択する際 
に<および>ボタンでページを移動し、ソフト 
ボタンに割り当てられたコマンドを選択しま 
す。 


f 乍設定 

f. TIMER メニュー画面で LCD の TIMER SET の 
横にあるボタンを押すと、タイマー • プログラ 
ミング設定画面が表示されます。 



?• 数字ボタン （0 〜 9) と力ーソルボタン （◄ およ 
び ►) でタイマーの時間を設定します。設定が 
終わったら EA/7F/? ボタンを押します。 
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ご注意 

ソフトボタンのタイマー設定は HOME モード 
では使用できません。 
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4. LCD の EVERYDAY (毎日）または ONE TIME 操作 ON/OFF 設定 

(1 回）の横にあるボタンを押して、毎日または 1. LCD の TIMER メニュー画面にある ON/OFF 
1回のみの操作のいずれかにタイマー操作を設 の横のボタンを押すと、タイマー操作 ON/OFF 

定します。 設定画面が表示されます。 
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タイマー設定が表ホされます。正しく設定さ 
れていることを確認してください。 



2. LCD の TIMER ON (有効）または TIMER OFF 

(無効）の横にあるボタンを押すと、タイマー操 
作を有効または無効にすることができます。 


ハードまたは 
ソフトボタン 
キーの名前 

EVERYDAY ま 
たは ONETIME 


III 


只ボタンを押す、あるいは3秒経過する 
と、 LCD に COMPLETED と表示され、操作設 
定が自動的に完了します。 
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3. ENTER ボタンを押す 、あるいは3秒経過する 
と LCD に COMPLETED と表示され、操作設定 
が自動的に完了します。 


EA/7F/? ボタンを押す、あるいは3秒経過すると 
LCD が自動的に MAIN MENU に戻ります。 
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• £ A / rE /7 ボタンを押す、あるいは3秒経過する 
と LCD が自動的に MAIN MENU に戻ります。 

• タイマー操作が ON に設定されている場合、夕 
イマ —. アイコンが LCD のサブ情報エリアに 
表示されます。 
















































































































3. SYS.SETUP (システム•セットアップ） 

RC 2001のメインメニューに入り、 SYS.SETUP の 
横にあるボタンを押します。 SYS.SETUP 画面では 
以下の項目を設定することができます。 

• CLOCK (時計の設定） 

• BACK LIGHT (パックライト点灯時間の設定） 

• LCD (LCD の設定） 

• BEEP (ビープ音の設定） 

• MEM CLEAR (初期化設定） 
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• CLOCK (時計の設定） 

RC 200 1の時計を設定します。 


1 .LCD の SYS.SETUP メニュー画面の CLOCK 
の横にあるボタンを押すと時計設定画面が表 
示されます。 

ご購入後付属リモコンに初めて電池を入れる 
場合は、電池挿入時に時間設定画面が表示さ 
れます。 
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2. 数字ボタン （0 〜 9) と力ーソルボタン （◄ およ 
び ►) で現在の時間を設定します。時間を正 
しく設定したら ev 7T/? ボタンを押してくださ 

い。 
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3. LCD に COMPLETED というメッセージが表 
示されると時計の設定は完了です。 


3 

MiMM 


3) 

r" 丁 

Lin 1 


3) 

■i ^ . n i —j 

1 I/M/I 

_L _ U U 

(E 

3) 

产 "■ i j m i r"_ T n ^ ■内 

i ■ 丨 m u 丨 1,,,, i i_ i i 

i_"i ill j i ! l リ 

C 

3) 


£ 

3) 


c 


JiiiSiiiii 

1IIIHIIIII 



• eVTE /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過す 
ると LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに 
戻ります。 

• ZYOME ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 


ご注意 

時間が経つと時計がずれてきます。時々チェッ 
クし、必要に応じて正しい時間を設定してくだ 
さい。 

電池を交換した場合、時計の設定はバックアッ 
プされません。電池を交換したら時間をもう 
一度設定し直してください。 


• BACK LIGHT (バックライト点灯時間の設定） 

RC 2001 の/ボタンを押してパックライトを 
点灯させます。パックライトが消えるまでの時間を 
設定します。 


1 .LCD の SYS.SETUP メニューにある BACKLIGHT 
の横にあるボタンを押すと、バックライト点灯時 
間設定画面が表示されます。 
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2. mME の両側にあるボタン（右：+、左：一）を 
押して点灯時間を設定します。時間は〇〜60 
秒の範囲で1秒毎に設定できます。 

設定が終わつたら ENTER ボタンを押してくだ 
さい0 
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3. LCD に COMPLETED というメッセージが表 
示されると、点灯時間の設定は完了です。 
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• EW 7 E /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過する 
と LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに戻 
ります。 

• HOME ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 


応 

ご注意 

バックライトタイマーを0秒に設定するとバッ 
クライトを切ったことになり、 i / GflT ボタンを 
押してもバックライトは点灯しません。 
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籲 LCD (LCD の設定） 

LCD の SYS.SETUP メニュー画面の LCD の横にあ 
るボタンを押します。 

LCD 設定メニューが表示されます。 
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•LCD TIMER(LCD タイマーの設定） 

リモコンのボタンを押してから、 LCD が自動的に 
OFF になるまでの時間を設定します。 

操作が行われず LCD がオフになると、この設定に 
よって電力消費が抑えられ、電池の寿命を延ばすこ 
とができます。デフォルトの設定は10秒です。 

1. LCD 設定メニューを表示させ、 LCD ディスプ 
レイの LCD TIMER の横にあるボタンを押しま 
す。 

2. TIME の両側にあるボタン（右：+、左：一）を 
押して表示時間を設定します。時間は10〜 
60 秒の範囲で 1 秒毎に設定できます。 

LCD を常にオンにしておくには .ALWAYS ON 
の横にあるボタンを押します。しかし、この設 
定では電池の寿命が短くなるので注意してく 
ださい。 

設定が終わつたら ENTER ボタンを押してくだ 
さい0 


3. LCD に COMPLETED というメッセージが表 
示されると、点灯時間の設定は完了です。 
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• £ A / rE /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過す 
ると LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに 
戻ります。 

• ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 

ご注意 

LCD タイマーで LCD がオフになっているとき、 
リモコンのいずれかのボタンを押すと再びオン 
になります。 LCD がオンになっても、押したコ 
マンドは有効になりません。 

コマンド操作を行うには LCD がオンの状態で 
ボタンを押してください。 
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•CONTRAST(LCD コントラスト調整） 

LCD のコントラストを調整します。 

ご自分のご使用環境に合わせて最もよく見えるよう 
に調整してください。 

1 .LCD 設定 メニューを 表示させ、 LCD デイ スフ。 
レイの CONTRAST の横にあるボタンを押し 
ます。 


2 . 両側のボタン（右：+左：一)を押してコント 
ラスト*レベルを調整します。 



I fTiMTHPQQT I 

■ M 1 1 1 1 1 ■ 

(E 

3) 


C 


韓篇篇 ■ 

£ 

3) 


c 

3) 


c 

3) 

+ 

(E 


■IIIIHIIIII 

■ IIIIHIIIII 



設定が完了したら ENTER ボタンを押してくだ 
さい0 

LCD に COMPLETED というメッセージが表 
示されると設定は完了です。 
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• EA / TF /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過す 
ると LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに 
戻ります。 

• HOME ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 


• BEEP (ビープ音の設定） 

RC 2001に内蔵されたビープ音を設定します。 

1. SYS.SETUP メニューの BEEP の横にあるボタ 
ンを押すとビープ音設定画面が表示されます。 
2 . LCD 上の ENABLE (有効）または DISABLE (無 
効） の 横にあるボタンを押して、ビープ音を有 
効または無効にします。 
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3 . ev7F/? ボタンを押すか、あるいは 3 秒経過す 
ると LCD に ENABLE または DISABLE と表示 
され、設定が自動的に完了します。 
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• eV 7 T /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過する 
と LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに戻 
ります。 

• HOME ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 







































































































4. STATUS (ステータス） 


• MEM CLEAR (初期化設定） 

RC 2001の設定を初期設定に戻します。 

7. LCD の SYS.SETUP メニュー 画面の MEM 
CLEAR の横にあるボタンを押すと初期化設定 
画面が表示されます。 

2. LCD の YES の横にあるボタンを押して、初期 
イ匕します。 

初期化をやめるときはN0ボタンを押します。 
N0を選択すると自動的に SYS.SETUP に戻り 
ます。 
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3. YES ボタンを押すと LCD に COMPLETED と 
表示され初期化が完了します。 

初期化される設定項目は以下の通りです。 

• タイマーセットアップ 
• パックライトタイマー 
• LCD 
• ビープ音 

:'注意 

LEARNING と CLOCK 設定は初期化されません。 
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• eV 7 F /? ボタンを押すか、あるいは3秒経過する 
と LCD が自動的に SYS.SETUP メニューに戻 
ります。 

• HOME ボタンを押すと LCD が MAIN MENU に 
戻ります。 


MAIN MENU の設定とリモコンの状態を表示しま 
す。 

ステータスの確認 

1. RC2001 のメインメニューに入り、 STATUS の 
横にあるボタンを押します。 

2. E/VTT/? ボタンを押すと、以下の各項目の状態 
が順に表示されます。 

• 学習用メモリ残量 
• マクロ.ステップ残量 
• LCD タイマー設定 
• パックライト • タイマー設定 
• ビープ音の設定 
• ファームウエアのパージョン 
• 現在の時間 

ENTER ボタンを押すか、 あるいは3秒経過す 
ると LCD が自動的に MAIN MENU に戻ります。 

5. リセット 

RC 2001が正常に動作していない場合は、以下の手 
順に従ってリセット（再始動）を行います。リセット 
しても RC 2001の設定は消去されません。 

7. 電池ケース • カバーを外します。 

2. ペーパークリップ等で、下の図に示したリ 
セッ トホールにあるリセ ッ トボタンを押すと 
RC2001 がリセットされます。 



リセットは電池が入った状態で行ってくださ 


6. プログラム可能なコード 

プログラム可能なコードの数 

このリモコンには 4 M ビット （5 1 2 KB ) のフラッシュ 
メモリが搭載されており、リモートコードを最大 
8,000個記憶させることができます。 

この数字はマランツのリモートコードの場合です。 
プログラムしたリモートコードのタイプによって、 
実際のコード数は8,000個より少なくなることがあ 
ります。 


プログラム可能なコード 

このリモコンは、コードのタイプ、システムなどの違 
いにより、一部の AV 機器のコードを学習できないこ 
とがあります。 

操 

作 
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RC101 でマランツ製機器を操作する 

付属リモコン RC 101 を使用してマランツ製品の基本操作を行なうことができます。 

1. 操作したいソース機器のソースボタンを押します。（リモコンが各ソース機器のモードになります) 

2. 各操作ボタンを押してソース機器を操作します。 

• 各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取扱説明書を参照して下さい。 

• 一部のソース機器は本リモコンから操作できないことがあります。 



TV モード 


SOURCE ON OFF 

TV の電源オン/スタンバイ 

MENU/INPUT 

ビデオ入力を切り替える 

CHA/V 

チヤンネルを選択する 

ENTER 

TV のセツァインクメ ーユーで 
のカーソルの移動および決定 

▲(力ーソル） 

▼(力ーソル） 

►(カーソル) 

◄(力ーソル） 

► 

— 

■ 

— 

II 

— 

►►1 




►► 

— 

◄◄ 


DISC+/T.MODE 

— 

A 

登羽不 7? 登羽扣 ° 石 1 台 & 

B 

C 

/ t=l * - 1 k /" b " H J H 匕 

D 



72 


DVD モー匕 

• (*) RC 1 01にはこのボタンのコードはプリセツト 
されていません。 


SOURCE ON OFF 

DVD プレーヤーの電源オン 
/スタンバイ 

MENU/INPUT 

DVD ディスクメニューの呼び 
出し 

CHA/V 

— 

ENTER 

DVD ディスクメニュー等での 
力ーソルの移動および決定 

▲(力ーソル） 

▼(力ーソル） 

►(カーソル) 

◄(カーソル) 

► 

再生 

■ 

停止 

II 

—時停止 

►►1 

次のチャプター/トラックへ 
の移動 


前のチャプター/トラックへ 
の移動 

►► 

早送り 

◄◄ 

早戻し 

DISC+/T.MODE 

DVD チェンジャーのディスク 
交換〇 

A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 


VCR モー匕 

• RC 101 には VCR のリモコンコードはプリセット 
されていません。 


SOURCE ON OFF 

VCR デッキの電源オン/スタ 
ンバイ 

MENU/INPUT 

— 

CHA/V 

— 

ENTER 

VCR の設定メニューでのカー 
ソルの移動および選択の確定 

▲(力ーソル） 

▼(力ーソル） 

►(カーソル) 

◄(力ーソル） 

► 

再生 

■ 

停止 

II 

一時停止 

►►1 

次のトラックへ移動 


前のトラックへ移動 

►► 

早送り 

◄◄ 

巻き戻し 

DISC+/T.MODE 

— 

A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 









































































































CD モード 

• (*) RC 101にはこのボタンのコードはプリセツト 
されていません。 


SOURCE ON OFF 

CD プレーヤーの電源オン/ 
スタンバイ 

MENU/INPUT 


CHA/T 


ENTER 


▲(力ーソル） 


▼(力ーソル） 


►(カーソル） 


◄(カーソル） 


► 

再生 

■ 

停止 

II 

一時停止 

►►1 

次のトラックへ移動 


前のトラックへ移動 

►► 

早送り 

◄◄ 

早戻し 

DISC+/T.MODE 

CD チェンジャーのディスク 
交換广） 

A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 


CDR モード、 

- RC 101 には CDR のリモコンコードはプリセツト 
されていません。 


SOURCE ON OFF 

CDR プレーヤーの電源オン 
/スタンバイ 

MENU/INPUT 


CHA/V 


ENTER 


▲(カーソル） 


▼(カーソル） 

— 

►(カーソル) 

— 

◄(カーソル) 


► 

再生 

■ 

停止 

II 

一時停止 

►►1 

次のトラックへ移動 


前のトラックへ移動 

►► 

早送り 

◄◄ 

早戻し 

DISC+/T.MODE 

CDR チェンジヤーのディスク 
交換 

A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 


TAPE モード 

• RC 101 にはカセットデッキのリモコンコードは 
プリセツトされていません。 


SOURCE ON OFF 

カセットデッキの電源オン 
/スタンバイ 

MENU/INPUT 

— 

CH▼ 

— 

ENTER 

一 

▲(カーソル） 


▼(カーソル） 

— 

►(カーソル) 

— 

◄(カーソル) 

— 

► 

再生 

■ 

停止 

II 

一時停止 

►►1 

ミュージックサーチ 
(前後曲の頭出し） 


►► 

早送り/早戻し 

◄◄ 

DISC+/T.MODE 


A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 


AUX1 モード（マランツユニバーサルドック 

のコントロール） 

• RC 101 にはユニパーサルドックのリモコンコ_ 
ドはプリセツトされていません。 


SOURCE ON OFF 

ユニバーサルドックの電源才 
ン/スタンバイ 

MENU/INPUT 

ユニバーサルドックメニュー 

の呼び出し 

CHA/T 


ENTER 

ユニバーサルドックメニュー 
での力ーソルの移動および決 
定 

▲(カーソル） 

▼(カーソル） 

►(カーソル） 

◄(カーソル) 

► 

再生 

■ 

停止 

II 

一時停止 

►►1 

次のトラックへ移動 


前のトラックへ移動 

►► 

早送り 

◄◄ 

早戻し 

DISC+/T.MODE 

〇 SD モード/ LCD モードの切 
り替え 

A 

学習モードで学習が可能 

B 

C 

D 
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RC101 基本操作 


通常モ1ド 

(マランツ製の機器を操作するとき） 

付属リモコン RC 101には全部で12種類のリモコン 
コードがプリセツトされています （TV , DVD , VCR , 
DSS , TUNER 1, TUNER 2, CD , CD - R , TAPE , 
AUX 1, AUX 2)。 

マランツ製の機器を操作するときはリモコンの学習 
機能を使つてリモートコードを学習させる必要はあ 
りません。 


こ注意 

• 一部の機器では付属リモコン RC 101 のセット 
アップコードでは対応できない場合がありま 
す。その場合は学習モードを使用してリモー 
トコードを学習させてください。 

• プリセットコードはすべての機能を網羅して 
いるわけではありません。機能の追加が必要 
な場合は学習モードを使用して追加機能を記 
憶させてください。 

• 電池の残量が少ない状態ではプリセットコー 
ドの設定ができない場合があります。 


リモコンのモードと入カソースの切替 

(ここでは DVD を操作する例です。） 

ソース （ DVD ) ボタンを1度押すと、リモコンが DVD 
モードになり、 DVD プレイヤーの操作ができるよ 
うになります。本機の入カソースを DVD にするに 
は、もう一度ソースボタンを押します（タブルクリッ 
ク）。このときリモコンから信号が送信され、本機の 
入カソースが DVD になります。 

バックライト設定 

初期設定ではボタンを押すとパックライトが2秒間 
点灯します。 

パックライトを点灯させないようにするには SET ボ 
タンと!◄◄ボタンを送信表示が2回点滅するまで同 
時に長押しします。 

パックライトを点灯させるようにするには、 SET ボ 
タンとボタンを送信表示が2回点滅するまで同 
時にします。 

(マランツ製以外の機器を操作するとき） 

本リモコンにはマランツ製以外の機器のリモコン 
コードがプリセットされています。プリセットコー 
ドを設定することにより、 TV , DVD , CD , DSS の操 
作が可能になります。設定は2つの方法で行うこと 
ができます。プリセットコードは各ソースボタンご 
とに設定されます。 

プリセットされているメーカー、機器、セットアップ 
コードについては本書最後にあるセツトアップコー 
ドリストをご覧ください。 


4柘のコードの入力による設定 


2 .- 


：| 0 , ^ @ 4 

: ©. せ.鱼 

■(@, @ 0 :© © 

m 1 


(~A~) (~B~) (X) C~D~) 

AM FM XM DAB 


REMOTE CONTROUER 


1. プリセットコードを設定したいソースボタン 
と SET ボタンを送信表示が2回点滅するまで 
同時に長押しします。 

バックライトが点滅し続けます。 

2. 巻末に記載されているセットアップコード 
( RC 101 用）のご使用の機器に対応した4桁の 
コードを数字キーで入力します。 

設定が完了すると送信表示が2回点滅します。 

ご注意 

送信表示が2回点滅しない場合は手順 7 .と 2 .を 
繰り返し、同じコードをもう1度入力してくだ 
さい。 


コード表をスキ立ンして M 定 


3 .- 

2 .- 

3 .- 


| — POWER _ (tqN^) 


SC 




0, 0, S 3 ©4 


Bb S 0. 

®, ® 0 © © 





〇| 



1 . プリセットコードを設定したい機器を電源才 
ンにします。 


基本接続 


基丄 


角接続 



、の他 
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2. 設定したい機器と対応したソースボタンと 
SET ボ タンを送信表示が2回点 減するま で同 
時に長押しします。 

バックライトが点滅し続けます。 

3. リモコンを設定したい機器のリモコン受光部 
へ向け、 CHA ボタンと SOURCE ON ボタンを 
交互にゆっくりと押します。 

4. 操作したい機器の電源がオフになったらボタ 
ンを押すのをやめます。 

5. ev 7 F /? ボタンを押すとコードの設定が完了し 
ます。 

設定が完了すると送信表示が2回点滅します。 


設定した—プ1セトコードを® E す4 




設定したコードをリセットする 

I © 0 0 B\ 

① CD CD 〇 


2 .- 


2 .- 


卷 0) — POWER 一 《 ON)) 

一 SOURCE 一 (^ON)) 


ST 


■ [ !|® © 7 («). 


1® — 


1 © 
© 



1_ 操作したい機器のソースボタンと■ボタン 
を送信表示が2回点滅するまで同時に長押し 
します。 

バックライトが点滅し続けます。 

2 . 以下の4桁のコードを押してリセットします。 


テレビ 

1000 

DVD 

2000 

VCR 

3000 

DSS 

4000 


リセットが完了すると送信表示が2回点滅しま 
す。 

ご注意 

リセットが完了すると、選択した ソース ボタン 
が初期コードとなります。 


1. 操作したい機器のソースボタンと SE 7" ボタン 
を送信表示が2回点滅するまで同時に長押し 
します。 

パックライトが点滅し続けます。 

2 . // VFO ボタンを押します。 

送信表示が2回点滅します。 

3. コードの 1 桁目を確認するために 1 を押します。 
送信表示の点滅回数を数え(例:3回点滅= 3) 、 
この数字を書き留めます。 


コードの桁が0の場合は、送信表示は点滅しま 
せん。 

4. 残りの3つの桁を確認するには手順 3 •を同様 
に繰り返します。2桁目は2、3桁目は3、4桁 
目では4を押します。 































































































4. 学習させたいボタンを押します。 

学習表示が点灯します。 

ご注意 

• ソース ボタンにはリ モー トコ ー ドを学習させ 
ることはできません。 

• 以下のボタンは入カソースが TV であるとき以 
外はリモートコードを学習させることができ 
ません。 

POWER ON OFF ポタン 
VOL +/- ボタン 
MUTE ボタン 
INFO ボタン 
SLEEP ボタン 

5. 送信表示が2回点滅するまで元のリモコンの 
ボタンを押し続けて学習させます。 

ご注意 

• 送信表示が1回しか点滅しない場合はこの手順 
をもう1度実行してください。 

• RC 101 のメモリが いっぱいの 場合は学習表示 
と送信表示が1回点滅します。コードを学習 
させたい場合は既に学習済みの他のボタンを 
削除してください。 


す0 


6. 手順4•および5■を繰り返して同じ入カソース 
の他のボタンを学習させます。 

7. 手順3•から6■を繰り返して他の入カソースを 
学習させます。 

8. リモコンのプログラミングが終わったら S£T 
ボタンを押します。 

学習表示のランプが消え、学習モードが終了しま 
す。 



ご注意 

• 送信表示がもう1回点滅した場合は、 RC 101 で 
は利用できない転送コードであるか、転送信号 
がノイズで妨げられています。 

• 学習モードで約1分間どのボタンも押さない 
と、自動的に学習モードを終了します。 


3 . 削除を続けるには EA /7 F /? ボタンを押します。 

送信表示が2回点滅して学習モードに戻ります。 

ご注意 

削除操作をキャンセルする場合は、 ENTER ボ 
タンを押さず他のボタンを押してください。 



4 . 通常モードに戻るには S £ T ボタンを押してく 
ださい。 


すべてのファンクションを削除する 
1. 学習表示が点滅するまで SE 7" と MEA / ひボタン 
を同時に長押ししてください。 



Ge) 

mat* 

(zone) 

anlz 

REMOTE C 

V 

NTROLLER 

- ^ 


Z 從 EEP ボタンを押したままの状態で、 
ON ヒ POWER OFF ボタンを押します。 

• 学習表示が点灯します。 




fDISC*/IM00E P5CAN CLEAR ^ 


3. 削除を続けるには e \/7 F /? ボタンを押します。 

• 送信表示が2回点滅して学習モードに戻りま 
す。 

• 肖! J 除操作をキャンセルする場合は、 ENTER ボ 
タンを押さず他のボタンを押してください。 



INFO'^V' Ny グ SLEEP 

4. 通常モードに戻るには ser ボタンを押してく 
ださい 

ご注意 

リモートコードを削除すると工場出荷時にプ 
リセットされたコードに戻ります。 


3. 泓££ルボタンを押したままの状態で、送信表 
示が1回点滅した後に削除したい学習済みの 
ボタンを2回押します。 

送信表示が2回点滅し、学習モードに戻ります。 

Qset) 


4 . 通常モードに戻るには S £ T ボタンを押してく 
ださい。 


ファンクションコードを削除する 
1. 送信表示が点滅するまで set と Meva ボタン 
を同時に長押ししてください。 


Pi 


[®| 


GiD 


|l 

O 

Slj 


mai*antz 

REMOTE CONTROLLER 
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2. 從££户ボタンを押したままの状態で、削除し 
たい学習済みのソースボタンを2回押します。 

学習表示が点灯します。 





: ©, © 2 © 3 © 4 | 
| ®5 © 8 Sr ©si 

：® 9 So S ©: 


^set) 

marantz 

REMOTE CONTROLLER 

^ - 1 



fnSCt/T.HODE P.SCAN CLEAR \ 

1〇®©®! 


学習モード 

このリモコンには他のリモコンのリモートコードを 
学習 • 記憶させることができます。 

リモートコードを学習 • 記憶していない場合、リモ 
コンは初期設定のマランツ•プリセットコード、ま 
たはお客様が設定された別メーカーの AV 機器のリ 
モートコ— ドのいずれかを送信します。 

リモコン信号の受光部はリモコンの上部にありま 
す。 

ご注意 

• このリモコンは約60のリモートコードを学習 
することができます。 

• 電池の残量が少なぃ状態では学習モードが正 
しく操作できなぃことがあります。 

mmmm 

1. 約 5 cm 離して他のリモコンの赤外線送信部が 
リモコン （ RC 1 01 ) の受光部に向くようにリモ 
コンを置きます。 



Z 学習表示が点滅するまで S £7 ■とボタン 
を同時に長押しします。 


の 


© 

Ll INPUT 

〇 

o 

p 



3 . ソースボタンを押して入カソースを選択しま 


2ロク7ムされたコードの削除 

(初期設定に戻す） 

リモートコードは、「ボタン」、 r ソース」、 r すべての記 
憶内容」の3つの方法で削除することができます。 


ボタンごとのコードを削除する 
1. 学習表示が点滅するまで S £7 ■と Mev ひボタン 
を同時に長押しします。 






Cset) 

P 

8 

olj 


■nai*antz 

REMOTE CONTROLLER 





2. ソースボタンを押し、削除するソースを選択し 
てください。 


©.©.!©!; 

a ©,.© 
a ©- 0 
©,©,©, i 


I の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセットァ 



困ったときは その他 


a©.aT 
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RC101 クローンモード 


RC101 に学習させたすべてのコードを簡単な操作 
で他の RC101 にコピーすることができます。 

ご注意 

クローン 機能は送り側、受け側がともに RC 101 
でないときは利用できません。 

全休を コピーす る 

1 . 受け側のリモコンの受光部と送り側のリモコ 
ンの送信部を約 5 cm 離してまっすぐに置きま 
す0 



2 . 送り側のリモコンの SE 7 ■ボタンと/^ボタ 
ンを送信表示が2回点滅するまで同時に長押 
しします。 

バックライトが点滅し続け、送り側の準備が完了 
します。 


Ge ) 




mai*antz 


P.SCAN CLEAR 


o®@® 

fc) 


3 . 受け側のリモコンの S £7 ■ボタンとボタ 
ンをラーンインジケーターが 2 回点滅するま 
で同時に長押しします。 

バックライトが点滅し受け側の準備が完了しま 
す。 


( SET) 

mai*antz 




blSC«/T.II00t P.SCAN CLEAR ' 

o® ©® 

^ J 
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4 . 受け側のリモコンの £/ V 7 F /7 ボタンを押しま 
す。 

パックライトが消灯します。 


5. 送り側のリモコンの evTF /7 ボタンを押しま 
す0 

バックライトが消灯します。 



6 - 手順5.までの操作が終了すると送り側の送信 
表示と受け側の学習表示が点滅し、コピーが開 
始されます。 

コピーが終了すると送り側と受け側のリモコンの 
バックライトが消灯します。 

ご注意 

• コピー動作中は両方のリモコンに手を触れな 
いでください。コピー失敗の原因になります。 

• コピーが途中で失敗した場合は受け側のリモ 
コンのバックライトが点灯します。そのとき 
は受け側のリモコンの SET ボタンを押してリ 
モコンを通常モードに戻し、手順1から5の操 
作を再度行ってください。 

• コピーの時間は送り側の学習容量が100%の時 
で約30秒かかります。 

7. コピーが完了したら送り側、受け側両方のリモ 
コンの S £7 ■ボタンを押します。 


GD 


marantz 
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RC101 その他の操作 


リモコンを伸うゾーンの設定をする 

リモコンを使うゾーンの設定を行うことでぞれぞれ 
のゾーンの入カソースの切り替えやオン/オフなど 
の操作ができるようになります。 

ゾーン A モード： ゾーン A (初期設定時） 

ゾーン B モード： ゾーン B 
ゾーン C モード： （本機ではこのゾーンは使用しま 
せん） 

ゾーン D モード： メインゾーン 

K - - J 


外 

^ CD O CD 

■ AM FM XM DAB 


( is ) 




■na^antz 


1 . S £7 ■ボタンと ZOA / E ボタンを送信表示が 2 回 
点滅するまで同時に長押しします。 

パックライトが点灯します。 

2 . 各ゾーンのボタン （ A ， B ， C ， D ) を押します。設 
定が完了すると送信表示が2回点滅します。 


ゾーンとゾーンスピーカーの 切り替え 

ゾーンがら操作する機能をゾーンモードがゾーンス 
ピーカーモードかで選ぶことができます。 


2 . 



1 . SE 7 ■ボタンと O / V ボタンを送信表示 
が2回点滅するまで同時に長押しします。 

バックライトが点滅し続けます。 

2. 数字キー （1 or 2) を押します 0 

• ゾーンモード： 1(初期設定） 

• ゾーンスピーカーモード： 2 

ご注意 

ゾーン D モード設定時はメインゾーンの操作 
のみが可能です。 

3. EA /7 TA ? ボタンを押します。 

設定か完了すると送信表示が2回点滅します。 


以下のボタンは設定したゾーン専用のボタンになり 
ます。 


POWER ON/OFF 


SOURCE 


INFO 










































































































つたときは 


問題が発生した場合には、修理を依頼する前に以下を確認してください。 

1. 接続は正しく行われていますが 

2. ユーザーガイドにしたがって本機を正しく操作していますが 

3. パワーアンプとスピーカーは正しく動作していますが 

本機が正しく動作していない場合は、以下の表に示す項目を確認します。 

以下の表に示す対処方法で問題を修復できない場合は、内部回路の動作不良が考えられます。直ちに電源 
ケーブルのプラグを抜き、お買い上げになった販売店もしくはお近くの株式会社マランツコンシューマー 
マーケティング各営業所、お客様相談センター、または当社サービスセンターにご相談ください。 


症状 

原因 

対処法 

本機の電源が入らない。 

電源プラグが接続されていない。 

電源プラグをコンセントに揷し込んでくださ 
い。 

電源は入っているが、音声と 
画像が出力されない。 

ミュートが ON になっている。 

リモコンを使用してミュートをキャンセルし 
てください。 

入力またはパワーアンプと正しく接 
続されていない。 

接続図を参照して、ヶープル類を正しく接続し 
てください。 

マスターボリュームが完全に絞られ 
ている。 

マスターボリュームを調節してください。 

INPUT SELECTOR のポジション 
が間違っている。 

正しいポジシヨンを選択してください。 

スピーカーから音が出ない。 

へッドホンがへッドホン端子に接続 
されている。 

へッドホンを外してください。（へッドホンが 
接続されていると、スピーカーから音声が出力 
されません。） 

音声ちしくは映像が選択し 
たソースと一致しない。 

入カケープルが正しく接続されてい 
ない0 

接続図を参照して、ヶープルを正しく接続して 
ください。 

チャンネルから出力される 
音声が正しくない。 

パワーアンプおよびスピーカと正し 
く接続されていない。 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

センターチャンネル•スピー 
カーから音声が出力されな 
い。 

パワーアンプおよびスピーカと正し 
く接続されていない。 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

サラウンドモードに STEREO が選 
択されている。 

サラウンドモードに STEREO が選択されて 
いると、センタースピーカーから音声は出力さ 
れません。別のサラウンドモードを設定して 
ください。 

SPEAKERS SIZE メ ニ ュ _ で 
Center = NONE が選択されている 0 

Center を Small か Large に設定してください 0 

サラウンドスピーカーから 
音声が出力されない。 

パワーアンプおよびスピーカと正し 
く接続されていない。 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

サラウンドモードに STEREO が選 
択されている。 

サラウンドモードに STEREO が選択されて 
いると、サラウンドスピーカーから音声は出力 
されません。別のサラウンドモードを設定し 
てください。 

SPEAKERS SIZE メニュ ーで 
Surround = NONE が選択されてい 
る。 

Surround を Small か Large に設定してくださ 
い。 

サラウンドバックスピー 
カーから音声が出力されな 
い。 

パワーアンプおよびスピーカと正し 
く接続されていない。 

接続図を参照して、パワーアンプおよびスピー 
力を正しいチャンネルに接続してください。 

サラウンドモードが EX / ES モード 
になっていない。 

サラウンドモード EX / ES を設定してくださ 
い。 

SPEAKER SIZE メニュ ーで 
Surround back = NONE、ZSP A 
または ZSP 巳が選択されている。 

Surround back を Ich か 2 ch に設定してくだ 
さい。 


症状 

原因 

対処法 

EX/ES モート*も THX EX 
モードも選択できない。 

SPEAKER SIZE メニュ ーで 
Surround back = NONE、ZSP A 
または ZSP B が選択されている。 

Surround back を Ich か 2 ch に設定してくだ 
さい。 

入力信号に互換性がない。 

5. Ich ソースを使用してください。 

THX ULTRA 2 CINEMA / 
MUSIC / GAMES が選択で 
きない 0 

SPEAKER SIZE メニュ ーで 
Surround Back = Ich 、 NONE 、 
ZSP A または ZSP B が選択されて 
いる。 

Surround back を 2 ch に設定してください 0 

入力信号に互換性がない。 

5. Ich ソースを使用してください。 

Neo ：6 モードが選択できな 
い。 

入力信号に互換性がない。 

2 ch DTS 入力信号、 PCM 入力信号、アナログ 
入力信号のいずれがを使用してください。 

CSI モードが選択できな 
い。 

入力信号に互換性がない。 

2 ch DTS 入力信号、 PCM 入力信号、アナログ 
入力信号のいずれがを使用してください。 

SUBWOOFER OUT への 出 
力が出ない。 

SPEAKER SIZE メニュ ーで 
Subwoofer = NONE が選択されて 
いる。 

Subwoofer = YES を選択してください。 

DTS エンコードされた CD 
やレーザーディスクの再生 
中にノイズが発生する。 

アナログ入力が選択されている。 

確実にデジタル接続を実行し、デジタル入力を 
選択した上で再生してください。 

特定のチャンネルで出力が 
行われない 0 

そのチャンネルに録音が存在しな 
い。 

ソース側のエンコードされたチヤンネルを確 
認してください。 

AM や FM が受信できない。 

アンテナの接続が不完全。 

屋内の AM アンテナと FM アンテナを 、 AM 
アンテナ端子と FM アンテナ端子に正しく接 
続してください。 

AM 受信中にノイズが聞こ 
凡る 0 

受信が他の電界の影響を受けてい 
る 0 

AM 室内アンテナの設置場所変えてください。 

FM 受信中にノイズが闇こ 
凡る。 

放送局からの電波が微弱。 

FM 屋外アンテナを設置してください。 

リモコンによる制御ができ 
ない 0 

電池が切れている。 

電池をすべて新しいものに取り替えてくださ 
い。 

リモコンのモードが違う。 

リモコンを制御する機器のモードに切り替え 
てください。 

本機とリモコン間の距離が遠過ぎる。 

本機に近づき、操作範囲内で操作してください。 

本機とリモコンの間に障害物がある。 

障害物を取り除いてください。 

AAC 信号が再生できない 

デジタルチューナーのデジタル出力 
設定が誤っている。 

デジタルチューナーの取扱説明書を参照して 
ください。 

トランスがらラなリ（ノイ 
ズ)が出る 0 

家庭内の電源事情により、多少目立 
つことがあります。 

電熱器、コタツなどの使用を止めてみてくださ 
い。 

入力信号がないときに、 
シャーといラノイズ（残留ノ 
イズ)が出る。 

サラウンド用の DSP を搭載してお 
りますので、多少目立つことがあり 
ます。 

2 ch ソースをお聞きのときノイズが気になる場 
合は 、 S ( Source ) - Direct モードでお聞きくだ 
さい。 

DVD プレーヤーで CD 再生 
時に、トラックスキップなど 
を行うと、曲の頭が少し欠け 
て再生される。 

DVD プレーヤーによつてはトラック 
スキップ時にデジタル信号が途切れ 
るものがあります。サラウンドシス 
テムを適切に合わせるための判別時 
間が必要なため、少しだけ曲の頭が 
途切れる場合があります。 

この様な DVD プレーヤーを接続する場合、ア 
ナ□グ接続して頂くと問題なく再生すること 
ができます。 

音楽再生時、音像が定位しな 
い。 

スピーカーの極性が正しく接続され 
ていない。 

スピーカーの極性を確認してください。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続システムセットアップ応用操作 



その他 


77 
















































H DMJ 腿 


症状 

原因 

対処法 

HDMI 接続で画面が映らな 
い0 

接続しているモニター、プロジェク 
ターが HDCP に対応していない。 

HDCP 対応機器に接続するか、アナログビデ 
才接続を行ってください。 


TV 側の HDMI 入力設定が有効に 
なっていない。 

TV の取り扱い説明書を参照の上、 HDMI 入力 
が有効になるよう設定してください。 


ソース機器 （ DVD 、 デジタルチュー 
ナー等）側の HDMI 出力設定が有効 
になっていない。 

ソース機器の取り扱い説明書を参照の上、 
HDMI 出力を有効になるよう設定してくださ 
い。 


本機の HDMI 入力設定が正しく設 
定されていない。 

35ぺージを参照の上、 Setup 画面にて HDMI 
入力設定を行ってください。 


ソース機器 （ DVD 、 デジタルチュー 
ナー等）側の HDMI 出力用の Video 
解像度設定が TV 側の仕様と合致 
しない。 

双方の機器の取り扱い説明書を参照の上、合 
致する解像度設定をしてください。 


規格外の HDMI ケープルで接続し 
ている。 

より安定した動作や、画質劣化などの防止の 
ため、5 m 以下のケープルの使用を推奨いたし 
ます。 


本機の電源が切られている。（本機 
がスタンパイ状態では HDMI 接続は 
有効になりません） 

本機の電源を入れてください。 


HDMI 搭載機器間の接続認証がさ 
れない 

本機、あるいは TV 、 ソース機器の電源を入れ 
直してください。 

HDMI 接続で映像が映るま 
で時間がかかる。 

HDMI 搭載機器間の接続認証をお 
こなっている。 

接続される機器によっては認証に時間がかか 
る場合があります、故障ではありません。 

HDMI 接続で音声が再生さ 
れない0 

ソース機器 （ DVD 、 デジタルチュー 
ナー等）側の HDMI 音声出力設定が 
有効になっていない。 

ソース機器の取り扱い説明書を参照の上、 
HDMI 音声出力を有効になるよう設定してく 
ださい。 


ソース機器 （ DVD 、 デジタルチュー 
ナー等）側の HDMI 音声設定にて信 
号フォーマットの設定が本機の対 
応信号に設定されていない。 

ソース機器の取り扱い説玥書を参照の上、 
HDMI 音声出力設定を本機との接続に適切に 
なるよう設定してください。 


HDMI AUDIO THROUGH モードに 
なっている。 

THROUGH モードの時は本機からは音がでま 
せん。 ENABLE に設定してください。 （46 ベー 
ジ参照） 

HDMI 接続で DVD-Audio 
の音声が再生されない。 

DVD プレイヤーが HDMI の CPPM 
対応していないため、 Audio 出力を 
していない。 

• CPPM 対応の DVD オーディオプレイヤー 
を使用してください。 

• DVD プレイヤーの PCM ダウンサンプリン 
グを〇 N に設定してください。 

-アナログ接続でご使用ください。 

HDMI 接続でス _ パ _ 才 _ 
ディオ CD の音声が再生さ 
れない0 

接続しているソース機器がスーパー 
オーディオ CD の出力に対応してい 
ない0 

-スーパーオーディオ CD 出力に対応した 
(HDMIiVersion 1.2) 機器を接続してくださ 
い0 

-アナログでご使用ください。 


セ 

ツ 

卜 


応用接続 



その他 


基本操作 


各部の名称基本接続 
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異常動作のときは 

本機表示部に異常な表示や誤動作表示などを発見し 
た場合、すぐに電源を切ってください。 

再度電源を入れても症状が変わらない場合、電源 
コードを抜いてください。 

その後、お買い上げになった販売店もしくはお近く 
の弊社営業所、または弊社サービスセンターにご相 
談ください。 


メ パ、;^7て J / プ t ： ついて 

本機の電源を切った状態でも、設定した各種内容を 
内部不揮発性メモリーに記憶しております。 


初期状態に厓すには（リセット） 

「困ったときは」を参考にされても、不具合が解決し 
ない場合は、本機のリセットを試してみてください。 
但しリセット行うと、セットアップメニューにて設 
定した内容、サラウンドモードの設定の情報が消去 
されますことをご了承ください。 


ZONE TOP 



ブ.電源が入っていることを確認します。 

2. 本機の zoa /£ ボタンを押しながら、 rap ボタン 
を3秒以上押します。 

本機は一度スタンパイ状態になった後、再度 
POWER — ON 状態となり、各種設定された内容 
が初期化され、工場出荷時の状態に戻ります。 






































































その他 


サラウンドモード 


本機には多くのサラウンドモードが搭載されています。これは再生するソースの内容に応じて、多様な音声 
効果を再現するためです。 

利用可能なサラウンドモードは、入力信号とスピーカーの設定に応じて制限される場合があります。 

使用するサラウンドモードと入力信号について 

サラウンドモードは本機のサラウンドモード切り替えボタンか、リモコンを使って選択します。また、再生さ 
れる音声は、選択したサラウンドモードと入力信号との関係に応じて変化します。 

関係は次の表のとおりです。 


サラウンドモード 

入力信号 

デコーディング 

出カチャンネル 

表示音 

5 

L7R 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケーター 

チヤンネルステータス. 

インジケーター 

AUTO 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

L, C, R, SL, SR, S. LFE 

DolbvD(5.1ch) 

Dolbv Diaital 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L. C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv Diqital 2.0 

O 




〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Loqic Dx movie 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L, R,S 

Dolbv Diqital Plus (5.1ch) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R. SL, SR, LFE 

Dolbv Diqital Plus (6.1 ch) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

Dolby Diqital Plus (7.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R. SL. SR, S, LFE 

Dolby TrueHD (5.1 ch) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 

プによって変わります 

Dolby TrueHD (6.1 ch) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 
プによって変わります 

Dolby TrueHD (7.1 ch) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 
プによって変わります 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts. ES 

L. C. R. SL. SR. S. LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 96/24 

L, C, R, SL, SR, LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

し C, R, SL, SR, LFE 

DTS-HD (5.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

L, C, R, S し SR, LFE 

DTS-HD (6.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L.C. R. SL. SR. S. LFE 

DTS-HD (7.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C, R, S し SR, S, LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

AAC 

L, C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

AAC 2.0 

〇 




〇 

AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

〇 

〇 

〇 


〇 

PCM 

L, C, R, SL. SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

〇 

〇 

〇 


〇 

PCM 

L. C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1 ch) 

SA-CD (5.1 ch) 

〇 

〇 

〇 


〇 


L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

SA-CD (Stereo) 

〇 




〇 


L,R 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo} 

〇 




〇 

PCM 

LJt 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

〇 




〇 

PCM 

L,R 

HDCD 

HDCD 

〇 




〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analog 

Stereo 

〇 




〇 

ANALOG 


7.1 ch input 

Multi Ch 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


SOURCE DIRECT 
PURE DIRECT 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ロロ DIGITAL EX 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Diqital 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv Diqital 2.0 

〇 





□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Loqic Dx movie 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L, R,S 

Dolbv Diqital Plus (5.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R. SL, SR, LFE 

Dolbv Diqital Plus (6.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

Dolbv Diqital Plus (7.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C. R. SL. SR. S. LFE 

Dolby TrueHD (5.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

スヒ•一力ーセツトアツ 
プによって変わります 

Dolby TrueHD (6.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 

プによって変わります 

Dolby TrueHD (7.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 

プによって変わります 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

L, C, R, SL. SR. S. LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 96/24 

L, C, R, SL, SR, LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

し C, R, SL, SR, LFE 

DTS-HD (5.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

L,C, R. SL, SR. LFE 

DTS-HD (6.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L,C. R. SL. SR. S. LFE 

DTS-HD (7.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C, R. SL, SR, S, LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

AAC 

L. C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

AAC 2.0 

〇 





AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

〇 

〇 

〇 


〇 

PCM 

L, C, R. SL. SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

〇 

〇 

〇 


〇 

PCM 

し C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1 ch) 

SA-CD (5.1 ch) 

〇 

〇 

〇 


〇 


L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

SA-CD (Stereo) 

〇 






L,R 

PCM (Audio) 

PCM (Stereo) 

〇 





PCM 

L,R 

PCM 96kHz 

PCM (Stereo 96kHz) 

〇 





PCM 

L,R 

HDCD 

HDCD 

〇 





PCM, HDCD 

L,R 

Analog 

Stereo 

〇 





ANALOG 


7.1 ch input 

Multi Ch 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 



サラウンドモード 

入力信号 

デコーディング 

出カチャンネル 

表示咅 


L/R 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケーター 

チヤンネルステータス. 
インジケー ター 

EX/ES 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

L. C. R, SL. SR. S. LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C. R. SL, SR, LFE 

DolbvDiqital Plus(5.1) 

DolbvDiqital + Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L. C, R. SL. SR, LFE 

DolbyTrueHD (5.1) 

DolbyTrueHD + Dolby Digital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 
プによって変わります 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

L, C. R, SL, SR. S, LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C. R. SL. SR. LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC + Dolbv EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L. C. R. SL. SR. LFE 

Multi-PCM 

Multi Ch-PCM + Dolbv Diaital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L. C. R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1 ch) 

SA-CD (5.1ch) +Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L. C. R, SL. SR. LFE 

DOLBY 
(PLIIx movie) 

(PLIIx music) 

(PLIIx game) 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital EX 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL EX 

L, C. R, SL, SR, S, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Diqital 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

し C, R, SL. SR, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Diqital 5.1 + PLEx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L. C. R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

UR 

Dolby D (2ch Surr) 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 口 □ SURROUND 

L,R,S 

DolbvDiqital Plus (5.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L,C,R,SL,SR,LFE 

DolbvDiqital Plus(6.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,C,R,SL,SR.S.LFE 

DolbvDiqital Plus (7.1) 

DolbvDiqital + 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L.C.R.SL.SR.S.LFE 

DolbyTrueHD (5.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 
プによって変わります 

DolbyTrueHD (6.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 

プによって変わります 

DolbyTrueHD (7.1) 

DolbyTrueHD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DO DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 

プによって変わります 

AAC (5.1ch) 

AAC + PLEx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L. C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM + PLnx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L. C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1 ch) 

SA-CD (5.1 chU PLIIx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L. C. R, SL, SR. LFE 

SA-CD (2ch) 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L,R 

PCM (Audio) 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L,R 

HDCD 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

Pro Loqic Dx 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


DTS 

(Neo:6 Cinema) 
(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts, ES 

L, C. R, SL, SR, S. LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 96/24 

L, C. R, SL. SR. LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

L, C, R, SL, SR, LFE 

DTS-HD(5.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 


〇 

dts 

L. C, R. SL, SR, LFE 

DTS-HD(6.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS-HD(7.1) 

DTS-HD 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C. R, SL, SR. S, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L.R.S 

AAC (2ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L,R 

SA-CD (2ch) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L,R 

PCM (Audio) 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L,R 

HDCD 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L.R 

Analog 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


CSn Cinema 

CSI Music 
CSIIMono 

Dolbv D (2ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L.R.S 

AAC (2ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L,R 

SA-CD (2ch) 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L,R 

PCM (Audio) 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L,R 

HDCD 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

csn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


NEURAL-THX 

Dolbv D (2ch) 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,R,S 

SA-CD (2ch) 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L,R 

PCM (Audio) 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L R 

HDCD 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

NEURAL THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


STEREO 

Dolbv Surr.EX 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL EX 

L, C. R, SL. SR, S, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

L, C. R, SL. SR. LFE 

Dolbv D (2ch) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolby D (2ch Surr) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L.R.S 

DolbvDiqital Plus(5.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

L, C. R. SL, SR, LFE 

Dolbv Diaital Plus (6.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

L. C, R. SL. SR, S, LFE 

DolbvDiqital Plus(7.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R. SL, SR, S, LFE 

DolbyTrueHD (5.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

スヒ 11 一力ーセツトアツ 
プによって変わります 

DolbyTrueHD (6.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□□ DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 
プによって変わります 

DolbyTrueHD (7.1) 

Stereo 

〇 




〇 

□口 DIGITAL 

ス ピーカー セツトアツ 

プによって変わります 

DTS-ES 

Stereo 

〇 




〇 

dts, ES 

L, C. R, SL, SR, S, LFE 

DTS 96/24 

Stereo 

〇 




〇 

dts 96/24 

L, C. R, SL. SR. LFE 

DTS (5.1 ch) 

Stereo 

〇 




〇 

dts 

L, C. R, SL, SR, LFE 

DTS-HD (5.1) 

Stereo 

〇 




〇 

dts 

L. C, R. SL, SR, LFE 

DTS-HD (6.1) 

Stereo 

〇 




〇 

dts 

L,C, R. SL, SR, S, LFE 

DTS-HD (7.1) 

Stereo 

〇 




〇 

dts 

L, C. R, SL. SR. S, LFE 

AAC (5.1ch) 

Stereo 

〇 




〇 

AAC 

L, C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Stereo 

〇 




〇 

AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Stereo 

〇 




〇 

PCM 

L. C. R. SL. SR. LFE 




































































































































































サラウンドモード 

入力信号 

デコーディング 

出カチャンネル 

表示咅 


L/R 

C 

SL 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケーター 

チヤンネルステータス • 
インジケーター 

STEREO 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Stereo 

〇 




〇 

PCM 

L, C. R. SL. SR. LFE 

SA-CD (5.1ch) 

Stereo 

〇 




〇 


L, C, R. SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Stereo 

〇 




〇 


し R 

PCM (Audio) 

Stereo 

〇 




〇 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

Stereo 

〇 




〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Stereo 

〇 




〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

Stereo 

〇 




〇 

ANALOG 


Dolby Virtual 

Speaker 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Virtual SDeaker 

〇 





□□ DIGITAL EX 

L. C. R. SL. SR. S. LFE 

DolbvD(5.1ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





□□ DIGITAL 

し C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L, R.S 

DTS-ES 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





dts, ES 

L, C, R. SL, SR. S, LFE 

DTS 96/24 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





dts 96/24 

L, C, R, SL, SR, LFE 

DTS (5.1 ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





dts 

L, C, R, SL, SR, LFE 

AAC (5.1 ch) 

Virtual 

〇 





AAC 

し C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Virtual 

〇 





AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





PCM 

L, C. R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1 ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 






L,R 

PCM (Audio) 

Dolbv Virtual SDeaker 

〇 





PCM 

■LP 

HDCD 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





PCM, HDCD 

し R 

Analoq 

Dolbv Virtual Speaker 

〇 





ANALOG 


Multi Ch. 

Movie 

Music 

(0): Movie mode only. 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital EX 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

L, C, R, SL. SR. S, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv Diqital 5.1 

〇 

(〇) 

〇 


〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L, R.S 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS 96/24 

DTS-96/24 

〇 

(〇) 

〇 


〇 

dts 96/24 

L, C, R, SL, SR, LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS 5.1 

〇 

(〇) 

〇 


〇 

dts 

L, C, R. SL, SR. LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

AAC 

し C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Multi Channel Stereo 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM 

〇 

(〇) 

〇 


〇 

PCM 

L. C. R. SL. SR. LFE 

Multi Ch-PCM 96kHz 

Multi Ch-PCM 96kHz 

〇 

(〇) 

〇 


〇 

PCM 

L, C, R. SL, SR. LFE 

SA-CD (5.1ch) 

SA-CD (5.1 ch) 

〇 

(〇) 

〇 


〇 


L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 


し R 

PCM (Audio) 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

PCM 

し R 

HDCD 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

Multi Channel 

〇 

(〇) 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


Dolby HP 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv HP 

〇 





□□ DIGITAL EX 

し C. R, SL, SR, S, LFE 

Dolbv D (5.1 ch) 

Dolbv HP 

〇 





□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Dolbv HP 

〇 





□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Dolbv HP 

〇 





□□ DIGITAL □□ SURROUND 

し R,S 

Dolbv Digital Plus (5.1) 

Stereo 

〇 





□□ DIGITAL 

L, C. R. SL, SR, LFE 

Dolbv Diaital Plus (6.1) 

Stereo 

〇 





□□ DIGITAL 

L. C. R. SL. SR. S. LFE 

Dolbv Digital Plus (7.1) 

Stereo 

〇 





□□ DIGITAL 

し C, R, SL. SR, S. LFE 

Dolby TrueHD (5.1) 

Stereo 

〇 





□□ DIGITAL 

ス k 一力ーセツトアツ 

プによって変わります 

Dolby TrueHD (6.1) 

Stereo 

〇 





□□ DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 

プによって変わります 

Dolby TrueHD (7.1) 

Stereo 

〇 





□口 DIGITAL 

スピーカーセツトアツ 

プによって変わります 

DTS-ES 

Dolbv HP 

〇 





dts, ES 

し C. R, SL, SR, S, LFE 

DTS 96/24 

Dolbv HP 

〇 





dts 96/24 

L, C, R, S し SR, LFE 

DTS (5.1 ch) 

Dolbv HP 

〇 





dts 

し C, R, SL, SR, LFE 

DTS-HD (5.1) 

Stereo 

〇 





dts 

L. C. R. SL.SR. LFE 

DTS-HD (6.1) 

Stereo 

〇 





dts 

L. C. R. SL.SR. S. LFE 

DTS-HD (7.1) 

Stereo 

〇 





dts 

し C, R. SL, SR, S, LFE 

AAC (5.1 ch) 

Dolbv HP 

〇 





AAC 

L, C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Dolbv HP 

〇 





AAC 

し R 

Multi Ch-PCM 

Dolbv HP 

〇 





PCM 

L, C, R, S し SR. LFE 

SA-CD (5.1ch) 

Dolbv HP 

〇 






し C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Dolbv HP 

〇 






し R 

PCM (Audio) 

Dolbv H.P 

〇 





PCM 

L,R 

HDCD 

Dolbv H.P 

〇 





PCM, HDCD 

し R 

Analoq 

Dolbv H.P 

〇 





ANALOG 



各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続 システムセットアップ 応用操作 困ったときは 
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サラウンドモード 

入力信号 

デコーディング 

出カチヤンネル 

表示咅 


L/R 

C 

S し 

SR 

SBL 

SBR 

SubW 

信号形式インジケーター 

チヤンネルステータス. 
インジケーター 

THX 

(AUTO) 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital + THX Surround EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL EX 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

Dolby D (5.1 ch) 

Dolby Digital 5.1+ THX 
Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□口 DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L,R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Loqic nx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□口 DIGITAL □□ SURROUND 

L,R,S 

DTS-ES 

DTS-ES + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

し C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS (5.1 ch) 

DTS + THX Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

し C, R, SL, SR, LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC + THX Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L. C. R. SL SR. LFE 

AAC (2ch) 

Pro Loqic nx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM + THX Ultra2 
Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1ch) 

SA-CD (5.1ch) + THX Ultra2 
Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


し R 

PCM (Audio) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L,R 

HDCD 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM. HDCD 

L,R 

Analoq 

Pro Loqic nx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 


THX Ultra2 
(THX EX) 

(THX Cinema) 

(THX Music) 

(THX Games) 

Dolbv Surr.EX 

Dolbv Diqital + THX Surround EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□口 DIGITAL EX 

し C, R, SL, SR, S, LFE 

Dolby D (5.1 ch) 

Dolby Digital 5.1+ THX 
Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

Dolbv D (2ch) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL 

し R 

Dolbv D (2ch Surr) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□□ DIGITAL □□ SURROUND 

L,R,S 

DTS-ES 

DTS-ES + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts, ES 

L, C. R. SL, SR. S, LFE 

DTS (5.1ch) 

DTS + THX Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

dts 

L, C, R, SL, SR, LFE 

AAC (5.1 ch) 

AAC + THX Ultra2 Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

し C, R, SL, SR, LFE 

AAC (2ch) 

Pro Loqic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AAC 

L,R 

Multi Ch-PCM 

Multi Ch-PCM + THX Ultra2 
Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (5.1ch) 

SA-CD (5.1ch) + THX Ultra2 
Cinema 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L, C, R, SL, SR, LFE 

SA-CD (2ch) 

Pro Loqic lx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


L,R 

PCM (Audio) 

Pro Loaic Ex movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM 

L^R 

HDCD 

Pro Loqic lx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCM, HDCD 

L,R 

Analoq 

Pro Loqic lx movie + THX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 



ご注意 

• Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 
HD 信号を再生中は対応した再生モードと 
STEREO 以外の SURROUND MODE を選択 

することはできません。 

また、 STEREO 以外の SURROUND MODE 
が選択されていても 、 Dolby TrueHD、Dolby 
Digital Plus 、 DTS - HD 信号を再生した場合は 
その SURROUND MODE は無効となり、対 
応した再生モードの処理になります。 


略語 

L / R : フロント左/右スピ_力一 
C : センタースピーカー 
SL / SR : サラウンド左/右スピーカー 
SBL / SBR : サラウンドパック左/右スピ_力_ 
SubW : サブウーファー 



























































































































このモードでは、ドルビーデジタル、ドルビー 
TrueHD 、 ドルビーデジタルプラス、ドルビーデジタ 
ル EX 、 ドルビーサラウンド 、 DTS 、 DTS - HD 、 DTS - 
ES 、 AAC 、 PCM 、 96 kPCM などの入力されるデジタ 
ル信号の種類を検出し、自動的にそれぞれに対応し 
た再生モードに切り替えます。 

入力信号が PCM 信号の場合はステレオ再生を行い 
ます。ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の場合はそれ 
ぞれのチヤンネル数に応じた再生を行います。 


SOURCE DIRECT (ソースダイレクト） 

このモードでは、スピーカー設定などによる周波数 
フィルターやディレイ、卜ーンコント□—ルなどの 
付加処理をパイパスし、入力信号を最短処理にて出 
力します。また、アナログ信号入力時にはデジタル 
部の処理を停止して、高周波クロックなどの影響を 
最小限にします。 

ご注意 

•スピーカーサイズは Front L/R = LARGE 、 
Center = LARGE、Surround L/R = LARGE 、 
Subwoofer = YES に自動的に設定されます。 

• トーンコントロール、イコライザー その他の 
追加の処理は停止します。 


PURE DIRECT (ピュアダイレクト） 

このモードはソースダイレクトモードの動作に加 
え、ビデオ端子（ビデオ、 S - ビデオ、コンポーネントビ 
デオ、 HDMI ) への出力を停止し、表示部も消灯して 
更にノイズ源を低減させます。 


EX/ES 

このモードでは 、 Dolby Digital EX および DTS-ES 
エンコードされた入カソースに対して、 6. Ich サラ 
ウンドが提供されます。 

アナログ入力を選択したときは、このモードは利用 
できません。 

Dolby Diaital EX 

このモードでは、映画館で再生される Dolby Digital 
Surround EX テクノロジーでエンコードされた映 
画のサウンドトラックは、プログラムのミキシング 
の際に追加されたチヤンネルを再生することができ 
ます。 


サラウンドパックと呼ばれるこのチャンネルによ 
り、現在利用可能なフロント左、フロントセンター、 
フロント右、サラウンド右、サラウンド左、サブウー 
ファーチャンネルに加えて、リスナーの背後に音声 
が配置されます。 

この追加のチャンネルによって、より繊細な後方音 
声イメージをリスナーに与えることができ、それに 
よってこれまでにない奥行きや広がりのある音像が 
もたらされます。 

システムにサラウンドバックスピーカーがない場合 
は 、 Dolby Digital EX は利用できません。 

DTS-ES (Discrete 6.1, Matrix 6.1) 

このモードでは 、 DTS 5.1 ch 形式にサラウンドセン 
ターチャンネル音声を追加して音像定位を改善し、 
6.1 ch 再生時の音像移動をより自然なものにしま 
す0 

本機には DTS - ES デコーダーが組み込まれており、 
DVD などの DTS-ES Discrete エンコードと DTS - 
ES Matrix エンコードのソースを処理することがで 
きます。 

DTS-ES Discrete 6.1 の特徴は、サラウンドパック 
チャンネルを含むすべてのチャンネルの独立したデ 
ジタル録音と、より質の高い才ーディオ再生です。 
システムにサラウンドバックスピーカーがない場合 
は、 DTS - ES は利用できません。 

Dolby MODE 

(Dolby Digital、Pro Logic lx MOVIE、Pro 
Logic Hx MUSIC、Pro Logic lx GAME) 

このモードは 、 Dolby Digital と Dolby Surround で 
エンコードされた入カソースに使用します。 

DOLBY DIGITAL 

このモードは 、 Dolby Digital でエン]-ドされた入 
カソースを再生するときに使用できます。 

マルチチャンネルエンコードされた 5.1 ch Dolby 
Digital ソースを再生すると、5つのメイン音声チャ 
ンネル(左、センター、右、サラウンド左、サラウンド 
右）と、 LFE チャンネルからの音声が得られます。こ 
のモードでは Dolby Digital EX の才ーディオはデ 
コードできません。 

Dolby Pro Logic lx には次の 5 つのモードがあり 
ます。 

Pro Logic lx MOVIE 

このモードでは 、 Dolby Surround エンコードされ 
たステレオ映画のサウンドトラックから、 6.1 ch も 
しくは 7.1 ch のサラウンド音声が得られます。 


Pro Logic lx MUSIC 

このモードでは CD 、 テープ、 FM 、 テレビ、ステレオビ 
デオなど従来型の（アナログもしくはデジタルの）ス 
テレオソースから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch のサラウ 
ンド音声が得られます。 

Pro Logic lx GAME 

このモードでは、サラウンド低域をシステムのサブ 
ウーファーに割り振ることによって、強い低域サラ 
ウンド効果を再現します。 

5.1 ch + Pro Logic lx Movie 

このモードでは、映画サウンドトラックの 5.1 ch ソー 
スから、 7.1 ch のサラウンド音声が得られます。 

5.1 ch + Pro Logic lx Music 

このモードでは、 5.1 ch のサウンドトラック • ソー 
スから、 6.1 ch もしくは 7.1 ch のサラウンド音声が 
得られます。 

ご注意 

• SPEAKER SETUP メニューで SURR . B を 
“ NONE ” に設定したときは 、 Pro Logic II x 
モードは Pro Logic II モードとしてデコード 
します。（射 ページ 参照） 

• Pro Logic IIx モードは Dolby Digital 、 HDCD 、 
PCM のいずれかの形式で エン コードされ 
た、 2 ch 入力信号に対して利用できます。 


dts 

dts, Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードは DVD 、 CD のような DTS エンコードさ 
れたソースの視聴用です。 Neo :6 は 2 ch ソースの 
視聴用です。 

dts 

このモードは dts マルチチヤンネルエンコードされ 
たソースを再生するときに使用できます。 

マルチチヤンネルエンコードされた 5.1 ch dts ソー 
スを再生すると、5つのメイン音声チヤンネル（左、 
センター、右、サラウンド左、サラウンド右）と 、 LFE 
チヤンネルからの音声が得られます。 

このモードでは DTS - ES でのデコードは利用できま 
せん。 

またアナログ入力を選択したときは、 DTS モードは 
利用できません。 


Neo:6 Cinema, Neo:6 Music 

このモードでは高精度デジタルマトリ ツ クステクノ 
□ジーを使用して、 2 ch 信号を 6 ch 信号にデコード 
します。 

DTS Neo :6 デコーダーには、チヤンネルの周波数特 
性ばかりでなくチヤンネルセパレーシヨンにおいても 
ぼぼディスクリード C あるという特性があります。 
再生する信号に応じて 、 DTS Neo ：6 は映画再生用 
に最適化された Neo :6 Cinema モードか、音楽再生 
用に最適化された Neo :6 Music モードのいずれが 
を使用します。 

ご注意 

• Neo :6 モードは 、 Dolby Digital 、 HDCD、PCM 
のぃ ずれかの形式に エン コードされた 2 ch 
入力信号の場合に利用できます。 


CIRCLE SURROUND H 
(CSn-CINEMA、CSn-MUSIC. CSI-MONO) 

Circle Surround は、エン]—ドなしの素材とマルチ 
チヤンネルエンコ _ ドされた素材を、マルチチヤンネル 
サラウンド再生できるように設計されています。 

放送、ビデオテープ、ステレオレコード音楽を含む、 
すべての音楽と映画の再生において、下位互換性に 
よる 6.1 チヤンネルまでのサラウンド性能がリス 
ナ_に提供されます。 

ソースに応じて CSl-Cinema モード、 CSl-Music 
モード、 CSl-Mono モードのいずれかを選択できま 
す。 

ご注意 

• CS n モードは Dolby Digital 、 HDCD、PCM 
のい ずれ かの 形式で エン コードされた 2 ch 
入力信号に対して利用できます。 


STEREO 

このモードでは、すべてのサラウンド処理が省略さ 
れます。 

ステレオソースで、 PCM オーディオやアナログステ 
レオが入力されたときは、左チヤンネルと右チヤン 
ネルが通常の再生を行います。 

Dolby Digital と DTS ソースの場合は、 5.1 ch が 
2 ch ステレオに変換されます。96 kHz の PCM 
ソースは、ステレオモードで再生できます。 


各部の名称 基本接続 基本一 


応用接続システムセットァップ 


?用操作困ったときは 
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THX CINEMA 

5.1 ch ( D 0 LBY DIGITAL 、 DTS や AAC ) 信号入力の 
場合、一旦 5.1 ch デコードをした後に THX CINEMA 
処理 ( THX 5.1) を施します。このモードは映画素材 
の再生において劇場での音場再生環境をそのまま家 
庭で再現することを目的としております。よって音 
楽やライプ、 TV 放送等の映画素材とは異なる記録が 
された素材の再生には適しません。本モードにおい 
ては SURROUND EX 処理は一切施しません。 
2 ch ( D 0 LBY DIGITAL 、 AAC 、 PCM 、アナログ）信号 
入力の場合、一旦ドルビープ□ロジック II 厶ービー 
処理をおこなった後に THX CINEMA 処理を施しま 
す。 


THX SURROUND EX 

5.1 ch (DOLBY DIGITAL 、 DTS や AAC ) 信号入 
力の場合、一旦 5.1 ch デコードをした後に THX 
SURROUND EX 処理 （THX Sur . EX ) を施すこ 
とにより、サラウンドパック信号を付加します。 
SURROUND EX 処理を施して記録された入力信号 
では、サラウンド空間再生の定位感が向上します。 
しかし 、 SURROUND EX 処理が施されていない入 
力信号に対しては不自然な定位再生になることがあ 
ります。（詳しくは DVD のパッケージなどを参照し 
て、本モードに切り替えてください） 


Dolby Virtual Speaker 

ドルビーパーチャルスピーカーはドルビーラボラト 
リーズにより承認された技術であり、マルチチャン 
ネルドルビーデジタルソースを2本のスピーカーか 
ら出力し、パーチャル化されたサラウンド音声体験 
を作り出します。さらにドルビーパーチャルスピー 
カーはドルビープ□ロジックやドルビープ□□ジッ 
ク I により作り出されたサラウンド音響効果をシ 
ミュレートします。ドルビーパーチャルスピーカー 
は元のマルチチャンネルオーディオ情報をすべて保 
持してリスナーにスピーカーに囲まれているかのよ 
うな感覚を提供します。 


MULTI CH (MOVIE. MUSIC) 

このモードは、 2 ch ソースからより広く、より奥行き 
があり、より自然な音場を作成する場合に使用しま 
す0 

そのような音場は、左チャンネル信号を左フロントス 
ピーカーと左サラウンドスピーカーの両方に、右チャン 
ネル信号を右フロントスピーカーと右サラウンドスピー 
カーの両方に振り分けることによって実現されま 
す。さらにセンタ _ チヤンネルでは、右チヤンネルと 
左チヤンネルを融合した音声が再生されます。 


入力信号に L 、 R 独立したサラウンド信号成分が記 
録されている場合に有効です。また、スピーカーセッ 
トアップでサラウンドパックスピーカーを使用して 
いる設定をした場合に有効です。 

ご注意 

• Dolby Digital Surround EX でェンコードさ 
れたソースを 6.1 チャンネルで再生するとき 
は 、 THX Surround EX モードを選択してくだ 
さぃ。 

THX ULTRA2 CINEMA 

THX ULTRA 2 Cinema モードは、 7.1 チヤンネルの 
スピーカーをすべて使用して、 5. 1チャンネルの映画 
ソースを再生する場合に最適なサラウンドモードで 
す。 

この モー ドでは、 ASA 処理はサラウンド スピーカー 
と、サラウンドパックスピーカーを混合し、広がりと 
定位感を最適化したサラウンドサウンドを提供しま 
す0 

このモードは、ドルビーデジタルサラウンド EX や 
DTS - ES エンコードではない、 5. 1チャンネルの映画 
ソフトを 7.1 チヤンネルシステムで再生することを 
可能にします。 

DTS - ES ( マトリックス 6.1 およびマトリックス 6.1) 
やドルビーデジタルサラウンド EX エンコードのソー 
スでは、デジタルフラグ(検出信号)が自動的に検知さ 
れ 、 THX SURROUND EX ^ E - ドになります。 

ドルビーデジタルサラウンド EX のソフトの中には、 
自動的に切替えを認識するフラグ(検出信号)がない 
ものがあります。 

見ている映画ソフトがドルビーデジタルサラウンド 
EX でエンコードされていることを知っている場合、 
手動で THX Surround EX 再生モードを選択するこ 
とができます。 

もしそうでなければ 、 THX ULTRA 2 Cinema モード 
が、 ASA 処理を適用し、最適な再生を提供します。 

THX MUSIC 

マルチチャンネル音楽の再生時に 、 THX Music モー 
ドを選択してください。このモードでは、 DTS およ 
び Dolby Digital のようなワイドで安定した背面の 
音場を確保するために、 5. 1エンコードされたすベて 
の音楽ソースのサラウンドチヤンネルに THX ASA 
処理が適用されます。 

DTS 5.1 と Dolby Digital 5.1 ch、AAC 5.1 ch など 
の、マルチチャンネル音楽ソースの視聴時におすす 
めします。 


システムセットアップ応用操作困つたときは 



各部の名称基本接続 


基本操作 


応用接続 


ご注意 

• これらのモードは 、 SPEAKER SIZE 設定メ 
ニューで、 サラウンド バックスピーカーを 2 
台に設定した場合に利用できます。 

• これらのモードは、入力信号にサラウンド左 
右用の コンテンツが ある場合に利用できま 
す0 

THX GAMES 

マルチチヤンネルのゲーム音声を再生する場合に、 
THX Games モードを選択してください。このモード 
ではアナログ、 PCM 、 DTS 、 AAC および Dolby Digital 
のような、 5. 1チヤンネルでエンコードされたすベての 
ゲーム • ソースのサラウンドチヤンネルに 、 THX ASA 
処理が適用されます。 

これによってゲーム音声のすべてのサラウンド情報 
が正確に配置され、360度全方位の再生璟境が得ら 
れます。サラウンドフィールドのすべての場所で滑 
らかな音声遷移が得られるという点が 、 THX Games 
モードの特性です。 


Neur§l §yrround 

Neural Surround は音楽再生のために開発された最 
新のサラウンド技術です。音響心理学に基づいた周 
波数領域処理を行うことにより、優れたチャンネル 
セパレーシヨンと定位を実現し、より精細なサウン 
ドステージを再現します。 

MPEG-2 AAC 

BS デジタル放送および地上波デジタル放送が採用 
している音声方式で、 MPEG 2 規格のひとつです。 
高圧縮率と高音質が特長で、 2 ch ステレオ音声に加 
え、 5.1 ch サラウンド音声や多言語放送を可能にし 
ています。 

ご注意 

DTS について 

• DTS 信号の再生はデジタル入力時のみ可能です。 
DTS - CD や DTS - LD を再生する場合、プレーヤー 
のアナログ音声出力からノイズが出力されている 
ことがあります。必ずプレーヤーのデジタル出力 
端子と本機のデジタル入力端子を接続してご使用 
ください。 

上記ノイズ出力の理由により、本機で DTS - CD や 
DTS - LD を再生中は、デジタル、アナログ入力の切 
り替え動作などを禁止している場合があります。 
—度プレーヤー側を STOP 状態にしてから行って 
ください。 


• お手持ちのプレーヤーによっては、 DTS 再生をす 
ると短いノイズが発生する場合があります。これ 
は動作不良ではありません。 

• DTS レーザーディスクや DTS CD の信号がほか 
のサラウンドモードで再生されている間は 、 MAIN 
MENU の INPUT SETUP や A / D ボタンを使って、 
デジタル入力からアナログ入力へ切り替えること 
はできません。 

• DTS エンコードされたソフトウェアをゾーンで 
聴くことはできません。 

• VCR 1 OUT 、 DSS/VCR 2 OUT、TAPE OUT 、 
CD - R 〇 UT 端子からは、アナログ音声信号だけ 
が出力されます。これらの端子を使用して DTS 
対応の CD や LD から録音しないでください。 
DTS エン]—ドされた信号は、ノイズとして録音 
されてしまいます。 

Dolby Digital Surround EX について 

• Dolby Digital Surround EX エンコードされたソ 
フトウェアを 6.1 チヤンネルで再生するときは、 
EX / ES モードに設定してください。 

• Dolby Digital Surround EX エン]—ドされた 
ソースの 中には、識別信号が含まれないものがあ 
ります。この場合は手動で EX / ES モードを設定 
してください。 

96 kHz/192 kHz PCM オーデイオについて 

• DVD ビデオ/オーディオディスクの場合のよう 
に、 PCM 信号をサンプリング周波数96/192 
kHz で再生するときは、 AUTO モード、ピュアダ 
イレクトモード、ソースダイレクトモード、ステレ 
オモードを使用できます。 

• お手持ちの DVD プレーヤーによっては、デジタル 
出力が制限されることがあります。詳細について 
は、お手持ちのプレーヤーの取扱説明書を参照し 
てください。 

• DVD ディスクの中にはコピープロテクト機能を 
持つものがあります。このようなディスクを使用 
したときは、96 kHz の PCM 信号は DVD プレー 
ヤーがら出力されません。詳細については、お手 
持ちのプレーヤーの取扱説明書を参照してくださ 
い 0 

HDCD について 

• HDCD はデジタル入力の場合にのみ有効です。 

• お手持ちの CD プレーヤーによっては、プレーヤー 
を本機にデジタル接続しても特定の HDCD ソー 
ス信号を再生できない場合があります。 












サウンドについて 


THX SURROUND EX 

THX と THX □ゴは THX の登録商標です。サ 
ラウンド EX は THX とドルビーラボラトリー 
ズの共同開発による技術で、ドルビーラポラト 
リーズの商標です。不許複製。許可のもとに 
使用されています。 



Neural-THX Surround は楽器やボーカル、 
残響などマスキングされてしまいがちな音の 
ディティールを再現し、今までの CD やデジタ 
ルメディアプレイヤーなどの通常のステレオ 
信号やサラウンド処理された信号では得るこ 
とのできなかった素晴らしい体験をリスナー 
に届けます。 Neural-THX Surround はサラウ 
ンドをさらなる高いレペルに引き上げる技術 
です。 


«dtS 

Digital Surrouna 
ES| Neo:6 | 96/24 

SdtS-HD 

Master Audio 

@€tts-HD 

High Resolution Audio 


“ DTS ” “ DTS-HD マスター オーディオ”および 
“ DTS - HD ハイレゾリューションオーディオ” 
は 、 Digital Theater System , Inc . の登録商標 
または商標です。 


• DTS - HD マスターオーデイオ 

DTS - HD マスターオーディオは、プロ フェツ 
シヨ ナルスタジオで作られるマスター音源を、 
その品質のまま、データの損失なしにリスナー 
まで届けることのできる技術です。 DTS-HD 
マスターオーディオは、96 KHz /24 bit では 
7.1 チヤンネル、 192 kHz /24 bit では6チヤン 
ネル音声をオリジナル音源のデータを欠損さ 
せることなく伝送することを可能にしていま 
す。 DTS - HD マスターオーディオは、音楽や映 
画の音声の作り手であるアーティストの意図 
したとおりの音声を受け手に届けるための貴 
重な技術であるといえましょう。 


• DTS - HD ハイレゾリューションオーディオ 

DTS - HD ハイレゾリューション.オーディオ 
は、最大 7.1 チャンネルまでの音声をほぼオリ 
ジナルと区別できないハイクォリティで伝送 
することが可能なフォーマツトです。 DTS - 
HD ハイレゾリューション.オーディオは96 
KHz /24 bit の 7.1 チヤンネルの音声を伝送可 
能にしています。 


MHX 

ULTRAS 


RECOMMENDED USE 


All Home Theaters or Living Rooms 
[THX CERTIFICATION FEATURES 

THX Surround EX 

THX Cinema, Music, Games Modes: 

■ Re-Equalization 

■ Timbre Matching 

■ Adaptive Decorrelation 
• ASA Technology 

Boundary Gain Compensation 
THX Bass Management System 

[ADDITIONAL THX TECHNOLOGIES ] 

Neural-THX Surround 

Visit www.thx.com for further technical details. 


CD DOLBY [U DOLBY 

DIGITAL EX 1 TRUITT?1 

PRO LOGIC llx I 




HI DOLBY 

DIGITAL PLUS I 


□]DOLBY 

VIRTUAL I 
SPEAKER 


ドルビーラポラトリーズからの実施権に基づ 
き製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 および^7ル D 
記号および“ AAC ” □ゴは、ドルビーラボラト 
リ ーズの 商標です。 


•ド ルビー True HD 

ドルビー TrueHD は、次世代光ディスクメディ 
アに揉用されているロスレス（可逆型）オー 
ディオテクノロジーです。ドルビー TrueHD 
はスタジオマスターの高品質な音声データ 
をビット単位の精度まで完全に再現します。 
HD 映像と組み合わせることにより、ドルビー 
TrueHD はこれまで想像できなかったほどハ 
イクオリティなホームシアター体験を提供し 
ます。96 kHz /24 bit では最大8チャンネル、 
1 92 kHz /24 bit では最大6チヤンネルの音声 
の記録が可能です。 


•ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタルを高音質 • 高機能に進化 
させたドルビーデジタルプラスは、 HD クオリ 
ティのデジタル TV 放送や光ディスクメディ 
ア、オンラインコンテンツなどの A / V エンタテ 
インメントにさらにリッチなサラウンドサウ 
ンドを提供するための柔軟性と効率性を備え 
ています。ドルビーデジタルプラスの優れた 
コーディング効率により、映像やその他のサー 
ビスのために割り当てるビットレートに影響 
を与えることなく、最大 7.1 チャンネルの H 品 
質なサラウンド音声を実現することが可能に 
なります。 


エーエー シー アドバンスド オーディオ コーディング 

AAC (Advanced Audio Coding ) 

BS デジタル放送および地上波デジタル放送が 
採用している音声方式で、 MPEG 2 規格のひと 
つです。高圧縮率と高音質が特長で、 2 CH ス 
テレオ音声に加え、 5.1 CH サラウンド音声や多 
言語放送を可能にしています。以下はパテン 
トナンパーです。 


5848391 

5,291,557 

5,451,954 

5,357,594 

5 752 225 

5,394,473 

5,633,981 

5 297 236 

4,914,701 

5,579,430 

08/678,666 

98/03037 

98/03036 

5,227,788 

5,285,498 

5,781,888 

08/039,478 

08/211,547 

08/894,844 

5,299,238 

5,299,239 

5,490,170 

5,264,846 

5,268,685 

5,548,574 

5,717,821 

08/937,950 

08/576,495 

08/392,756 


5 400 433 

5,222,189 


5,583,962 

5,274,740 


5,235,671 

07/640,550 


97/02875 

97/02874 


5,481,614 

5,592,584 


5,703,999 

08/557,046 


5,299,240 

5,197,087 


5,375,189 

5,581,654 


05- 183,988 

08/506,729 
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SRSC«) 



Circle Surround II 、 SRS と(: •：) 記号は SRS 
Labs , Inc . の商標です 0 

Circle Surround II 技術は 、 SRS Labs , Inc •から 
のライセンスに基づき製品化されています。 


Microsoft® 


I-DCD 


P , HDCD ®, High Definition Compatible 
Digital ® および Microsoft ® は、米国内や他の国 
におけるマイクロソフト社の登録商標または商標 
です。 HDCD システムはマイク□ソフト社からの 
ライセンスに基づき製造されています。この製品 
は下記の1つ以上の特許によって保護されていま 
す0 

米国内： 5,47 9,168、5,638,074、5,640,161、 
5,808,574、5,838,274、5,854,6〇〇、 
5,864,311、5,872,531。 

オーストラリア国内： 669114。 

その他の特許は出願中。 


HSDmi 

" HDMI " "HOmi" および " High-Definition 
Multimedia Intertace " は HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 

• HDMI について 

HDMI とは従来の DVI(Digital Visual Interface ) 
規格をさらに発展させた新しい規格です。映 
像信号に加えてオーディオ信号をデジタルで 
伝送する機能が追加されています。音声/映 
像用に複数のケーブルが必要だったものが 
HDMI ケーブル1本で接続ができます。 

本機の HDMI 入出力端子は Ver .1.3 a に対応し 
ています。 

^ HDMKHigh-Definition Multimedia Interface ) 


著作権保護につぃて 

本機は HDCP ( High-band width Digital Content 
Protection ) に対応しています。 HDCP はデー 
夕の暗号化と相手機器の認証からなるコピー 
プロテクション（著作権保護）技術です。デジ 
タル映像コンテンツの保護を目的にしており、 
本機と接続する機器も HDCP に対応している 
必要があります。 HDCP に対応しているテレ 
ビ /モニター などと接続してください。また 
接続する機器の取扱説明書をご確認のラえご 
使用ください。 


各部の名称 基本接続 基本操作 応用接続 システムセットアップ 応用操作 困ったときは 
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八 UDYSSEY 

- MULTEQ 」 


性能の優れたスピーカーを導入しても、一般 
的なリスニングルームには、その音質を劣化さ 
せるような幾つかの要因があります。音質を 
劣化させる要因のひとつは、スピーカーからの 
才ーディオ出力と、部屋の壁、床、天井といった 
大きな平面との相互作用です。入念なスピー 
カー配置および音響処理を行った場合でも、部 
屋の音響特性によって発生する重大な問題が 
あります。たとえば、スピーカーの近くの壁等 
の表面からの反射や、室内の大きな平行面の間 
に発生する定在波などです。 ホーム シアター 
環境では、複数リスナーのリスニンヴポイント 
が存在するため、状況はさらに複雑です。各リ 
スナーのリスニンヴポイントにおいて生じる 
音質への、部屋の音響特性による影響は大きく 
異なります。その結果、室内において、それぞ 
れのリスナーごとに異なる度合いでシアター 
体験の劣化が生じます。 

特に250 H z 以下の周波数域では、隣り合っ 
た2つの座席で10 dB もの音量の違いを呈す 
る場合もあります0この問題に対する解決策 
は、各スピーカーが部屋の音響特性とどのよう 
に相互作用するのかを精密に測定した後で、音 
響特性の補正を行ろことです。部屋の音響特 
性によって生じる、スピーカーの周波数特性の 
変動の程度は座席ごとに大きく異なりますの 
で、リスニンヴルームの複数箇所で音質を測定 
することが重要です。この複数箇所での測定 
は、リスナーが1人だけであっても必要です。 
これは、1ポイントだけの測定結果では、リス 
ニンヴルームの音響特性上の問題を正確に捉 
えることができず、多くの場合、結果として全 
体のパフォーマンスを損ねる場合があるため 
です 。 Audyssey MultEQ は、大きなリスニン 
ヴェリア内の複数のリスナーを対象に、最適な 
リスニング環境を提供することを目的とした 
技術であり、複数のリスニングポイントで収集 
された各スピーカーからのテストデータを総 
合的に分析し、部屋の音響特性を最小化する 
ための補正を行って、音響心理学で知られる人 
間の聴覚の周波数分解能と一致させます。 
さらに、 MultEQ による補正は、周波数領域と 
時圊領域に関して適用され、部屋の音響特性 
の従来のイコライゼージョン方式では発生す 
る場合があった、不鮮明さや過剰な共鳴といっ 


たアーチ ファ クトを除去します。 

広いリスニンヴェリア内での周波数特性の問 
題の補正に加えて 、 Audyssey MultEQ では、 
完全自動化されたサウンドシステムのセット 
アップが提供されます。これにより、アンプ 
に接続されたスピーカーの数と、それらがサテ 
ライトスピーカーまたはサブウーファーであ 
るかどうかが自動認識されます。少なくとも 
1つのサブウーファーが接続されている場合、 
Audyssey MultEQ では、各サテライトスピー 
力一とサブウーファー間の最適なクロスオー 
パー周波数が決定されます。スピーカーの極 
性が自動的にチェックされ、他のスピーカーに 
対して逆位相に接続されたスピーカーがある 
場合には警告されます。メインリスニングポ 
イントから各スピーカーまでの距離が測定さ 
れ、各スピーカーからサウンドが聴こえてくる 
タイミングが合うようにディレイが調整され 
ます。そして最終的には、各スピーカーの再生 
音量が測定され、すべて同じレベルになるよう 
に音量トリムが調整されます。 


Audyssey Mult ヒ Q は 、 Audyssey ラボラ！' 
リーズ社からのライセンスに基づき製造され 
ています。米国および外国特許出願中です。 
MultEQ は Audyssey ラボラトリーズ社の登 
録商標です。 


Sdlna 

CERTIFIED™ 

DLNA CERTIFIED ™ AUDIO / Video/lmage 
Player 

DLNA および DLNA CERTIFIED は Digital 
Living Network Alliance の商標です。 


x.v.Color 

r x . v . Color 」 は、ソニー株式会社の商標です 0 










仕様 • 外観寸法図 


FM チューナー部 

周波数範囲 .76.0- 90.0 MHz 

実用感度 . IHF 1.8 mV /16.4 dBf 

S / N 比 . モノラル/ステレオ75/70 dB 

歪み . モノラル/ステレオ0.2/0.3 96 

ステレオセパレーシヨン . 1 kHz 45 dB 

実効選択度 . 士 300 kHz 60 dB 

イメージ妨害比 . 83 MHz 50 dB 

チューナー出カレベル 

.1 kHz , ± 75 kHz Dev 800 mV 


ューナー哉 

周波数範囲 . 531-1602 kHz 

実用感度 . Loop 400 mV 

S/N 比 . 50 dB 

歪み . 400 Hz , 3096 Mod . 0.596 

実効選択度 . 士 18 kHz 70 dB 


オーディオ部 

入力感度/インピーダンス 

(アンバランス） .200 mV /47 k Q 

(バランス） .400 mV /30 k Q 

定格出力/インピーダンス 

(アンバランス） .1 V /470 Q 

(バランス） .2 V /470 Q 

周波数特性 

(アナログ入力：ソースダイレクトモード） 

. 8 Hz - 100 kH z (+/-3 d 巳） 

(デジタル入力 ： PCM 96 kHz ) 

. 8 Hz - 45 kH z (十/- 3 dB ) 

S / N 比（ダイレクト入力） .105 dB 


デコーダー部 

再生対応信号フォーマット 

. PCM オーディオ 

DOLBY DIGITAL , DOLBY DIGITAL EX . 、 
DOLBY DIGITAL PLUS、DOLBY TRUE HD 、 
DTS 、 DTS - ES 、 DTS 96/24、 DTS - HD 、 

AAC、HDCD 


ビデオ部 


信号方式 . NTSC 

入力 • 出カインピーダンス . 75 Q 

入出カレベル . 1 Vp-p 

S/N 比 . 60 dB 


周波数特性（ビデオ、 S - ビデオ） 

. 5 Hz - 8 MHz (- IdB ) 

周波数特性（コンポーネント Video ) 

. 5 Hz - 100 MHz (-3 d 巳) 


HDMI 

パージョン .1_3 a [入力] 

.1.3 a [出力] 


^- 440mm -^ 


リモコン （ RC 200 1). 1 

リモコン ( RC 101). 1 

単4形アルカリ電池 ( RC 200 1用) . 4 

単4形乾電池 ( RC 101用) . 2 

マイク . 1 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

電源ケープル . 1 

取扱説明書 . 1 

AV 8003 NETWORK 取扱説明書 . 1 

保証書 . 1 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力(電気用品安全法による） . 85 W 

スタンパイ消費電力 

(ノーマル） .1.0 W 

(エコノミー) .0.7 W 

重量 .11.6 kg 
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本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承ください。 
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セツトが汚れた時は柔らかい布でからふきしてく 
ださい。汚れがひどい時は食器用洗剤を5〜6倍 
にラすめ、やわらがい布に浸し、固く絞って汚れを 
ふきとったあと、乾いた布でからぶきしてくださ 
い。 

アルコール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮発 
性のものが付着すると塗装がはげたり、光沢が失 
われることがありますから絶対にご使用にならな 
いでください。また、化学ぞうきんでこすったり、 
長時間接触させたままにしておきますと変質した 
り、塗料がはげたりすることがありますのでご注 
意ください0 


ステレオ音のエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては気になるもので 
す。隣近所への配慮（思いやり）を十分にいたしま 
しょラ0 

ステレオの音量はあなたの心がけ次第で大きくも小 
さくもなります。特に静かな夜間には小さな音でも 
通りやすいものです。夜間の音楽観賞には特に気を 
配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用 
になるのも一つの方法です。お互いに心を配り、快 
い生活璟境を守りましょう。 


保証 • アフターサービスについて 

1. この商品には保証書を別途添付してあります。 
保証書は「販売店印 • 保証期間」をご確認の上、 
販売店からお受け取りいただき、よくお読みの 
上、大切に保存してください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間です。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事 
項に基づき「無料修理」致します。 

3. 保証期間経過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様 
のご要望により有料修理致します。 

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造打切後 
最低8年間保有しています。 

5. 補修用部品の詳細 • ご贈答 • ご転居等アフター 
サービスについての不明な点は、お買い上げ販 
売店または取扱説明書の裏面に記載のお客様相 
談センターに遠慮なくご相談ください。 

6. 修理を依頼される際には、お手数ですがもラー 
度“困ったときは”をご参照の上よくお調べくだ 
さい。それでも直らない時は、必ず電源プラグ 
を抜いてから、お買い上げ販売店または当社営 
業所、サービスセンターにご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

1) 品名 AV プリチューナー 

2) 品番 AV 8003 

3) シリアルナンバー(製造番号） 

3) お買上げ日年月日 

4) 故障の状況(できるだけ具体的に） 

5) ご住所 

6) お名前 

7) 電話番号 


お手入れ 



基本操作 


システムセットアップ 


各部の名称基本接続 
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ットアップコード ( RC 101) 


テレビ 

ソースボタン名： TV 


Acer . 1141 

Admiral . 1002,1009,1089 

Aiko . 1059 

Aiwa . 1117,1118 

Akai . 1001 

Amtron . 1023 

Anam . 1113 

Anam National . 1023,1069,1092 

AOC . 1003,1024,1049,1127 

Audiovox . 1023 

Bell & Howell . 1009,1025 

Benq . 1104 ,1142 

Broksonic . 1003 , 1097,1098,1113 

Celebrity . 1001 

Citizen . 1003,1013,1023 

1026, 1059,1063 

Colortyme . 1003,1043 

Contec . 1113 

Contec/Cony . 102 3, 1045,1047 

Craig .1020,1022,1023,1113 

Crown . 1023,1067 

Curtis Mathes .1003,1013,1025 

1026,1062,1103,1110 

Daewoo .1003,1013,1024,1035 

1036,1059,1084,1101 

Daytron . 1003,1013,1016 

Dimensia . 1103,1110 

Dumont .1003,1010,1153 

Electroband . 1001 

Electrohome . 1001,1003,1069,1133 

Emerson . 1003, 1013,1015 

1020,1021,1022,1023 

1025,1038,1044,1045 
1048,1055,1061,1094 

1096,1099,1101,1113 
Envision . 1003 


Fisher .1025,1051,1091,1160 

Fujitsu . 1038,1124,1125,1155 

Funai .1023,1038,1113 

Gateway . 1150 

GE . 1003,1018,102 2, 1046 

1054,1069,1085,1103 

1110,1113,1133,1136,1153 

Goldstar .1003,1013,1024 

1030,1045,1080 


1100 ,1112,1154 

Hallmark . 1003 

Hisense . 1116 

Hitachi . 1003,1012,1031,1032 

1037,1041,1045,1047 
1065,1068,1082,1088 
1094,1139,1140,1145,1159 

Infinity . 1067 

Janeil . 1134 

JBL .1067 

JC Penney . 1003,1013,1018 


1019, 1024,1026 
1046,1047,1054 
1063,1083,1085 

1100,1103,1110 
1112,1133,1154 


Jensen . 1003 

JVC . 1028,1029,1045 

1047,1050,1060,1065 

Kawasho . 1001,1003 

Kenwood . 1003 

Kloss Novabeam . 1023,1056,1057, 1134 

KTV . 1013,1023,1033 

1034,1073,1099,1113 

LG . 1024,1030 

M.Wards .1002,1009,1038 

Magnavox . 1003,1052,1053 

1056, 1057,1063 
1067,1081,1106 

Marantz . 1003,1031,1067, 1122 

Mitsubishi . 1003,1024,1051 

1115,1122,1133 

Motorola . 1014,1069 

NEC . 1003,1012,1024,1043,1069 

NET-TV . 1137,1150 

Orion . 1020,1096 

Panasonic . 1017,1067,1069,1095 , 1111 

Philips . 1003,1011,1045,1052 

1054,1056,1057,1058 
1063,1067,1069 ,1106 

Pioneer .1003,1018,1037 

1070,1071,1094 
1145,1147,1149 

Plasmsync . 1135 

Portland . 1003,1013 , 1024,1059 

Price Club . 1026 

Prism . 1018 

ProScan . 1004,1005,1006,1007 

1008,1085,1103,1110 
Proton . 1003,1045 


Quasar . 1010,1069 ,1073, 1111, 1153 

Radio Shack . 1003,1013,1015 

1023,1024,1025,1045 

1100,1103,1110,1113 
RCA . 1003,1004,1005 


1006,1007,1008 
1014,1024,1049,1069 
1075,1079,1085,1087 
1088,1093,1094,1101 

1103,1110,1113,1153 


Realistic.1013,1015,1023,1025 

1045,1100,1103,1110 

Runco. 1010,1153 

Sampo. 1150 

Samsung. 1003,1013 , 1024,1026 

1040,1045,1062,1078 
1083,1090,1100,11051114 

1120.1121.1146.1148.1157 

Sansui. 1119 

Sanyo.1003,1025,1051,1072 

1077.1091.1156.1157.1158 
Sharp. 1003,1013,1014 

1015,1045,1055,1064 
1066,1076,1089,1123 

Signature. 1009 

Sony. 1001,1102,1108 

Soundesign. 1003,1023,1038,1063, 1113 

Starlite. 1023 

Supre-Macy. 1134 

Sylvania. 1003,1039,1042 

1052,1053,1056,1057 
1063,1067,1089,1151 

Symphonic.1 023, 1 039, 1044 

Tandy. 1014 

Tatung. 1069 

Technics. 1018 

Techwood. 1003,1018 

Teknika. 1003,1009,1013,1023 

1024,1026,1038,1045 

1047,1059,1063,1111,1113 

Telecaption. 1074 

Toshiba.1003,1019,1025 

1026,1042,1074,1098 
1107,1111,1135,1136 

Totevision. 1013 

Universal. 1046,1054 

Video Concepts. 1113 

ViewSonic. 1006,1022,1109 

1128,1129,1130,1131 
1138,1143,1145,1150 


Wards 


White Westinghouse 

Yamaha . 

Zenith . 


. 1003,1009 ,1015 

1024,1038,1044,1046 
1052,1054,1056,1057 

1067,1086,1103,1110 

. 1001,1101 

. 1003, 1024 

. 1003,1009,1010 

1132, 1144, 1153 


CD プレーャー 
ソースボタン名： CD 


AIWA . 3001,3002, 3003 

AKAI . 3004, 3005, 3006 

AUDIO . 3007 

AUDIO LABS . 3008 

CALIFORNIA . 3008 

CARVER . 3010, 3011,3009 

CASIO . 3012, 3020 

CURTIS .3020, 3012 

DENON .3013 

EMERSON .3014 

FISHER . 3011,3 015, 3016, 3017, 3018 

GE .3019 

GENEXXA . 3014, 3021,3020 

HARMON . 3022, 3023, 3051 

HITACHI . 3020 

INKEL .3024 

JC PENNEY . 3012, 3020, 3025 

JVC .3026, 3027 

KARDON . 3022, 3051,3023 

KENWOOD . 3028, 3029, 3030, 3031 

3032, 3033 

KRELL . 3010 

LUXMAN . 3035, 3036, 3037, 3038 

LX 1. 3012, 3020, 3014 

MAGNAVOX . 3010, 3039, 3040 

MARANTZ .3010, 3041, 3042, 3043 

MATHES . 3012, 3020 

MCS . 3012, 3020 

MGA .3023 

MISSION . 3010 

MITSUBISHI . 3023, 3044 

NAD .3034, 3045 

NAKAMICHI .3046, 3047, 3048 

NEC MCS .3025 

NIKKO .3007, 3016 

ONKYO . 3049, 3050, 3051,3052 

3055, 3098 

OPTIMUS . 3011,3014, 3020, 3028, 3053 

3054, 3056, 3057, 3058, 3059 
PANASONIC . 3008, 3060, 3061 














































































































































PHILIPS. 3009, 3010, 3010, 3040 

PIONEER. 3020, 3021,3062, 3063, 3064 

QUASAR. 3008 

RCA. 3011,3 014, 3065, 3066, 3067 

3068, 3069 

REALISTIC. 3011,3014, 3020, 3042 

3054, 3057 

ROTEL. 3010 

RS ORIGINAL. 3070 

SAE. 3010, 3083 

SAMSUNG.3071 

SANSUI. 3014, 3068, 3072,3073 

SANYO. 3011,3018, 3074, 3075, 3076 

SCOTT.3014 

SEARS. 3012, 3014, 3020, 3028, 3042 

SHARP.3028, 3042, 3077 

SHERWOOD. 3042, 3056, 3070, 3078, 3024 

SHURE.3025 

SONY. 3039, 3079, 3080, 3081,3082, 3097 

SYLVANIA. 3010 

SYMPHONIC.3083 

TEAC.3016, 3042, 3057, 3083, 3084 

3085, 3086 

TECHNICA. 300 7, 300 8, 3061,3087, 3088 

THETA DIGITAL. 3040 

TOSHIBA.3045 

VICTOR.3026 

YAMAHA. 3007, 3089, 3090, 3091, 3092 

ZENITH. 3016, 3093, 3094, 3095, 3096 


DVD プレーヤー 

ソース ボタン 名： DVD 


Aiwa.2036,2037 

Apex. 2012, 2017, 2018, 2019, 2021,2034 

BOSE. 2038, 2039 

Denon. 2047, 2048 

Funai. 2049 

GE. 2009, 2020, 2029, 2033 

Harman Kardon.2061 

Hitachi. 2008,2012, 2031 

JVC. 2006, 2010, 2040 

2041,20 42, 2043 

Kenwood.2053,2054 

Koss. 2058 

Magnavox. 2007,2011,2023, 2025 

Marantz.2025 

Mitsubishi. 2011,2015 

Onkyo.2062 

Oritron. 2009,2030 

Panasonic. 200 3, 2015,2016, 2055 

Philips. 2007, 2011,2058 

Pioneer. 2002,2014, 2056 

ProScan. 2009,2020, 2032 

RCA. 2005, 2009, 2020, 2035, 2057 

Sampo. 2041 

Samsung. 200 8, 2012,2022,2024, 2027 

Sanyo. 2050, 2052 

Sharp. 2044, 2045 

Sherwood.2051 

Sony. 2001,2 013,2059 

Toshiba. 200 4, 2008,2026, 2028 

Yamaha. 2046,2060 

Zenith. 2010 
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衛生放送チューナー 
ソースボタン名： DSS 

Alphastar. 4027 

BSB. 4021 

Chaparral. 4039 

DIRECTV. 4001,4016 

DISH Network. 4030 

Drake.4026 

EchoStar. 4007,4017,4018,4019,4020 

Express Vu. 4017 

Fujitsu.4025 

GE. 4002, 4008, 4009 

General Instruments.4036,4037 

Hitachi. 4001,4015 

Hughes. 4001,4016 

Janeil.4025 

JVC.4017 

Mitsubishi. 4001 

Panasonic. 4004,4010 

Philips. 4031,4035 

ProScan. 4002,4008,4009, 4011 

Radio Shack. 4036, 4037 

RCA. 4002, 4008, 4009, 4029 

Realistic. 4040 

Rural Cable.4036 

Samsung. 4022, 4027 

Sony. 4003,4012, 4014 

Star Choice.4032 

StarTrak.4024 

STS.4038 

SuperDish. 4028 

Toshiba. 4001,4034 

Uniden. 4005,4006, 4013 

Video Pall.4025 

Zenith. 4025, 4033 































































































mapantz 


お客様ご相談センター 


0 ( 03 ) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9:30-12:00 13:00-17:00 

(土日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の r 製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧ください。 


株式会社 マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 



Printed in China 


06/2008 


541110069018 M mzh-d 





